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1

章

1
 製品概要
IBM Virtual Console Software について

IBM Virtual Console Software （VCS） は異なるプラ ッ ト フォーム間 （ク ロスプラ ッ ト

フォーム） での制御が可能なアプリ ケーシ ョ ンで、 これによ りネッ ト ワーク ・ アプライ
アンスおよび接続されているターゲッ ト ・ デバイスを表示、 制御するこ とができるよ う
にな り ます。 ク ロスプラ ッ ト フォーム対応の設計によ り、 最も多く使用されているオペ
レーティング ・ システムとハード ウェア ・ プラ ッ ト フォーム間の互換性が確実になり ま
す。 各アプライアンスでは認証とアクセス制御が別個に行われ、 必要な個所でのシステ
ム制御が可能です。

ソフ ト ウェアでは分割画面インターフェイス形式のブラウザ型ナビゲーシ ョ ン方式が使
用されており、 単一ポイン トからすべてのアプリ ケーシ ョ ンにアクセスできる操作性が
付加されています。 これによ り、 既存アプライアンスの管理、 新たなターゲッ ト ・ デバ
イスのインス トール、 ターゲッ ト ・ デバイスに対するセッシ ョ ンの開始が実行できるよ
うにな り ます。 また内蔵の分類機能 （デバイス別、 サイ ト別、 フォルダ別など） によ り、
表示したいユニッ トが容易に選択できます。 検索／ソート機能でユニッ ト検索も簡単に
行えます。

特性 ・ 特長

インストール、 設定が容易

ウィ ザード ベースのインスト ールと オンライン・ ヘルプにより 、 システムの初期設定が
簡単に実施できるよ う になっています。 アプライアンス、 ターゲッ ト ・ デバイス、 変換
オプショ ン（ CO） ケーブルの管理と 更新はグラフィ カル・ インターフェイスで行います。

パワフルなカスタマイズ機能

内蔵の分類カテゴ リーに加えてユーザー独自のカテゴ リーも作成できるよ うになってお
り、 システムの特定ニーズに合わせてソフ ト ウェアをカスタマイズできます。 ユニッ ト
名、 フ ィールド名、 アイコンをカスタマイズするこ とで、 融通性や使い勝手を最適化す
るこ とができます。 意味のある名称を使用するこ とによ り、 ターゲッ ト ・ デバイスの検
索が迅速に実行できます。
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広範なアプライアンス管理

このソフ ト ウェアでは一つのシステムに複数のアプライアンスを追加し管理するこ とが
できます。 新たなアプライアンスをインス トールする と、 操作パラ メーターの設定、
ターゲッ ト ・ デバイスに対するユーザー ・ セッシ ョ ンの制御やプリエンプ ト （優先権の
設定）、 さ らにアプライアンスの再起動やアップグレードなどの制御機能が実行できるよ
うにな り ます。 アプライアンス管理パネル （AMP） からは、 シンプル ・ ネッ ト ワーク ・

マネージメン ト ・ プロ ト コル （SNMP） ト ラ ップの有効化、 ターゲッ ト ・ デバイスの設

定、 ユーザー ・データベースの管理が実行できます。

このソフ ト ウェアでは以下の IBM アプライアンスを管理するこ とができます。

• IBM Global 2x16 Console Manager （GCM2）

• IBM Global 4x16 Console Manager （GCM4）

• IBM Remote Console Manager （RCM）

GCM2 アプライアンスには、 KVM-over-IP アクセス用デジタル ・ ポート ・ セッ ト （2
セッ ト ）、 KVM アクセス用アナログ ・ ポート ・ セッ ト （1 セッ ト ）、 CO ケーブルと ター

ゲッ ト ・ デバイス間接続用アナログ ・ ラ ッ ク ・ インターフェイス （ARI） ポート （16
ポート ）、 ローカル ・ ユーザー （1 人） あるいはリモート ・ ユーザー （2 人まで） に対す

るバーチャル ・ メディア機能が含まれています。 GCM4 アプライアンスには、 KVM-
over-IP アクセス用デジタル ・ ポート （4 ポート ）、 KVM アクセス用アナログ ・ ポート ・

セッ ト （1 セッ ト ）、 CO ケーブルと ターゲッ ト ・ デバイス間接続用 ARI ポート （16 ポー

ト ）、 ローカル ・ ユーザー （1 人） あるいはリモート ・ ユーザー （4 人まで） に対する

バーチャル ・ メディア機能が含まれています。 RCM アプライアンスには、 KVM-over-IP
アクセス用デジタル ・ ポート （1 ポート ）、 KVM アクセス用アナログ ・ ポート ・ セッ ト

（1 セッ ト ）、 CO ケーブルと ターゲッ ト ・ デバイス間接続用 ARI ポート （16 ポート ） が

含まれています。 各アプライアンスでの対応機能の一覧については、 該当の 「インス ト
レーシ ョ ン／ユーザーガイ ド」 を参照して ください。

認証および承認

ユーザーの認証と承認は、 各アプライアンスの設定に従って、 アプライアンス ・ データ
ベースあるいは LDAP （Lightweight Directory Assistance Protocol） によ り行います。 LDAP
はベンダー固有のプロ ト コル標準で、 TCP/IP を介したディ レク ト リへのアクセス、 クエ

リー、 更新に使用されるものです。 LDAP は X.500 ディレク ト リ ・ サービスの様式に準

拠しており、 認証、 プライバシー、 完全性を始めとする強固なセキュ リ ティ機能をサ
ポートする世界規模のディ レク ト リ構造です。 LDAP 認証に関する詳細については、

「グローバル認証の設定項目」 （ページ 70） を参照して ください。

ユーザーがアプライアンスにログインする と、 ソフ ト ウェアはログイン情報 （ユーザー
名とパスワード） を VCS セッシ ョ ン期間中キャ ッシュ保存します。
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システム ・ コンポーネン ト

本ソフ ト ウェアの主要コンポーネン トは以下のとおりです。

VCS Explorer

VCS Explorer はソフ ト ウェア機能にアクセスする際の主要管理点で、 主要グラフ ィ ッ

ク ・ ユーザー ・ インターフェイス （GUI） と してソフ ト ウェアが起動した時点で画面に

表示されます。 ローカル ・ データベースで定義されているアプライアンスやターゲッ
ト ・ デバイスは Explorer から容易に参照できます。 ユニッ トの一覧表示は内蔵の分類カ

テゴ リー別 （アプライアンス、 デバイスなど） に行われます。 また新たな名称でフォル
ダを追加するこ とによ り カテゴ リーをカスタマイズするこ と もできます。 ユニッ トにカ
スタム ・ フ ィールドを指定して他のカテゴ リーを使用するこ と もできます。

VCS Explorer のユニッ ト ・ リ ス トからターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 アイコンをク

リ ッ ク してセッシ ョ ンを開始します。 または、 アプライアンスを選択してからアイコン
をク リ ッ ク して管理／制御機能を開始するこ と もできます。

ビデオ ・ ビューアー

各ターゲッ ト ・ デバイスでのキーボード／モニター／マウス機能の制御はビデオ ・
ビューアーで行います。 既定のマクロの中からビデオ ・ ビューアー ・ マク ロ ・ メニュー
に表示したいマクロ ・ グループを選択できます。 ターゲッ ト ・ デバイスのビデオ ・
ビューアーは、 GCM4, GCM2、 RCM アプライアンスで開始できます。

またビデオ ・ ビューアーからはバーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウにもアクセスできま
す。 バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウでは、 ク ラ イアン ト ・ コンピューターにおいて
のターゲッ ト ・ デバイスから物理ド ライブ （ディ スク／ CD ／ DVD ド ラ イブなど） への

マッピングができます。 バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウに関する詳細については、
「バーチャル ・ メディアの操作」 （ページ 57） を参照して ください。

アプライアンス管理パネル （AMP）

各 AMP は、 キーボード、 ビデオ、 マウス （KVM） などのターゲッ ト ・ デバイスの種類

をサポートするネッ ト ワーク管理モジュールと して実装されています。 各 AMP にはタ

ブのついたウ ィンド ウが含まれており、 タブはそれぞれアプライアンスの最上位の機能
カテゴ リーを表しています。 例えば AMP タブは、 設定項目、 状態、 ツールのよ うに

なっています。 タブ付きのウ ィンド ウの数や内容は、 アプライアンスごとに異なり ます。

用語解説

以下の用語が本書の全体で使用されています。

• ACI ポート接続 － GCM2 または GCM4 の ARI ポート と ACI 対応の KVM スイ ッチ

間の Cat5 ケーブル接続で、 KVM スイ ッチと VCS との統合を可能にします。

• アプライアンスまたはスイ ッチ （これらの語は同義的に用いられます） － 接続され

たターゲッ ト ・ デバイスに KVM-over-IP 接続を提供する装置を意味します。
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• カスケード接続またはティア接続 （これらの語は同義的に用いられます） － キー

ボード／マウス入力のフル制御が可能な KVM アプライアンス （複数） と KVM アプ

ライアンス （単一） からのターゲッ ト ・ デバイス管理の間の接続。

例えば、 アナログ KVM アプライアンスをデジタル KVM アプライアンスの下位に

ティア接続するこ とで、 VCS インターフェイスを介してこのアナログ KVM アプラ

イアンスに接続されたターゲッ ト ・ デバイス全機へのキーボード／マウスの入力制
御が可能になり ます。 これは、 カスケード ・ スイ ッチを通して、 あるいは ACI ポー

ト接続によ り行います。

• カスケード ・ スイ ッチ － RCM、 GCM2、 または GCM4 アプライアンスの ARI ポー

トに取り付けられている KCO ケーブルに接続された旧機種のアナログ KVM アプラ

イアンスで、 既存の旧機種スイ ッチの設定を VCS と統合させるためのものです。

• CO ケーブル － アプライアンスおよびターゲッ ト ・ デバイスに接続してバーチャ

ル ・ メディア ・ セッシ ョ ンなどの追加機能を得るためのコンバーシ ョ ン （変換） オ
プシ ョ ン ・ ケーブルです。

• スイ ッチ ・ システム  － アプライアンス、 接続されたターゲッ ト ・ デバイス、 CO
ケーブルから構成されるシステムを意味します。

• ターゲッ ト ・ デバイス  － アプライアンスに接続されたサーバーやルーターなどの装

置を指します。

• ユニッ ト  － アプライアンス と ターゲッ ト ・ デバイスが含まれます。 手順説明では、

片方あるいは両方を指す語とて用いられます。

• ユーザー － アプライアンスのアナログ ・ ポートからの KVM 接続。

• バーチャル・ メ ディ ア  - －アプライアンスに接続し、 このアプライアンスに接続され

ているターゲッ ト ・ デバイスで使用するこ とのできる USB メディア ・デバイス。

操作機能

Explorer での操作に使用するショ ート カッ ト の一覧は、「 キーボード と マウスのショ ート

カッ ト 」（ ページ 110） のと おり です。 他のコンポーネント も 、 マウス操作に加えてキー

ボード のフル操作に対応しています。

ターゲッ ト ・ デバイスの命名法

このソフ ト ウェアでは、 各アプライアンス と ターゲッ ト ・ デバイスで固有の名称が必要
となっています。 データベース内の既存の名前と競合する名称に対しては、 ソフ ト ウェ
アは下記の手順で固有名を生成し、 ユーザーからの介入を最小限に抑えます。 

バッ クグラウンド処理 （名前や接続の追加 ・ 変更などの自動処理） 中に競合する名前が
検出された場合、 競合する名称は自動的に固有名に変更されます。 これは、 テ ィルデ (~) 
の後に任意の数字を加えるこ とで行われます。 数字は、 ティルデを追加しただけでは名
前を固有化できない場合に追加されます。 この場合、 数字は 1 から始ま り この名前が固

有のものになるまで追加されます。
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操作中に固有ではない名前を指定する と、 固有名を指定するよ う求める メ ッセージが該
当のユーザーに表示されます。

ターゲッ ト ・ デバイス名の表示

アプライアンスが追加される と、 このアプライアンスから取得したターゲッ ト ・ デバイ
ス名はソフ ト ウェアのデータベースに保存されます。 この後、 ユーザーは Explorer で
ターゲッ ト ・ デバイス名を変更できます。 新規名はデータベースに保存され、 様々なコ
ンポーネン ト画面で使用されます。 ターゲッ ト ・ デバイスのこの新規名は、 アプライア
ンスには送信されません。

アプライアンス とデータベースの両方でターゲッ ト ・ デバイス名を変更するには、 AMP
の 「デバイス名の変更」 ボッ クスで行います。 詳細については、 「ターゲッ ト ・ デバイス
名の変更」 （ページ 93） を参照して ください。

このソフ ト ウェアは分権的管理システムとなっているため、 アプライアンス上のター
ゲッ ト ・ デバイスに指定された名前を変更する際は、 ソフ ト ウェアのデータベースを
アップデートする必要なしにいつでも変更できます。 管理下のターゲッ ト ・ デバイスの
リ ス トは、 ユーザーごとにカスタマイズして表示するこ とができます。

単一のターゲッ ト ・ デバイスに対して複数の名前を関連付けるため （アプライアンス上
ではある名称、 ソフ ト ウェア内で別の名称、 のよ うに）、 ソフ ト ウェアでは以下の規則に
従ってどの名前を用いるかが判断されます。

• Explorer は、 自己のデータベース内のターゲッ ト ・ デバイスのみを、 このデータベー

ス内にある名前で一覧表示します。 すなわち、 ターゲッ ト ・ デバイスの情報を得るた
めに Explorer がアプラインスにクエリ ーを送るこ と はあり ません。

• AMP は、 別途記載がある場合を除き、 アプライアンスから取得した情報を表示し

ます。

• 再同期化ウ ィザード （AMP 内でのターゲッ ト ・ デバイス ・ リ ス ト を再同期化するた

めに使用します） は、 アプライアンスのターゲッ ト ・ デバイス名がデフォルト名か
ら変更された場合にのみ、 ローカルで指定したターゲッ ト ・ デバイス名を上書きし
ます。 再同期化中にアプライアンスから読み込まれたターゲッ ト ・ デバイスの非デ
フォルト名は、 ローカルで指定した名前に優先します。

分類機能

一部の表示形態では、 アイテム ・ リ ス トは、 各アイテムに関する複数コラムの情報と と
もに表示されます。 コラム ・ヘッダーに矢印がついている場合、 この リ ス ト を表示する
際は、 コラムを昇順または降順に分類して表示できます。

コラム ・ヘッダーごとに表示を分類するには、 コラム ・ヘッダーの矢印をク リ ッ ク しま
す。 リ ス ト内のアイテムはこのコラムに従って分類されます。 上向き矢印は、 リ ス トが
このコラム ・ ヘッダーで昇順に配列されているこ とを示します。 下向き矢印は、 リ ス ト
がこのコラム ・ヘッダーで降順に配列されているこ とを示します。
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2
 インス トールおよびスタートアップ
はじめに

ソフ ト ウェアのインス トールを開始する前に、 必要なアイテムがすべて揃っているこ と
を確認して ください。

VCS 付属品

VCS に同梱されているアイテムは以下のとおりです ： 

• マニュアル類が収録された CD

• Virtual Console Software の CD

• ダウンロード手順説明

サポート対象のオペレーティ ング ・ システム

VCS は以下のオペレーティング ・ システムに対応しています ：

• Microsoft® Windows® 2000 Workstation SP4

• Microsoft Windows 2000 Server SP4

• Microsoft Windows XP （Home 版および Professional 版） SP2

• Microsoft Windows Server 2003 SP1

• Red Hat Enterprise Linux 3.0 WS

• Red Hat Enterprise Linux 4.0 WS

• SuSE Linux Enterprise Server 8

• SuSE Linux Enterprise Server 9

• SuSE Linux 9.2

• SuSE Linux 9.3

ハードウェア設定要件

本ソフ ト ウェアのシステム ・ ハード ウェア設定最少要件は以下のとおりです ： 

• 500 MHz Pentium III 

• 256 MB RAM
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• 10BASE-T または 100BASE-T NIC

• グラフ ィ ッ ク ・ アクセラレーター付き XGA ビデオ

• デスク ト ップ最小解像度 800 x 600

• カラー ・ パレッ ト最小値 65,536 色 （16 ビッ ト ）

ブラウザ要件

VCS を作動させるためには、 コンピューターで下記のいずれかのブラウザが必要です ：

• Internet Explorer 5.0 以降 （Windows のみ）

• Netscape 6.0 以降

• Mozilla 1.4 以降

• Firefox 1.0 以降

ソフ トウェアのインス トール

Microsoft Windows 稼動のシステムには以下の手順でインス トールします ：

1. VCS の CD を CD ド ラ イブに挿入します。 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• オートプレイがサポート されていてこの機能が有効になっていれば、 セッ ト アッ
プは自動的に開始します。

• お使いのシステムでオートプレイがサポート されていない場合は、 デフォルトの
ド ラ イブ名を現在使用中の CD ド ラ イブに対応するアルファベッ トに設定した

後、 次のコマンドを実行してインス トール ・ プログラムを開始して ください
（下記のパスの 「drive」 の部分を、 現在使用している CD ド ラ イブと同一のアル

ファベッ トにします） ：
drive: VCS win32 setup.exe\ \ \

2. 画面の手順説明に従ってください。

Linux 稼動のシステムには以下の手順でインス トールします ：

1. VCS の CD を CD ド ラ イブに挿入します。 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Red Hat および SUSE Linux を使用している場合、 CD のインス トールは通常自動

的に行われます。 

CD のインス トールが自動的に実行された場合、 手順 2 に進んでください。 

• インス トールが自動的に行われない場合には、 手動でインス トール ・ コマンドを
入力して ください。 以下はインス トール ・ コマンドの一例です ： 

mount -t iso9660 device_file mount_point 
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こ こでは、 device_file は CD に関連付けられているシステム依存のデバイス ・

ファ イル、 mount_point はインス トール後に CD の内容にアクセスするために使

用されるディ レク ト リです。 通常のデフォルト値には 「/mnt/cdrom」 や

「/media/cdrom」 などがあ り ます。

特定のインス トール ・ コマンド ・ シンタ ッ クスについては Linux オペレーティン

グ ・ システムのマニュアル類を参照して ください。 

2. コマンド ・ ウ ィ ンド ウを開き、 CD のインス トールに必要なパスを入力します。 例 ： 

cd /mnt/cdrom 

3. プログラムのインス トールを開始するため、 以下のコマンドを入力します ：

sh ./VCS/linux/setup.bin 

4. 画面の手順説明に従ってください。

インストール時

プログラムのインス トール先を指定するよ う求めるプロンプ ト ・ ボッ クスが表示されま
す。 既存のパスを選択するか、 またはディ レク ト リ ・ パスを入力して ください。
Windows 2000、 NT、 XP システムでのデフォルト ・ パスは、 プログラム ・ ファ イル ・

ディ レク ト リになっています。 Linux システムでのデフォルト ・ パスは usr/lib ディ レク

ト リです。

存在しないパスを指定した場合、 このパスはインス トール時にインス トール ・ プログラ
ムによ り自動的に作成されます。

また VCS のアイコンをデスク ト ップに作成するよ う指定するこ と もできます。

ソフ トウェアのアンインストール

Microsoft Windows 稼動のシステムでこのソフ ト ウェアをアンインス トールするには、 コ

ン ト ロール ・ パネルから以下の手順で行います ：

1. コン ト ロール ・ パネルを開き、 プログラムの追加と削除を選択します。 現在インス
トールされているプログラムの一覧が表示されます。

2. VCS を選択します。

3. 変更と削除ボタンをク リ ッ ク します。 アンインス トール ・ ウ ィザードが開きます。

4. アンインス トールボタンをク リ ッ ク し、 画面の手順に従います。

Microsoft Windows 稼動のシステムでコマンド ・ ウ ィ ンド ウから このソフ ト ウェアをアン

インス トールするには、 以下の手順で行います ：

1. コマンド ・ ウ ィ ンド ウを開き、 VCS のインス トール時に使用したインス トール ・

ディ レク ト リ を指定します。 win32 システムでのデフォルト ・ パスはプログラム ・

ファ イル ・ディ レク ト リです。
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2. UninstallerData サブディレク ト リ を指定し、 次のコマンドを （クォーテーシ ョ ン ・

マーク も含めて） 入力します ：

“Uninstall IBM Virtual Console Software.exe”

アンインス トール ・ ウ ィザードが開きます。 画面の手順説明に従ってください。

Linux 稼動のシステムでこのソフ ト ウェアをアンインス トールするには、 以下の手順で

行います ：

1. コマンド ・ ウ ィ ンド ウを開き、 VCS のインス トール時に使用したインス トール ・

ディ レク ト リ を指定します。 Linux システムでのデフォルト ・ パスは usr/lib ディレク

ト リです。

2. UninstallerData サブディレク ト リ を指定し、 次のコマンドを入力します ：

sh ./Uninstall_IBM_Virtual_Console_Software

アンインス トール ・ ウ ィザードが開きます。 画面の手順説明に従ってください。

ソフ トウェアの起動

Microsoft Windows 稼動のシステムでソフ ト ウェアを起動するには、 以下のいずれかの方

法で行います ：

• スタート > プログラム > IBM Virtual Console Software を順に選択します。

• IBM VCS アイコンをダブルク リ ッ ク します。 

Linux システムでアプリ ケーシ ョ ン ・ フォルダ （デフォルトのディ レク ト リは /usr/lib/
IBM_Virtual_Console_Software/ です） から ソフ ト ウェアを起動するには、 以下のいずれか

の方法で行います ：

• 次のコマンドを入力します ： ./IBM_Virtual_Console_Software

• /user/bin から次のリ ンクを入力します ： ./IBM_Virtual_Console_Software

• インス トール時にデスク ト ップにシ ョート カッ ト を作成してある場合は、 シ ョー
ト カッ ト をダブルク リ ッ ク します。

ソフ トウェアのセッ トアップ

本項ではセッ ト アップと設定を概説します。 詳細は別の章で取り扱われています。 アプ
ライアンスに関する特定の情報については、 該当するアプライアンスの 「インス ト レー
シ ョ ン／ユーザーガイ ド」 を参照して ください。

ソフ ト ウェアのセッ ト アップは以下の手順で行います ：

1. ソフ ト ウェアを各コンピューターにインス トールします。 

2. いずれかのコンピューターから ソフ ト ウェアを起動します。 
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3. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• アプライアンスをソフ ト ウェア ・ データベースに追加するには、 新規アプライア
ンスボタンをク リ ッ ク します。 新規アプライアンス ・ ウ ィザードが開きます。

• ソフ ト ウェア ・ メニューからツール > ディ スカバーを選択し、 すべての IBM 
GCM2、 GCM4、 および RCM アプライアンスを検索します。

4. 必要に応じて Explorer からユニッ ト ・ プロパティやオプシ ョ ンの設定、 その他のカ

スタマイズを行います。 

5. アプライアンスを指定してアプライアンスの管理ボタンをク リ ッ ク し、 アプライア
ンス AMP からローカル ・ ユーザー ・ アカウン ト を作成します。

6. AMP のデバイスカテゴ リーから、 ターゲッ ト ・ デバイスすべてに名前をつけます。

7. 管理対象の各 GCM4、 GCM2、 RCM アプライアンスで手順 3 ～ 6 を繰り返します。

8. VCS の環境設定が完了したら、 ファ イル > データベース > 保存を順に選択し、 ロー

カル ・ データベースのコピーをすべての設定内容と と もに保存します。 

9. 2 台目のコンピューターでソフ ト ウェアを起動し、 ファ イル > データベース > 読み

込みを順に選択して先きほど保存したファ イルを参照します。 ファ イルを選択し、
読み込みをク リ ッ ク します。 セッ ト アップ対象のクライアン ト ・ コンピューターの
すべてでこの手順を繰り返します。

10. アプライアンスに接続されているターゲッ ト ・ デバイスにアクセスするには、
Explorer でターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 ビデオの接続または参照ボタン （表示さ

れるのは、 選択されたターゲッ ト ・ デバイスに対応するボタンのみです） をク リ ッ
ク してセッシ ョ ンを開始します。

LDAP ディ レク ト リ ・ サービスでのユーザー ・ アカウン ト作成の詳細については、

「LDAP の設定」 （ページ 72） を参照して ください。 

GCM4、 GCM2、 または RCM アプライアンスのセッ ト アッ プは、 以下の手順で行います：  

1. 各ターゲッ ト ・ デバイスでのマウスの加速を Slow （遅く ） または None （なし） に調

整してください。

2. アプライアンス ・ ハード ウェアをインス トールし、 変換オプシ ョ ン （CO） ケーブル

を接続し、 キーボード、 モニター、 マウスをアナログ ・ ポートに接続します。

3. 端末をアプライアンス背面パネル上のシ リ アル設定ポートに接続し、 ネッ ト ワーク
設定 （ネッ ト ワーク速度およびアドレス ・ タ イプの設定） を行います。

4. ローカル ・ アナログ ・ コンピューターで、 OSCAR インターフェイスを介してター

ゲッ ト ・ デバイスのすべてに名前をつけます。 ターゲッ ト ・ デバイスの命名は VCS
を介して行う こ と もできます。
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VCS Explorer
VCS Explorer について

VCS Explorer （以降 Explorer と称します） は、 本ソフ ト ウェアの主要インターフェイス

（GUI） です。 この Explorer から、 サポート されているユニッ トすべての表示、 アクセ

ス、 管理、 カスタム ・ グループの作成が実行できます。

ソフ ト ウェアを起動する と、 Explorer のメ イン ・ ウ ィ ンド ウが開きます。

ウィンドウの機能

Explorer ウ ィンド ウは、 ビュー選択ボタン、 グループ選択ペイン、 およびユニッ ト選択

ペインの領域に分かれています。 これらの領域の内容は、 ターゲッ ト ・ デバイスやアプ
ライアンスが指定されているか、 またはどのタスクを実行するかによ り異な り ます。
ウ ィンド ウ領域の図は図 3.1 （ページ 14） に、 図の説明は表 3.1 （ページ 14） にそれぞれ

記載されています。

ビュー選択ボタンの一つをク リ ッ クする と、 スイ ッチ ・ システムがアプライアンス、 デ
バイス、 サイ ト 、 フォルダのカテゴ リー別に編成されて表示されます。 Explorer のデ

フォルト表示は、 ユーザーによる設定が可能です。 詳細については、 「ウ ィ ンド ウ表示の
カスタマイズ」 （ページ 15） を参照して ください。
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図 3.1: Explorer ウィンドウの各領域

表 3.1: Explorer ウィンドウの各領域

領域 説明

A メニュー ・ バー ： ここからソフ トウェアの種々の機能にアクセスします。

B
ビュー選択ペイン ： Explorer の表示形態を選択するためのビュー選択ボタンが含まれます。 ボタンを

ク リ ッ クすると、 スイッチ ・ システムは、 アプライアンス、 デバイス、 サイ ト、 またはフォルダのカ

テゴリー別に編成されて表示されます。 どのボタンをデフォルトで表示させるかも設定できます。

C ユニッ ト ・ リス ト ： 現在選択されているグループに含まれるターゲッ ト ・ デバイス、 アプライアン

ス、 その他の選択可能なユニッ トのリス ト、 または検索バーで実行した検索の結果を表示します。

D ステータス ・ バー ： ユニッ ト ・ リス トに表示されたユニッ トの数を表示します。

E ユニッ ト選択ペイン ： 選択された表示形態またはグループに対応する検索バー、 ユニッ ト ・ リス ト、

タスク ・ ボタンが含まれます。

F 検索バー ： 検索フ ィールドに入力したキーワードでデータベース内の検索が可能になります。

G タスク ・ ボタン ： 実行可能なタスクを表します。 一部のボタンはユニッ ト ・ リス トで選択されたユ

ニッ トに基づいて変化しますが、 他のボタンは一定で常時表示されます。

A
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G
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ウィ ンド ウ表示のカスタマイズ

Explorer ウ ィンド ウは常時サイズ変更できます。 アプリ ケーシ ョ ンを起動するたびに、

Explorer ウ ィンド ウはデフォルト設定のサイズと位置で開きます。 

グループ選択ペインとユニッ ト選択ペインは、 画面を縦に走る分割ペイン ・ディバイ
ダーで分割されています。 この 2 つのペインの表示領域は、 ディバイダーを左右に動か

すこ とで変更できます。 ディバイダーは、 Explorer を起動するたびにデフォルトの位置

に戻り ます。 ディバイダー ・ペインとツ リー表示制御のシ ョート カッ トについては、
「キーボード とマウスのシ ョート カッ ト 」 （ページ 110） を参照して ください。

起動時にどの表示形態で立ち上げるか （アプライアンス、 デバイス、 サイ ト 、 または
フォルダ） は、 Explorer で自動的に選択させるこ と も、 ユーザー指定にするこ と も可能

です。 詳細については、 「スタート アップ時の指定表示形態」 （ページ 27） を参照して く

ださい。

コラム上部の分類バーをク リ ッ クする と、 ユニッ ト ・ リ ス トの順番や分類別を変更でき
ます。 コラム ・ヘッダーの上向き矢印は、 リ ス トがこのフ ィールド名で昇順に配列され
ているこ とを示します。 下向き矢印は、 リ ス トがこのフ ィールド名で降順に配列されて
いるこ とを示します。

アプライアンスの追加

ソフ ト ウェアを介してアプライアンスにアクセスできるよ うになるには、 アプライアン
スをソフ ト ウェア ・ データベースに追加しなければなり ません。 アプライアンスを追加
する と、 ユニッ ト ・ リ ス トに表示されるよ うにな り ます。 アプライアンスは手動で追加
または検出を行う こ とができます。 

割り当てた IP アドレスによ りアプライアンスを手動で追加する場合は、 以下の手順で行

います ：

1. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューからファ イル > 新規 > アプライアンスを順に選択します。

• 新規アプライアンスボタンをク リ ッ ク します。 
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新規アプライアンス ・ ウ ィザードが開きます。 次へをク リ ッ ク します。

図 3.2: 新規アプライアンス ・ ウィザード

2. 追加したいアプライアンスのタイプを選択します。 次へをク リ ッ ク します。

3. はいをク リ ッ ク してこのアプライアンスには割り当てた IP アド レスがあるこ とを確

認して、 次へをク リ ッ ク します。

4. IP アドレスを入力し、 次ヘをク リ ッ ク します。

5. ソフ ト ウェアによ り このアプライアンスの検索が行われます。

ソフ ト ウェアは、 指定されたユニッ ト 、 電源が投入されている CO ケーブルのすべ

て、 また OSCAR でユニッ トに関連付けられたターゲッ ト ・ デバイス名があれば、

これも検索します。 電源が入っていない CO ケーブルを検索する場合は、 AMP のデ

バイスカテゴ リー内の再同期化機能にアクセスし、 オフラインのコンバーシ ョ ン ・
オプシ ョ ンを含みますチェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

接続されたカスケード ・ スイ ッチが検出された場合は、 「カスケード ・ スイ ッチの情
報の入力」 のウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、 アプライアンスで
検索されたポート と CO ケーブル eID （電子 ID 番号） すべてのリ ス トが含まれてい

ます。 またこれらのポートやケーブルが接続されているカスケード ・ スイ ッチがあ
る場合にはこれも含まれます。 このウ ィ ンド ウが最初に開いた時点では、 全アプラ
イアンスの設定はなしになっています。 検出されたアプライアンスには、 プルダウ
ン ・ メニューの横にアイコンが表示されます。

a. 既存のカスケード ・ スイ ッチフ ィールドには、 データベースで現在定義されてい
るカスケード ・ スイ ッチのタイプがすべて一覧されます。 リ ス ト を変更したい場
合は、 追加、 削除、 または変更をク リ ッ ク します。

b. カスケード ・ スイ ッチに接続されている各 CO ケーブルに対して、 プルダウン ・

メニューからカスケード ・ スイ ッチの適切なタイプを関連付けます。
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6. ウ ィザードの最後のページに到達したら、 完了をク リ ッ ク してウ ィザードを終了し、
メ イン ・ ウ ィ ンド ウに戻り ます。 アプライアンスはこれで、 ユニッ ト リ ス トに含ま
れます 。

IP アドレスが割り当てられていない新規アプライアンスを手動でインス トールする場合

は、 以下の手順で行います ：

1. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューからファ イル > 新規 > アプライアンスを順に選択します。

• 新規アプライアンスボタンをク リ ッ ク します。 

新規アプライアンス ・ ウ ィザードが開きます。 次へをク リ ッ ク します。

2. いいえをク リ ッ ク してこのアプライアンスには IP アドレスが割り当てられていない

こ とを確認して、 次へをク リ ッ ク します。

3. 「ネッ ト ワーク ・ アド レス」 ウ ィ ンド ウが表示されます。 アプライアンスに割り当て
る IP アド レス、 サブネッ ト ・ マスク、 ゲート ウェイを入力して、 次ヘをク リ ッ ク し

ます。 

4. IP アドレスが割り当てられていない GCM4、 GCM2、 または RCM アプライアンスが

ソフ ト ウェアによ り検索されます。 検索された新規アプライアンスの リ ス トから追
加したいユニッ ト を選択し、 次へをク リ ッ ク します。

5. IP 情報が設定されたかど うかが、 「アプライアンスの設定」 ウ ィンド ウに表示されま

す。 設定が完了する と、 ソフ ト ウェアは新しいアプライアンスを検索します。 次へ
をク リ ッ ク します。

ソフ ト ウェアはまた、 CO ケーブルのすべて、 またアプライアンスに関連付けられた

ターゲッ ト ・ デバイス名も検索します。

接続されたカスケード ・ スイ ッチが検出された場合は、 「カスケード ・ スイ ッチの情
報の入力」 のウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、 アプライアンスで
検索されたポート と CO ケーブル eID すべてのリ ス トが含まれています。 またこれ

らのポートやケーブルが接続されているカスケード ・ スイ ッチがある場合にはス
イ ッチ ・ タイプも含まれます。 

a. 「既存のカスケード ・ スイ ッチ」 フ ィールドには、 データベースで現在定義され
ているカスケード ・ スイ ッチのタイプがすべて一覧されます。 リ ス ト を変更した
い場合は、 追加、 削除、 または変更をク リ ッ ク します。

b. カスケード ・ スイ ッチに接続されている各 CO ケーブルに対して、 プルダウン ・

メニューからカスケード ・ スイ ッチの適切なタイプを関連付けます。

6. 完了したら完了をク リ ッ ク してウ ィザードを終了し、 メ イン ・ ウ ィ ンド ウに戻り ま
す。 アプライアンスはこれで、 ユニッ ト リ ス トに含まれます 。
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IP アドレスによ りアプライアンスを検出する場合は、 以下の手順で行います ：

1. Explorer メニューからツール > ディ スカバーを順に選択します。 「ディ スカバー ・

ウ ィザード」 が開きます。 次へをク リ ッ ク します。

2. 「アド レスの範囲」 のページが表示されます。 「開始アドレス」 と 「終了アドレス」
の各ボッ クスに、 ネッ ト ワークで検索する IP アド レスの範囲を入力します。 IP アド

レスはド ッ ト表記法で入力してください。 次へをク リ ッ ク します。

3. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 「 ネッ ト ワークの検索中」 の進行状態表示ウィ ンド ウが開きます。 進行状態の表示
は、 指定範囲内のアド レス総数のう ちの検索終了件数、 および検出されたアプラ
イアンスの数を示します（ 例えば、 100 アド レスのう ちの 21 を調べました。 アプ

ライアンス 3 が検出されました）。 新規アプライアンスが一つ以上検索されると 、

「 追加するアプライアンスを選択してく ださい」 のページが表示されます。 この
ページから 、 ローカル・ データベースに追加するアプライアンスを選択できます。

• 新規アプライアンスが検出されなかった （または停止をク リ ッ ク した） 場合は、
「新規アプライアンスは検出されませんでした」 のページが表示されます。 異な
る範囲を指定して再度検索するか、 またはアプライアンスを手動で追加してくだ
さい。

4. 追加したいアプライアンスを一つ以上選択し、 追加 (>) アイコンをク リ ッ ク してこの

アプライアンスを 「追加するアプライアンス」 リ ス トに移動します。 「追加するアプ
ライアンス」 リ ス トに追加対象のアプライアンスをすべて移動したら、 次へをク
リ ッ ク します。

5. 「アプライアンスの追加」 の進行表示バー ・ ウ ィンド ウが開きます。 すべてのアプラ
イアンスがローカル ・データベースに追加される と、 「ディ スカバー ・ ウ ィザード完
了」 のページが開きます。 完了 をク リ ッ ク してウ ィザードを終了し、 メ イン ・ ウ ィ

ンド ウに戻り ます。 新規のアプライアンスはこの時点で、 ユニッ ト  リ ス ト に表示さ

れているはずです。 

何らかの理由でアプライアンスの一部をローカル ・ データベースに追加できなかっ
た場合には、 「ディ スカバー ・ ウ ィザードはアプライアンスを全部は追加できません
でした」 のページが表示されます。 このページには、 選択したアプライアンス全部
とそれぞれのステータスが一覧されます。 ステータスには、 ローカル ・ データベー
スにアプライアンスが追加されたかど うか、 および追加されなかった場合の理由が
表示されます。 リ ス トの参照が終わったら、 終了をク リ ッ ク します。

同一の IP アドレスを持つアプライアンスがユニッ ト検出時にデータベースに既に存在し

ている場合、 検出されたスイ ッチは無視され、 次回のウ ィザード ・ ページには表示され
ません。

ディ スカバー ・ ウ ィザードは、 アプライアンスに接続されたターゲッ ト ・ デバイスを自
動的には検出しません。 ディ スカバー ・ ウ ィザードの実行後、 該当の AMP にアクセス

してデバイスカテゴ リーの再同期化ボタンをク リ ッ ク し、 アプライアンスに接続されて
いるターゲッ ト ・ デバイスを検索して ください。
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アプライアンスへのアクセス

アプライアンスボタンをク リ ッ クする と、 ローカル ・ データベースで現在定義されてい
るアプライアンスのリ ス トが開きます。 グループ選択ペインは、 アプライアンス ・ タ イ
プが 2 つ以上定義されている場合にのみ表示されます。 すべてのアプライアンスあるい

はフォルダをク リ ッ クする と、 特定のタイプのアプライアンスがすべて表示されます。

VCS セッ ショ ンでユニッ ト に初めてアクセスした場合には、 ユーザー名と パスワード を

求めるプロンプト が表示されます。 ユニッ ト へのアク セス後、 この VCS セッ ショ ン中に

同じユーザー名と パスワード でこれ以降行われるユニッ ト へのアクセスに対しては、 ユー
ザー名と パスワード の入力は不要と なり ます。 ソフト ウェアは最初のログイン時にアカウ
ント 情報をキャッ シュ保存し、 その後のユニッ ト 接続時には自動的に認証を行います。 

アカウン ト情報をク リ アするには、 Explorer を開き、 ツール > ログイン ・ アカウン ト情

報のク リ アを順に選択します。

アプライアンスにアクセスする と、 このアプライアンスの AMP が開きます。 詳細につ

いては、 「アプライアンス管理パネル」 の章 （ページ 63） を参照して ください。

アプライアンスへのログインは以下の手順で行います ：

1. Explorer でアプライアンスボタンをク リ ッ ク します。

図 3.3: Explorer でアプライアンスを選択した状態

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト リ ス ト内のアプライアンスをダブルク リ ッ ク します。

• アプライアンスを選択し、 アプライアンスの管理ボタンをク リ ッ ク します。

• アプライアンスを右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メニューが開きます。 ポッ
プアップ ・ メニューからアプライアンスの管理を選択します。

• ユニッ ト リ ス トからアプライアンスを選択し、 Enter キーを押します。 
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3. ユーザー名とパスワード用のボッ クスが表示されたら、 これらを入力します。
[ アプライアンスの初期化／再初期化後に初めてアクセスする場合のデフォルトの

ユーザー名は 「Admin」 （大文字と小文字の区別あ り） になっています。 パスワード

は設定されていません。 ]

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK をク リ ッ ク してアプライアンスにアクセスします。 これによ り このアプライ

アンスの AMP が開きます。 AMP に関する詳細については、 「アプライアンス管

理パネル」 の章 （ページ 63） を参照して ください。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 ログインせずに終了します。

ターゲッ ト ・ デバイスへのアクセス

デバイスボタンをク リ ッ ク し、 ターゲッ ト ・ デバイス （サーバー、 ルーター、 および
ローカル ・データベースで定義されている他の管理下の機器） の リ ス ト を開きます。 グ
ループ選択ペインは、 デバイス ・ タイプが 2 つ以上定義されている場合にのみ表示され

ます。 すべてのデバイスあるいはフォルダをク リ ッ クする と、 特定のタイプのターゲッ
ト ・ デバイスがすべて表示されます。

VCS セッシ ョ ンでユニッ トに初めてアクセスした場合には、 ユーザー名とパスワードを

求めるプロンプ トが表示されます。 ユニッ トへのアクセス後、 この VCS セッシ ョ ン中に

同じユーザー名とパスワードでこの後行われるユニッ トへのアクセスに対しては、 ユー
ザー名とパスワードの入力は不要とな り ます。 ソフ ト ウェアは最初のログイン時にアカ
ウン ト情報をキャ ッシュ保存し、その後のユニッ ト接続時には自動的に認証を行います。 

ログイン ・ アカウン ト情報をク リ アするには、 Explorer を開き、 ツール > ログイン ・ ア

カウン ト情報のク リ アを順に選択します。

デバイスを選択してビデオの接続ボタンをク リ ッ クする と、 ビデオ ・ ビューアーが起動
します。 このビデオ ・ ビューアーで、 デバイスのキーボード、 ビデオ、 マウスを完全に
制御するこ とができます。 特定のデバイスに対する URL が定義されている場合は、 参照

ボタンも利用可能とな り ます。 参照ボタンで設定された Web ブラウザ （該当する場合）

またはデフォルト ・ ブラウザが起動し、 デバイスの規定 URL が表示されます。

詳細については、 「プロパティのカスタマイズ」 （ページ 22） および 「オプシ ョ ンのカス

タマイズ」 （ページ 25） を参照して ください。

また、 サムネイル ・ ビューでデバイスのカスタム ・ リ ス ト をスキャンするこ と もできま
す。 これは一連のサムネイル ・ フレームの表示で、 各フレームはデバイス画像の縮小／
非インタラ クティブ版になっています。 詳細については、 「スキャン ・ モードでの操作」
（ページ 44） を参照して ください。
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ターゲッ ト ・ デバイスへのアクセスは以下の手順で行います ：

1. Explorer でデバイスボタンをク リ ッ ク します。 

図 3.4: Explorer でデバイスを選択した状態

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト リ ス ト内のターゲッ ト ・ デバイスをダブルク リ ッ ク します。 

• ターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 接続ボタンをク リ ッ ク します ： GCM4、
GCM2、 または RCM アプライアンスに接続されている場合はビデオの接続を、

URL が設定されている場合には参照をク リ ッ ク して ください。 アプライアンス ・

ボタンあるいは選択されたターゲッ ト ・ デバイスのボタンのみが表示されます。

• ターゲッ ト ・ デバイスを右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メニューから該当の
接続ボタンを選択します。 GCM4、 GCM2、 または RCM アプライアンスの場合

はビデオの接続を、 URL が指定されている場合には参照をク リ ッ ク して くださ

い。 選択されたターゲッ ト ・ デバイスでの該当の項目のみが表示されます。

• ユニッ ト リ ス トからターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 Enter キーを押します。

3. ブラウザを介してアクセスする場合には、 ユーザー名とパスワードのプロンプ トは
表示されません。

ビデオ ・ ビューアーを介してアクセスし、 VCS セッシ ョ ンでユニッ トに初めてアク

セスした場合には、 ユーザー名とパスワードを求めるプロンプ トが表示されます。

ユニッ トへのアクセス後、 この VCS セッシ ョ ン中に同じユーザー名とパスワードで

この後行われるユニッ トへのアクセスに対しては、 ユーザー名とパスワードの入力
は不要とな り ます。

このターゲッ ト ・ デバイスに設定したアクセス方法で新しいウ ィンド ウで開きます。
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ローカル ・データベース内でターゲッ ト ・ デバイスを検索する場合は以下の手順で行い
ます ：

1. デバイスボタンをク リ ッ ク し、 検索フ ィールドにカーソルを置きます。

2. 検索用のキーワードを入力します。 これには、 ターゲッ ト ・ デバイスの名称、
またはタイプやロケーシ ョ ンなどのプロパティが含まれます。

3. 検索ボタンをク リ ッ ク します。 結果はユニッ ト リ ス トに表示されます。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 検索の結果を参照します。

• 結果をク リ アするボタンをク リ ッ ク し、 リ ス ト全体をも う一度表示します。

ユニッ ト リ ス トに入力して自動検索する場合は以下の方法で行います ：

1. デバイスボタンをク リ ッ ク し、 ユニッ ト リ ス ト内の任意のアイテム上にカーソルを
置きます。

2. ターゲッ ト ・ デバイス名の最初の数文字を入力し始めます。 この文字で始まるター
ゲッ ト ・ デバイス名の位置まで反転表示が移動します。 別のターゲッ ト ・ デバイス
の検索のためにこの検索を リセッ ト したい場合は、 数秒間停止した後、 次のター
ゲッ ト ・ デバイス名の最初の数文字を入力します。

アクセス対象のターゲッ ト ・ デバイスを別のユーザーが参照している場合には、 この
ユーザーをプリエンプ ト してアクセス権を得るか、 あるいは共通セッシ ョ ンを リ クエス
トするこ とができます （KVM の共有は、 GCM4 および GCM2 アプライアンスの場合の

み利用可能です）。 詳細については、 「プ リエンプ ト操作」 （ページ 37） および 「デジタ

ル共有モードでの操作」 （ページ 41） を参照して ください。

プロパテ ィのカスタマイズ

Explorer のプロパティ ・ ウ ィ ンド ウには、 一般、 ネッ ト ワーク、 情報、 および選択され

たユニッ トがデバイスである場合には接続のタブがあ り ます。 これらのタブでは、 選択
されたユニッ トのプロパティの表示や変更などができます。

一般プロパティ の表示および変更 

一般プロパティでは、 ユニッ トの名称、 タイプ （ターゲッ ト ・ デバイスの場合のみ）、 ア
イコン、 サイ ト 、 部門、 ロケーシ ョ ンの指定ができます。 （サイ ト 、 部門、 ロケーシ ョ ン
のフ ィールド ・ ラベルのカスタマイズについては、 「カスタム ・ フ ィールド名」 （ペー
ジ 26） を参照して ください。）

一般プロパティ設定の表示 ・変更は、 以下の手順で行います ：

1. ユニッ ト リ ス ト でユニッ ト を選択します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューから表示 > プロパティ を順に選択します。
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• プロパティボタンをク リ ッ ク します。

• ユニッ ト を右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メニューからプロパティ を選択し
ます。

「一般プロパティ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

.
図 3.5: デバイスの 「一般プロパティ」 ウィ ン ドウ

3. 名前フ ィールドに 1 ～ 32 字内で固有名を入力します。 （この名前はソフ ト ウェア ・

データベース内でのみ使用されるローカルなものです。 該当のユニッ トに対して、
アプライアンス ・データベースでは別個の名前が使用されている場合があ り ます。）

4. タイプフ ィールドはアプライアンスの読み取り専用になっています。 ターゲッ ト ・
デバイスのタイプをプルダウン ・ メニューから選択するか、 またはテキス ト ・
フ ィールドにタイプ （1 ～ 32 文字以内） を入力します。

5. アイコンフ ィールドで、 プルダウン ・ メニューからアイコンを選択します。

6. サイ ト、 部門、 およびロケーシ ョ ンフ ィールドで、 プルダウン ・ メニューから該当
の項目を選択するか、 または該当するテキス ト ・ フ ィールドにサイ ト、 部門、 ロ
ケーシ ョ ンを入力 （1 ～ 32 文字以内） して指定します。

7. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 別のタブをク リ ッ ク して異なるプロパティの変更を行います。

• 完了したら、 OK をク リ ッ ク して新しい設定を保存します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 新しい設定内容を保存せずに終了します。
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ネッ ト ワーク・ プロパティ の表示および変更

アプライアンスのネッ ト ワーク ・ プロパティにはアプライアンスのアド レスが含まれ
ます。

ターゲッ ト ・ デバイスのネッ ト ワーク ・ プロパティには、 ターゲッ ト ・ デバイスへのブ
ラウザ接続を確立する際に使用する URL が含まれています。 このフ ィールドに何らかの

値が入力されている と、 参照ボタンが Explorer のタスク ・ バー内に表示されます。

ネッ ト ワーク ・ プロパティ設定の表示 ・ 変更は、 以下の手順で行います ：

1. ユニッ ト リ ス ト でユニッ ト を選択します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューから表示 > プロパティ を順に選択します。

• プロパティボタンをク リ ッ ク します。 

• ユニッ ト を右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メニューからプロパティ を選択し
ます。 

「プロパティ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

3. ネッ ト ワーク タブをク リ ッ ク します。

4. アドレス ・ フ ィールド （アプライアンスの場合のみ） に、 アプライアンスのアドレ
スを IP ド ッ ト表記法もし くは 1 ～ 128 文字以内のホス ト名と して入力します。 アド

レス欄を空欄にした り、 ループバッ ク ・ アド レスやゼロのみで構成される値を使用
するこ とはできません。 既存のアドレス と重複するアドレスは使用できません。

5. ブラウザの URL フ ィールド （デバイスの場合のみ） に、 ブラウザ接続確立用の

URL （1 ～ 256 以内） を入力します。

6. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 別のタブをク リ ッ ク して異なるプロパティの変更を行います。

• 完了したら、 OK をク リ ッ ク して新しい設定を保存します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 新しい設定内容を保存せずに終了します。

情報プロパティ の表示および変更

情報プロパティには、 説明、 連絡先電話番号、 コ メン トが含まれています。 必要な情報
はすべてこれらのフ ィールドを使用して保存して ください。

情報プロパティ設定の表示 ・変更は、 以下の手順で行います ：

1. ユニッ ト リ ス ト でユニッ ト を選択します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューから表示 > プロパティ を順に選択します。

• プロパティボタンをク リ ッ ク します。

• ユニッ ト を右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メニューからプロパティ を選択し
ます。
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「プロパティ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

3. 情報タブをク リ ッ ク します。 下記のフ ィールドには任意の情報を保存できます。

a. 説明フ ィールド、 0 ～ 128 文字以内。

b. 連絡先フ ィールド、 0 ～ 128 文字以内。

c. 連絡先電話番号フ ィールド、 0 ～ 64 文字以内。

d. コ メン ト フ ィールド、 0 ～ 256 文字以内。 

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 別のタブをク リ ッ ク して異なるプロパティの変更を行います。

• 完了したら、 OK をク リ ッ ク して新しい設定を保存します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 新しい設定内容を保存せずに終了します。

接続プロパティ の表示

接続プロパティはターゲッ ト ・ デバイスのみで利用可能、 かつ読み取り専用となってい
ます。 こ こには、 このターゲッ ト ・ デバイスへアクセスするための物理的な接続パスお
よび接続タイプ （ビデオなど） が表示されます。

接続プロパティ設定の表示 ・変更は、 以下の手順で行います ：

1. ユニッ ト リ ス ト でターゲッ ト ・ デバイスを選択します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューから表示 > プロパティ を順に選択します。

• プロパティボタンをク リ ッ ク します。

• ユニッ ト を右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メニューからプロパティ を選択し
ます。

「プロパティ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

3. 接続タブをク リ ッ ク します。

オプシ ョ ンのカスタマイズ 

Explorer の一般オプシ ョ ンは 「オプシ ョ ン」 ウ ィ ンド ウで設定します。 一般オプシ ョ ン

には、 カスタム ・ フ ィールド名、 起動時の表示形態の指定、 ブラウザ ・ アプ リ ケーシ ョ
ン、 DirectDraw サポートが含まれます。

一般オプショ ンの表示および変更

Explorer でのオプシ ョ ンは、 カスタム名フ ィールド、 デフォルト表示形態、 デフォルト ・

ブラウザを含めてカスタマイズできます。



26        Virtual Console Software インス ト レーシ ョ ン／ユーザーガイ ド
カスタム ・ フ ィールド名

カスタム ・ フ ィールド ・ ラベルの領域では、 グループ選択ペインおよびユニッ ト選択ペ
イン内に表示されるサイ ト、 部門、 ロケーシ ョ ンのヘディングを変更できます。 ユニッ
トの分類はユーザーにとって意味のある形態で行う こ とができます。 部門フ ィールドは、
サイ トのサブセッ トです。

カスタム ・ フ ィールド名の変更は以下の手順で行います ：

1. Explorer メニューからツール > オプシ ョ ンを順に選択します。 「一般オプシ ョ ン」

ウ ィ ンド ウが開きます。

図 3.6: 一般オプシ ョ ン ・ ウィ ン ドウ

2. カスタム ・ フ ィールド ・ ラベルのエリ アで、 変更したいフ ィールド ・ ラベルを選択
し、 変更ボタンをク リ ッ ク します。 「カスタム ・ フ ィールド ・ ラベルの変更」 ウ ィン
ド ウが開きます。 部門フ ィールドは、 名前が変更されたと してもサイ ト フ ィールド
のサブセッ トであるこ とに留意して ください。 新規フ ィールド ・ ラベルを 1 ～ 32 文

字以内で単数／複数形で入力します。 スペースは、 文字列の先頭／末尾でなければ
使用できます。 フ ィールド ・ ラベルは空欄にはできません。

3. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 完了したら、 OK をク リ ッ ク して新しい設定を保存します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 新しい設定内容を保存せずに終了します。



 章 3 ： VCS Explorer        27
スタートアップ時の指定表示形態

「スタート アップ時の指定表示」 オプシ ョ ンは、 ソフ ト ウェア起動時の表示形態 （アプラ
イアンス、 デバイス、 サイ ト 、 またはフォルダ） を指定するものです。 これは、 ユー
ザー指定にするこ と も、 Explorer で自動的に選択させるこ と も可能です。 Explorer に選択

させる場合、 デバイス別の表示は、 ターゲッ ト ・ デバイスを複数定義している場合のみ
可能とな り ます。 そ うでない場合にはアプライアンス別表示にな り ます。

「スタート アップ時の指定表示」 の表示 ・ 変更は、 以下の手順で行います ：

1. Explorer メニューからツール > オプシ ョ ンを順に選択します。 「一般オプシ ョ ン」

ウ ィ ンド ウが開きます。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• スタート アップ時に Explorer が表示形態を選択するよ う設定したい場合は、

デフォルトチェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

• 「スタート アップ時の表示」 を指定したい場合は、 デフォルトチェッ ク ・ ボッ ク
スの選択を解除し、 プルダウン ・ メニューからアプライアンス、 デバイス、 サイ
ト 、 またはフォルダを選択します。

3. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 完了したら、 OK をク リ ッ ク して新しい設定を保存します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 新しい設定内容を保存せずに終了します。

デフォルト ・ ブラウザ

ブラウザ ・ オプシ ョ ンでは、 URL が指定されているターゲッ ト ・ デバイスの参照ボタン

をク リ ッ ク したと き、 または VCS オンライン ・ ヘルプにアクセスしたと きに起動するブ

ラウザを指定します。 現在のコンピューターでのデフォルト ・ ブラウザをオンにするか、
または利用可能な他のブラウザから選んでください。

デフォルト ・ ブラウザの表示 ・変更は、 以下の手順で行います ：

1. Explorer メニューからツール > オプシ ョ ンを順に選択します。 「一般オプシ ョ ン」

ウ ィ ンド ウが開きます。

2. 下記のいずれかの手順に従ってく ださ い：

• ブラウザフ ィールドで、 デフォルトのブラウザを起動するチェッ ク ・ ボッ クスを
選択してデフォルトのブラウザを指定します。

• デフォルトのブラウザを起動するチェ ッ ク ・ ボッ クスの選択を解除します。 参照
ボタンをク リ ッ ク し、 このコンピューターで使用できるブラウザを選択します。
また、 使用可能なブラウザのフル ・ パスを入力するこ と もできます。

3. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 完了したら、 OK をク リ ッ ク して新しい設定を保存します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 新しい設定内容を保存せずに終了します。
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DirectDraw サポート （Windows のみ）

DirectDraw オプショ ンは、 Windows 稼動コンピューターでのビデオ・ ビューアーの作動

に影響します。 本ソフト ウェアは DirectDraw 規格をサポート しています。 DirectDraw で

は、 ビデオ・ ディ スプレイ ・ メ モリ ー、 ハード ウェア・ ブリ ッ ティ ング、 ハード ウェア・
オーバーレイ、 ページ・ フリ ッ ピングが、 グラフィ カル・ デバイス・ インターフェイス
（GDI） を使用せずに直接操作できるよ う になり ます。 これによって動画がさ らにスムー

ズになり 、 また画像ディ スプレイの多いソフト ウェアでより 高い性能が得られます。

ただし、 使用機器でソフ ト ウェアのカーソルやポインターのシャ ドー機能を有効にして
いる場合や、 ビデオ ・ ド ラ イバーが DirectDraw をサポート していない場合には、 ビデ

オ ・ ビューアーのタイ トルバー上にマウス ・ カーソルを合わせた時にフ リ ッカー （点滅）
現象が起きるこ とがあ り ます。 ソフ ト ウェア ・ カーソルまたはポインター ・ シャ ド ウを
無効にするか、 またはビデオ ・ カードの新しいド ラ イバーを読み込んでください。 また、
DirectDraw を無効にするこ と もできます。

DirectDraw サポートの表示 ・変更は、 以下の手順で行います ：

1. Explorer メニューからツール > オプシ ョ ンを順に選択します。 「一般オプシ ョ ン」

ウ ィ ンド ウが開きます。

2. DirectDraw フ ィールドで、 DirectDraw チェッ ク ・ ボッ クスを選択または選択解除し

ます。

3. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 完了したら、 OK をク リ ッ ク して新しい設定を保存します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 新しい設定内容を保存せずに終了します。

フォルダの管理

フォルダを使用するこ とで、 ユニッ ト をカスタマイズ／整理できます。 例えば、 重要な
ターゲッ ト ・ デバイスやリモート ・ ターゲッ ト ・ デバイス用にフォルダを作成できます。
フォルダ ・ リ ス ト を参照するには、 Explorer のフォルダボタンをク リ ッ ク します。 フォ

ルダは希望に合った方法で名前を付け、 構成するこ とができます。
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フォルダは以下の手順で作成します。

1. フォルダボタンを選択します。

図 3.7: Explorer でフォルダを選択した状態

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• フォルダノードの ト ップ ・ レベルでク リ ッ ク し、 ファ イル > 新規 > フォルダを

順に選択します。 

• ネス ト化されたフォルダを作成するには、 既存のフォルダ上をク リ ッ ク し、
Explorer メニューでファイル > 新規 > フォルダを順に選択してください。 「新規

カスタム ・ フォルダ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

3. 1 ～ 32 文字以内でフォルダ名を入力します。 フォルダ名の場合大文字と小文字の区

別はあ り ません。 スペースは、 文字列の先頭／末尾でなければ使用できます。 重複す
るフォルダ名は、 同一レベルでは使用できませんが異なるレベルであれば可能です。

4. OK をク リ ッ ク します。 新しいフォルダがグループ選択ペインに表示されます。

フォルダにユニッ ト を割り当てるには、 「ユニッ トの割当」 （ページ 29） を参照して くだ

さい。 フォルダ名の変更またはフォルダの削除については、 「名前の変更」 （ページ 32）
および 「削除」 （ページ 31） をそれぞれ参照してください。

ユニッ トの割当

新規のサイ ト、 ロケーシ ョ ン、 またはフォルダを作成したら、 その組織にユニッ ト を割
り当てるこ とができます。 割当メニューは、 ユニッ ト ・ リ ス ト でユニッ トが一つだけ選
択されている場合にのみ表示されます （カスタム指定のターゲッ トは一般プロパティ ・
ウ ィ ンド ウで定義します）。

ユニッ ト をサイ ト、 ロケーシ ョ ン、 フォルダに割り当てる方法には、 ユニッ ト ・ プロパ
ティ ・ ウ ィ ンド ウの編集、 割当機能の使用、 またはド ラ ッグ & ド ロ ップの 3 種類があ り

ます。
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プロパティ ・ ウ ィ ンド ウでサイ ト、 ロケーシ ョ ン、 またはフォルダにユニッ ト を割り当
てるには以下の手順に従ってください ：

1. ユニッ ト ・ リ ス ト からユニッ ト を選択します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューから表示 > プロパティ を順に選択します。

• プロパティボタンをク リ ッ ク します。 「プロパティ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

3. 一般タブをク リ ッ ク します。 ユニッ ト割当先のサイ ト、 部門、 またはロケーシ ョ ン
を選びます。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK をク リ ッ ク してこの割当を保存します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 割当を保存せずに終了します。

割当機能でサイ ト、 ロケーシ ョ ン、 またはフォルダにユニッ ト を割り当てるには以下の
手順に従ってください ：

1. ユニッ ト ・ リ ス ト からユニッ ト を選択します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューから編集 > 割当先を順に選択します。

• 割当先ボタンをク リ ッ ク します。

• ユニッ ト を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ ・ メニューから割当先を選択します。 

「割当先」 ウ ィンド ウが開きます。

3. カテゴ リー ・ プルダウン ・ メニューから、 サイ ト 、 ロケーシ ョ ン、 またはフォルダ
を選択します。

4. ターゲッ ト ・ リ ス トから指定したい割当を選択します。 サイ ト、 ロケーシ ョ ン  また

はフォルダがローカル ・データベースで定義されていない場合、 ターゲッ ト ・ リ ス
トは空欄のままです。

5. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK をク リ ッ ク してこの割当を保存します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 割当を保存せずに終了します。

ド ラ ッグ & ド ロ ップでサイ ト、 ロケーシ ョ ン、 またはフォルダにユニッ ト を割り当てる

には以下の手順に従ってください ：

1. ド ラ ッグ & ド ロ ップするには、 ユニッ ト ・ リ ス ト内のユニッ ト をク リ ッ ク し、 マウ

スをそのまま保持します。 

2. このユニッ ト を、 グループ選択ペインのツ リー表示内のフォルダ ・ アイコン
（ノード） にド ラ ッグします。 マウス ・ ボタンを離します。 

3. こ こでこのノードをク リ ッ クする と、 このアイテムがユニッ ト ・ リ ス ト に表示され
ます。
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ユニッ トは、 すべての部門、 すべてのユニッ ト、 またはサイ トのルート ・ ノードには移
動できません。 ユニッ トは一度に一つずつしか移動できません。

削除

削除機能は、 グループペインおよびユニッ ト選択ペインで現在何が選択されているかに
よって作動が異なり ます。 ユニッ ト ・ リ ス ト からユニッ ト を選択して削除する と、 ユ
ニッ トはローカル ・ データベースから削除されます。 グループ選択ペインのツ リー表示
でアイテムを選択して削除する と、 サーバーのタイプ、 サイ ト、 部門、 またはフォルダ
が削除されます。 ただし これらのいずれの操作を行っても、 ユニッ トはローカル ・デー
タベースからは削除されません。 

ユニッ トの削除は以下の手順で行います。

1. ユニッ ト ・ リ ス ト から削除したいユニッ ト （1 つまたはそれ以上） を選択します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューから編集 > 削除を順に選択します。

• ユニッ ト を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ ・ メニューから削除を選択します。

• キーボードの Delete キーを押します。 

3. 削除するユニッ ト数の確認を求めるウ ィ ンド ウが表示されます。 アプライアンスを
削除しよ う と している場合は、 ウ ィンド ウに関連デバイスを削除するチェッ ク ・
ボッ クスが含まれています。 必要に応じてチェッ ク ・ ボッ クスを選択／選択解除し
ます。 関連のターゲッ ト ・ デバイスを削除しない場合、 これらのデバイスはター
ゲッ ト ・ デバイス ・ リ ス トには表示されますが、 URL が指定されていないとアクセ

スできません。 URL が指定されている場合にはブラウザからアクセスします。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• はいをク リ ッ ク して削除を確認します。 設定によってはこれ以外にも メ ッセージ
が表示されるこ とあ り ます。 必要に応じて対処して ください。 ユニッ トが削除さ
れます。

• いいえをク リ ッ ク して削除をキャンセルします。

ターゲッ ト ・ デバイスのタイプ、 サイ ト 、 部門、 またはフォルダの削除は以下の手順で
行います ：

1. グループ選択ペインから削除したいターゲッ ト ・ デバイスのタイプ、 サイ ト 、 部門
またはフォルダを選択します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューから  編集 > 削除を順に選択します。

• キーボードの Delete キーを押します。

3. この削除によ り影響されるユニッ ト数の確認を求めるウ ィンド ウが表示されます。
下記のいずれかの手順に従ってください ：
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• はいをク リ ッ ク して削除を確認します。 設定によってはこれ以外にも メ ッセージ
が表示されるこ とあ り ます。 必要に応じて対処して ください。 その要素が削除さ
れます。

• いいえをク リ ッ ク して削除をキャンセルします。

名前の変更

名前の変更機能は、 現在何が選択されているかによって作動が異なり ます。 ユニッ ト ・
リ ス トからアプライアンスまたはターゲッ ト ・ デバイスを選んで変更できます。 グルー
プ選択ペインのツ リー表示からユニッ トのタイプ、 サイ ト 、 部門、 フォルダの名前を選
択して変更するこ と もできます。

ユニッ トのタイプ、 サイ ト 、 部門、 またはフォルダの名前を変更するには以下の手順で
行います ：

1. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト ・ リ ス ト からユニッ ト を選択します。

• グループ選択ペインで、 名前を変更したいユニッ トのタイプ、 サイ ト 、 部門、 ま
たはフォルダをク リ ッ ク します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Explorer メニューから編集 > 名前の変更を順に選択します。

• ユニッ ト ・ リ ス ト のタイプ、 サイ ト 、 部門、 またはフォルダを右ク リ ッ ク し、
ポップアップ ・ メニューから名前の変更を選択します。 「名前の変更」 ウ ィンド
ウが開きます。

3. 1 ～ 32 文字以内で名前を入力します。 スペースは、 文字列の先頭／末尾でなければ

使用できます。 （この名前はソフ ト ウェア ・ データベース内でのみ使用されるローカ
ルなものです。 該当のユニッ トに対して、 アプライアンス ・ データベースでは別個
の名前が使用されている場合があ り ます。）

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK をク リ ッ ク して新しい名前を保存します。

• キャンセルをク リ ッ ク して変更を保存せずに終了します。

ユニッ トのタイプ、 サイ ト 、 部門、 またはフォルダに関しては、 重複名 （大文字と小文
字の組み合わせだけが違う同一名も含めて） は使用できません。 ただし、 次の 2 つの例

外があ り ます ：同一の部門名は異なるサイ ト間であれば使用可能であ り、 また同一フォ
ルダ名は異なるレベルの間であれば使用可能です。
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ソフ トウェア ・ データベースの管理

このソ フト ウェアを実行している各コンピューターには、 使用ユニッ ト に関して入力さ
れた情報を記録するローカル・ データベースが含まれています。 複数のコンピューター
が存在する場合、 まず一台を設定してから このデータベースのコピーを保存して他のコ
ンピューターに読み取らせると 、 各コンピューターで再設定を行う 手間を省く こ と がで
きます。 また、 このデータベースはエク スポート して別のアプリ ケーショ ンで使用する
こ と も できます。

データベースの保存および読み込み

ローカル ・データベースのコピーは、 保存しておいて後にオリジナルのコンピューター
に再び読み込んだり、 このソフ ト ウェアを稼動している他のコンピューターに読み込ん
だり した りするこ とができます。 保存されたデータベースは、 単一の Zip ファ イルに圧

縮収納されます。 

データベースの保存／読み込み中は、 このデータベースの使用や変更はできません。
ターゲッ ト ・ デバイス ・ セッシ ョ ン ・ ウ ィ ンド ウおよび AMP ウ ィンド ウを含む他のす

べてのウ ィンド ウを閉じなければなり ません。 他のウ ィンド ウが開いている場合、 メ ッ
セージが表示され、 処理を継続するために開いているウ ィンド ウをすべて閉じるか、 ま
たはデータベースの読み込み処理をキャンセルするかの選択を求められます。 

データベースの保存は以下の手順で行います。

1. Explorer メニューからファ イル > データベース > 保存を順に選択します。

「データベースの保存」 ウ ィンド ウが開きます。 

2. ファ イル名を入力し、 ファ イルの保存先を指定します。

3. 保存をク リ ッ ク します。 保存中は進行状態を示すバーが表示されます。 完了する と、
保存が正し く実行されてメ イン ・ ウ ィ ンド ウに戻るこ とを告げる メ ッセージが表示
されます。

データベースの読み込みは以下の手順で行います。

1. Explorer メニューからファ イル > データベース > 読み込みを順に選択します。

「データベースの読み込み」 ウ ィンド ウが開きます。 

2. 読み込むデータベースを参照し、 選択します。 

3. 読み込みをク リ ッ ク します。 読み込み中は進行状態を示すバーが表示されます。 完
了する と、 読み込みが正し く実行されてメ イン ・ ウ ィ ンド ウに戻るこ とを告げる
メ ッセージが表示されます。
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データベースのエクスポート

この機能を使う と、 ローカル ・データベースの各フ ィールドを、 カンマ区切り形式
（CSV） フ ァ イル、 あるいはタブ区切り形式 （TSV） ファ イルにエクスポートするこ とが

できます。 エクスポート されるデータベース ・ フ ィールドは下記のとおりです ：

アプライアンス ・ フラグ タイプ 名前
アドレス カスタム ・ フ ィールド 1 カスタム ・ フ ィールド 2
カスタム ・ フ ィールド 3 説明 連絡者名

連絡先電話番号 コ メン ト ブラウザ URL

エクスポート されたファ イルの第一行目にはフ ィールド ・ データのコラム名が含まれま
す。 後続の各行にはユニッ トのフ ィールド ・ データが含まれます。 ファ イルには、 ロー
カル ・ データベースで定義されている各ユニッ トに関する行が含まれます。

データベースのエクスポートは以下の手順で行います。

1. Explorer メ ニューからファ イル > データベース > エクスポート を順に選択します。

「 データベースのエクスポート 」 ウィ ンド ウが開きます。

2. ファ イル名を入力し、 エクスポートするファ イルの保存先を参照します。

3. エクスポート をク リ ッ ク します。 エクスポート中は進行状態を示すバーが表示され
ます。 完了する と、 エクスポートが正し く実行されてメ イン ・ ウ ィ ンド ウに戻るこ
とを告げる メ ッセージが表示されます。
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4
 ビデオ ・ ビューアー
ビデオ ・ ビューアーについて

ビデオ ・ ビューアーでターゲッ ト ・ デバイスに接続する と、 このデバイスのデスク ト ッ
プが別のビデオ ・ ビューアー ・ ウ ィンド ウでも参照できるよ うにな り ます。 この場合、
ローカル ・ カーソルと ターゲッ ト ・ デバイス ・ カーソルの両方が表示されます。

このウ ィンド ウから、 このターゲッ ト ・ デバイスの通常機能全般に、 まるでその前に
座っているかのよ うにアクセスするこ とができます。 また、 マク ロ ・ コマンドをター
ゲッ ト ・ デバイスに送信するなどの、 ビューアー特定のタスク も実行できます。

ターゲッ ト ・ デバイスのビデオ ・ ビューアーは、 GCM4、 GCM2、 または RCM アプライ

アンスで起動できます。

アクセス対象のターゲッ ト ・ デバイスを別のユーザーが参照している場合には、 アクセ
ス権に準じていくつかの対処方法があ り ます。 管理者のアクセス権がある場合、 この
セッシ ョ ンの共有、 プリエンプ ト、 またはステルス ・ モードでのモニターが可能です。
アクセス権とセッシ ョ ン ・ タイプの詳細については、 「ビデオ ・ セッシ ョ ン ・ タ イプ」
（ページ 36） および 「ローカル ・ ユーザー ・ アカウン トの管理」 （ページ 81） を参照して

ください。 

図 4.1: 「ビデオ ・ ビューアー」 ウィ ン ドウ
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B
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ビデオ ・ ビューアーへのアクセスは以下の手順で行います ：

1. Explorer でデバイスボタンをク リ ッ ク します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト ・ リ ス ト内のターゲッ ト ・ デバイスをダブルク リ ッ ク します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 ビデオの接続ボタンをク リ ッ ク します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メニューからビデオ
の接続を選択します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 Enter キーを押します。

このターゲッ ト ・ デバイスを参照している他のユーザーがいなければ、 新しいウ ィンド
ウでビデオ ・ ビューアーが開きます。 他のユーザーがこのターゲッ ト ・ デバイスにアク
セスしている場合には、 セッシ ョ ンのプリエンプ ト 、 共有、 またはステルス ・ モードで
のモニターを行う こ とができます （アクセス権によ り異な り ます）。

VCS セッシ ョ ンでユニッ トに初めてアクセスした場合には、 ユーザー名とパスワードを

求めるプロンプ トが表示されます。 

重要事項 ： キャ ッシュ保存されているアカウン ト情報をク リ アしない限り、 この VCS
セッシ ョ ン中、 この後のアクセスに対してのユーザー名とパスワードの入力は不要です。

ビデオ ・ ビューアー ・ セッシ ョ ンを終了するには以下の手順で行います ：

• ビデオ ・ ビューアー ・ メニューからファ イル > 終了を順に選択します。

• X をク リ ッ ク し、 ビデオ ・ ビューアー ・ セッシ ョ ンを閉じます。

ビデオ ・ セッシ ョ ン ・ タイプ

GCM2 および GCM4 アプライアンスでビデオ ・ ビューアーを使用している場合は、 操作

したいセッシ ョ ンのタイプを選択できます。 管理者および特定のアクセス権を有する
ユーザーは、 通常の KVM セッシ ョ ンの操作に加えて、 エクスクルーシブ ・ モードでの

セッシ ョ ン操作、 一人以上のユーザーとのセッシ ョ ン共有、 ステルス ・ モードでのセッ
シ ョ ンのモニター、 または複数デバイスのスキャンを行う こ とができます。 現在のセッ
シ ョ ン ・ タ イプはビデオ ・ ビューアー ・ ツールバー右側のアイコンで示されます。 ビデ
オ ・ セッシ ョ ン ・ タ イプの概要は下記のとおりです。

表 4.1: ビデオ ・ セッシ ョ ン ・ タイプ

セッシ ョ ン ・ タイプ アイコン 説明

アクテ ィブ （通常）

非エクスクルーシブ （占有） の通常 KVM セッシ ョ ンを実行中ですが、 現在は他

のユーザーと共有していません。 アクテ ィブ ・ セッシ ョ ンを表すアイコンが表示

されます。
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プリエンプ ト操作

相当のアク セス権を有するユーザーは、 プリ エンプト 操作により 、 アクセス権が下位また
は同等のユーザーからターゲッ ト ・ デバイスに対する制御権を獲得するこ と ができます。

ターゲッ ト ・ デバイスが RCM アプライアンスに接続されている場合を除き、 プ リエン

プ トする接続を共有しているユーザー全員が接続解除の警告を受けます。 プライマ リ ・
ユーザーが相当するアクセス権を持っている場合は、 このユーザーはプリエンプ ト を拒
否するこ とができます。 

プリエンプ トでのシナリオ、 およびプ リエンプ ト ・ リ クエス ト拒否に関する概要は表 4.2
のとおりです。

ロック状態 （通常）

アプライアンスは、 KVM セッシ ョ ンとバーチャル ・ メディア （VM） セッシ ョ ン

を一緒にロックするよう管理者により設定されています。 現在は通常 KVM セッ

シ ョ ンを中で、 さらに VM セッシ ョ ンを開始しました。 この KVM セッシ ョ ンの

共有やプリエンプ トはできません。 またアクテ ィブビテ ィなしによるタイムアウ

トの対象にはなりません。 管理者により終了されることはあります。 詳細につい

ては、 「バーチャル ・ メディアの操作」 （ページ 57） を参照して く ださい。

エクスクルーシブ

ターゲッ ト ・ デバイスに対する占有制御権があることを表します。 この KVM
セッシ ョ ン中にターゲッ ト ・ デバイスへの接続を共有することはできませんが、

管理者によるプリエンプ トまたはステルス ・ モードでのモニターは可能です。 

アクテ ィブ ・ シェアリン

グ ： （プライマリ）

該当のターゲッ ト ・ デバイスへの第 1 接続者であり、 他のユーザーに対する

KVM セッシ ョ ンの共有を許可したことを表します。

アクテ ィブ ・ シェアリン

グ ： （セカンダリ）

この KVM セッシ ョ ンをプライマリ ・ ユーザーまたは他のセカンダリ ・ ユーザー

と共有している間、 ターゲッ ト ・ デバイスの表示やターゲッ ト ・ デバイスとの相

互交信ができます。

パッシブ ・ シェアリング
ターゲッ ト ・ デバイスの画像出力を参照することはできますが、 ターゲッ ト ・ デ

バイスのキーボード／マウスの制御はできません。

ステルス

プライマリ ・ ユーザーの許可なしにターゲッ ト ・ デバイスの画像出力を参照する

ことができます （モニターしていることは、 プライマリ ・ ユーザーにはわかりま

せん）。 ターゲッ ト ・ デバイスのキーボード／マウスの制御はできません。 この

セッシ ョ ン ・ タイプを実行できるのは管理者のみです。

スキャン

最大 16 台までのターゲッ ト ・ デバイスをサムネイル ・ ビューで参照できます。

スキャン ・ モード中、 ステータス ・ インジケーター ・ アイコンの表示はありま

せん。

表 4.1: ビデオ ・ セッシ ョ ン ・ タイプ （続き）

セッシ ョ ン ・ タイプ アイコン 説明
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管理者によるユーザーのプリ エンプト

ユーザーによ りアクセスされているターゲッ ト ・ デバイスに管理者がアクセスを望む場
合、 アクセス中のユーザーには、 一定期間後にプリエンプ ト される旨のメ ッセージが送
られます。 このユーザーはプリエンプ ト を拒否するこ とはできず、 接続は解除されます。
ターゲッ ト ・ デバイスが RCM アプライアンスに接続されている場合、 このユーザーは

警告を受けません。 接続解除までの時間は、 グローバル - セッシ ョ ンカテゴ リーの 「ビ

デオ ・ セッシ ョ ンのプリエンプシ ョ ン ・ タイムアウ ト 」 設定で定義します。 詳細につい
ては、 「グローバル ・ ネッ ト ワークの設定項目」 （ページ 64） および 「グローバル ・ セッ

シ ョ ンの設定項目」 （ページ 66） を参照して ください。

管理者によるローカル・ ユーザー／管理者のプリ エンプト

ローカル ・ ユーザーあるいはアクセス権が同等の他の管理者によ りアクセスされている
ターゲッ ト ・ デバイスに管理者がアクセスしたい場合、 現在アクセス中のユーザーはプ
リエンプ ト ・ リ クエス ト を承認または拒否できます。 現在接続中のローカル ・ ユーザー
または管理者に対し、 プ リエンプ ト ・ リ クエス ト を承認するかど うかを問う メ ッセージ
が表示されます。 ターゲッ ト ・ デバイスが RCM アプライアンスに接続されている場合

には、 ユーザーはプリエンプ ト を承認するかど うかの選択はできません。 プ リエンプ
ト ・ リ クエス トが拒否された場合は、 拒否された旨、 およびターゲッ ト ・ デバイスには
アクセスできないこ とを告げる メ ッセージが管理者に表示されます。

プリ エンプト ・ リ ク エスト が拒否され得る状況では、「 セッ ショ ン・ プリ エンプト ・ リ ク
エスト 」 ウィ ンド ウが開きます。 プリ エンプト ・ リ ク エスト を承認するには承認ボタンを
押します、 拒否する場合は、 拒否ボタンを押すか、 またはウィ ンド ウを閉じてく ださい。

表 4.2: プリエンプ トにおけるシナリオ

現行ユーザー プリエンプ ト操作者 プリエンプ ト ・ リ クエス ト拒否の可／不可

ユーザー ローカル ・ ユーザー 不可

ユーザー ユーザー管理者 不可

ユーザー アプライアンス管理者 不可

アプライアンス管理者 ローカル ・ ユーザー 可

アプライアンス管理者 アプライアンス管理者 可

ユーザー管理者 ローカル ・ ユーザー 不可

ユーザー管理者 ユーザー管理者 可

ユーザー管理者 アプライアンス管理者 不可

ローカル ・ ユーザー ユーザー管理者 可

ローカル ・ ユーザー アプライアンス管理者 可
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現行のユーザーをプリエンプ トする場合は以下の手順で行います ：

1. Explorer でデバイスボタンをク リ ッ ク します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト ・ リ ス ト内のターゲッ ト ・ デバイスをダブルク リ ッ ク します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 ビデオの接続ボタンをク リ ッ ク します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メニューからビデオ
の接続を選択します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 Enter キーを押します。 

3. 他のユーザーがこのターゲッ ト ・ デバイスにアクセス中である場合、 このターゲッ
ト ・ デバイスが既に KVM セッシ ョ ン中である旨のメ ッセージが表示されます。

このアプライアンスで接続共有がオンになっている場合は、 セッシ ョ ンを共有するか
ど うかを選択できます。 接続共有についての詳細は、 「デジタル共有モードでの操作」
（ページ 41） を参照してください。 アクセス権 （プライマ リ ・ ユーザーのアクセス権

に対して優位な） を有する場合は、 現行セッシ ョ ンを共有またはプリエンプ トするよ
う促すメ ッセージが表示されます。 選べる場合は、 プリエンプ ト を選択します。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK またははいをク リ ッ ク します。 プライマ リ ・ ユーザーにプリエンプ ト通知が

送られます。 アクセス権がプライマ リ ・ ユーザーよ り下位の場合、 プライマ リ ・
ユーザーはプリエンプ ト ・ リ クエス ト を拒否できるこ とがあ り ます。

• いいえをク リ ッ クする と、 プライマ リ ・ ユーザーの接続は維持されます。

5. プリエンプ ト操作が完了する と、 ターゲッ ト ・ デバイス ・ セッシ ョ ンのビデオ ・
ビューアーが開きます。

アクセス ・ レベルに関する詳細については、 「ローカル ・ ユーザー ・ アカウン トの管理」
（ページ 81） を参照して ください。

ブロードキャス ト ・ モード中のローカル ・ ユーザーをプ リエンプ トするこ とはできませ
ん。 詳細については、 GCM4、 GCM2、 または RCM アプライアンスの 「インス ト レー

シ ョ ン／ユーザーガイ ド」 を参照して ください。

エクスクルーシブ ・ モードでの操作

エクスクルーシブ ・ モードでビデオ ・ セッシ ョ ンを実行している場合、 他のユーザーか
らの共有リ クエス トは受信できません。 ただし管理者の場合には、 セッシ ョ ンをプ リエ
ンプ ト （終了） するかステルス ・ モードでモニターするかを選択するこ とができます。

RCM アプライアンス上でターゲッ ト ・ デバイスにアクセスしている場合は、 エクスク

ルーシブ ・ モードには入れません。
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アプライアンスでエクスクルーシブの KVM セッシ ョ ンを有効にするには、 以下の手順

で行います ：

1. Explorer でアプライアンスボタンをク リ ッ ク します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト ・ リ ス ト内の GCM2 または GCM4 アプライアンスをダブルク リ ッ ク し

ます。

• ユニッ ト ・ リ ス ト から GCM2 または GCM4 アプライアンスを選択し、 アプライ

アンスの管理ボタンをク リ ッ ク します。

• ユニッ ト ・ リ ス ト内の GCM2 または GCM4 アプライアンスを右ク リ ッ ク しま

す。 ポップアップ ・ メニューからアプライアンスの管理を選択します。

• ユニッ ト ・ リ ス ト から GCM2 または GCM4 アプライアンスを選択し、

Enter キーを押します。

3. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

4. グローバル － セッシ ョ ンのサブカテゴ リーを選択します。

5. 接続の共有領域内の 「共有のモード有効化」 チェッ ク ・ ボッ クスを選択します。

6. 接続の共有領域内のエクスクルーシブ接続を選択します。 

エクスクルーシブ ・ モードでのビデオ ・ ビューアーにアクセスできるのは、 共有接続の
プライマ リ ・ ユーザー、 もし くは非共有セッシ ョ ンでの唯一のユーザーのみです。 エク
スクルーシブ ・ モード中のビデオ ・ ビューアーへのアクセスは以下の手順で行います ：

1. ターゲッ ト ・ デバイスに対する KVM セッシ ョ ンを開始します。

2. ビデオ ・ ビューアー ・ ツールバーからツール > エクスクルーシブ ・ モードを順に選

択します。

3. KVM セッシ ョ ンが現在共有中である場合、 このセッシ ョ ンをエクスクルーシブに指

定できるのはプライマ リ ・ ユーザーのみです。 プライマ リ ・ ユーザーは、 エクスク
ルーシブ ・ セッシ ョ ンのコマンドが実行される とセカンダ リ ・ ユーザーのセッシ ョ
ンは終了される旨のメ ッセージを受けます。

下記のいずれかの手順に従ってください ：

• はいを選択する と、 セカンダ リ ・ ユーザーのセッシ ョ ンは終了されます。

• いいえをク リ ッ クする と、 エクスクルーシブ ・ モードへの準備はキャンセルされ
ます。

セカンダ リ ・ ユーザーはエクスクルーシブの KVM セッシ ョ ンを共有できません。 ただ

し管理者または特定のアクセス権のあるユーザーの場合には、 セッシ ョ ンを終了させる
こ とができます。
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デジタル共有モードでの操作

デジタル共有モードでは、 複数のユーザーがターゲッ ト ・ デバイスの参照およびデバイ
ス との相互交信を実行できます。 セッシ ョ ン共有中、 セカンダ リ ・ ユーザーは、 キー
ボード とマウスの制御権を持つアクティブ ・ ユーザー、 または制御権のないパッシブ ・
ユーザーのどちらにもな り得ます。

RCM アプライアンス上でターゲッ ト ・ デバイスにアクセスしている場合は、 デジタル共

有モードには入れません。

KVM セッシ ョ ンを共有できるよ う アプライアンスを設定するには、 以下の手順で行い

ます ：

1. Explorer でアプライアンスボタンをク リ ッ ク します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト ・ リ ス ト内の GCM2 または GCM4 アプライアンスをダブルク リ ッ ク し

ます。

• ユニッ ト ・ リ ス ト から GCM2 または GCM4 アプライアンスを選択し、 アプライ

アンスの管理ボタンをク リ ッ ク します。

• ユニッ ト ・ リ ス ト内の GCM2 または GCM4 アプライアンスを右ク リ ッ ク しま

す。 ポップアップ ・ メニューからアプライアンスの管理を選択します。

• ユニッ ト ・ リ ス ト から GCM2 または GCM4 アプライアンスを選択し、

Enter キーを押します。

3. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

4. グローバル － セッシ ョ ンのサブカテゴ リーを選択します。

5. 接続の共有領域内の共有モードの有効化を選択します。

6. 共有の自動化を選択するこ と もできます。 共有の自動化を選択する と、 セカンダ リ ・
ユーザーは、 プライマ リ ・ ユーザーに許可を リ クエス トするこ とな く自動的に KVM
セッシ ョ ンを共有できるよ うにな り ます。

デジタル接続の共有は以下の手順で行います ：

1. Explorer でデバイスボタンをク リ ッ ク します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト ・ リ ス ト内のターゲッ ト ・ デバイスをダブルク リ ッ ク します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 ビデオの接続ボタンをク リ ッ ク します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メニューからビデオ
の接続を選択します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 Enter キーを押します。 
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3. 他のユーザーがこのターゲッ ト ・ デバイスを参照している場合は、 このターゲッ ト ・
デバイスがすでに KVM セッシ ョ ン中であるこ とを告げる メ ッセージが表示されま

す。 アプライアンスで接続共有がオンになっており、 アクセス権 （プライマ リ ・
ユーザーのアクセス権に対して優位な） を有する場合は、 現行セッシ ョ ンを共有ま
たはプリエンプ トするよ う促すメ ッセージが表示されます。 選べる場合は、 共有を
選択します。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK またははいをク リ ッ ク します。 「共有の自動化」 が選択されていない場合は、

プライマ リ ・ ユーザーに共有リ クエス トが送信されます。 プライマ リ ・ ユーザー
は、 アクティブ ・ ユーザーまたはパッシブ ・ ユーザー （読み取り専用） と して共
有リ クエス ト を承認するこ と も、 リ クエス ト を完全に拒否するこ と も可能です。

• いいえをク リ ッ クする と共有リ クエス トはキャンセルされます。

プライマ リ ・ ユーザーが共有リ クエス ト を承認した場合、 あるいは共有の自動化がオン
になっている場合は、 ターゲッ ト ・ デバイス ・ セッシ ョ ンに対する KVM セッシ ョ ンが

開き、 セッシ ョ ン ・ ステータスがアクティブかパッシブかを示すセッシ ョ ン ・ タイプ ・
アイコンが新たなビデオ ・ ビューアー ・ ウ ィンド ウ内に表示されます。 リ クエス トが拒
否される と、 その旨を告げる メ ッセージが表示されます。 管理者に対しては、 この段階
でいくつかのオプシ ョ ンが与えられています。 管理者はこ こで、 再接続を試みてセッ
シ ョ ンをプ リエンプ トするかステルス ・ モードで接続する、 あるいは AMP アクティブ ・

セッシ ョ ンカテゴ リーからセッシ ョ ンを完全に終了させるこ とができます。 「ユーザー ・
セッシ ョ ンの管理」 （ページ 85） を参照して ください。

共有モード で接続するよう 促すメ ッ セージが表示されない場合は、 ターゲッ ト ・ デバイス
接続先のアプライアンスでデジタル共有モード ・ セッ ショ ンが有効化されていないか、 ま
たはこのアプライアンスが GCM2 または GCM4 アプライアンスでないこ と を表します。

ステルス ・ モードでの操作

管理者は、 ターゲッ ト ・ デバイスにステルス ・ モードで接続し、 リモート ・ ユーザーの
画像出力を （ユーザーにはわからない状態で） モニターするこ とができます。 ステル
ス ・ モード中、 管理者はターゲッ ト ・ デバイスのキーボードやマウスを制御するこ とは
できません。

RCM アプライアンス上でターゲッ ト ・ デバイスにアクセスしている場合は、 ステルス ・

モードには入れません。

アプライアンスでステルス KVM セッシ ョ ンをオンにするには、 以下の手順で行います ：

1. Explorer でアプライアンスボタンをク リ ッ ク します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト ・ リ ス ト内の GCM2 または GCM4 アプライアンスをダブルク リ ッ ク し

ます。

• ユニッ ト ・ リ ス ト から GCM2 または GCM4 アプライアンスを選択し、 アプライ

アンスの管理ボタンをク リ ッ ク します。
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• ユニッ ト ・ リ ス ト内の GCM2 または GCM4 アプライアンスを右ク リ ッ ク しま

す。 ポップアップ ・ メニューからアプライアンスの管理を選択します。

• ユニッ ト ・ リ ス ト から GCM2 または GCM4 アプライアンスを選択し、

Enter キーを押します。

3. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

4. グローバル － セッシ ョ ンのサブカテゴ リーを選択します。

5. 接続の共有領域内のステルス接続を選択します。

ターゲッ ト ・ デバイスをステルス・ モード でモニターするには、 以下の手順で行います：

1. Explorer でデバイスボタンをク リ ッ ク します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト ・ リ ス ト内のターゲッ ト ・ デバイスをダブルク リ ッ ク します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 ビデオの接続ボタンをク リ ッ ク します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを右ク リ ッ ク します。 ポップアップ ・ メニューからビデオ
の接続を選択します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを選択し、 Enter キーを押します。 

3. 他のユーザーがすでにこのターゲッ ト ・ デバイスを参照している場合は、 このター
ゲッ ト ・ デバイスがすでに KVM セッシ ョ ン中であるこ とを告げる メ ッセージが表

示されます。 アプライアンスで接続の共有およびステルス接続がオンになっており、
アクセス権 （プライマ リ ・ ユーザーのアクセス権に対して優位な） を有する場合は、
現行セッシ ョ ンを共有またはプ リエンプ トするよ う促すメ ッセージが表示されます。
選べる場合は、 ステルスを選択します。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK またははいをク リ ッ ク します。

• いいえをク リ ッ クする とステルス接続リ クエス トはキャンセルされます。

ターゲッ ト ・ デバイスへの KVM セッシ ョ ンが開き、 管理者は他に分からない状態で

ターゲッ ト ・ デバイスの画像出力をすべて参照できるよ うにな り ます。 

ステルス接続がオプシ ョ ン中に表示されない場合には、 下記のいずれかを意味します ：

• ターゲッ ト ・ デバイスの接続先のアプライアンスでステルス接続がオンになってい
ない

• 必要なアクセス権がない （プ リエンプ ト権限の次にステルス権限が位置しています）

• ターゲッ ト ・ デバイスの接続先のアプライアンスが GCM2 または GCM4 アプライア

ンスではない
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スキャン ・ モードでの操作

スキャン ・ モードのサムネイル ・ ビューアーを使用する と、 複数のターゲッ ト ・ デバイ
スを参照するこ とができます。 これは一連のサムネイル ・ フレームの表示で、 各フレー
ムはデバイス画像の縮小／非インタラ クティブ版になっています。 各サムネイル ・ フ
レームの下には、 ターゲッ ト ・ デバイス名とステータス ・ インジケーターが次のよ うに
表示されます ：

• 緑色の丸いアイコンは、 現在ターゲッ ト ・ デバイスのスキャン中であるこ とを表し
ます。

• 赤色の X 型アイコンは、 ターゲッ ト ・ デバイスの最後のスキャンが不成功だったこ

とを表します。 スキャンは、 認証またはパスに不備がある場合に失敗するこ とがあ
り ます （例えばアプライアンスでターゲッ ト ・ デバイスへのパスが見つからなかっ
た場合など）。 アイコンのツール ・ ヒ ン トに不成功だった理由が表示されます。

最大 16 台までのターゲッ ト ・ デバイスをスキャンするよ う設定できます。 スキャン ・

モードでは、 ひとつのターゲッ ト ・ デバイスにログインして指定の枠 （サーバー当た り
の表示時間） 内でターゲッ ト ・ デバイスの更新画像を表示した後にログアウ ト して次の
デバイスに移行する形で、 サムネイル画像が次々に表示されます。 また、 サムネイル間
のスキャン遅延を指定するこ と もできます （サーバー間の時間）。 この遅延中は、 スキャ
ン用に設定したターゲッ ト ・ デバイス全機の最後のサムネイル画像が表示されますが、
どのターゲッ ト ・ デバイスにもログインされていません。

サムネイル ・ ビューアーを最初に開いた時点では、 ターゲッ ト ・ デバイスが表示される
まで各フレームには黒の背景しか表示されません。 各フレームの下の表示ライ トに、
ターゲッ ト ・ デバイスのステータスが表示されます。 サムネイルのデフォルト ・ サイズ
はスキャン ・ リ ス ト内のターゲッ ト ・ デバイス数によって異なり ます。

スキャン ・ モードは、 アクティブな接続よ り も下位の優先順位となっています。 も し
ターゲッ ト ・ デバイスに接続中のユーザーがいる場合は、 このデバイスはスキャンされ
ず、 スキャン ・ モードは次のターゲッ ト ・ デバイスへと移行します。 ログインのエ
ラー ・ メ ッセージは表示されません。 このユーザーのセッシ ョ ンが終了する と、 サムネ
イルが再びスキャン ・ シーケンスに含まれるよ うにな り ます。

スキャン ・ シーケンスから特定のターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを無効にするこ と
ができます。 サムネイル画像は残り ますが、 再び有効にするまで更新はされません。

スキャン・ モード へのアクセス

スキャン ・ モードへのアクセスは以下の手順で行います ：

1. Explorer ウ ィンド ウで、 アプライアンス、 デバイス、 サイ ト 、 またはフォルダボタン

を選択します。 

2. Shift キーあるいは Ctrl キーを押し、 ユニッ ト ・ リ ス ト から 2 台以上のターゲッ ト ・

デバイスを選択します。 スキャン ・ モードボタンが表示されます。

3. スキャン ・ モードボタンをク リ ッ ク します。 「サムネイル ・ ビューアー」 ウ ィ ンド ウ
が開きます。
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図 4.2: ビデオビューアー － サムネイル ・ ビューアー

スキャン・ オプショ ンの設定

スキャン ・ オプシ ョ ンを設定するには以下の手順で行います ：

1. サムネイル・ ビューアー・ メ ニューから オプショ ン > 設定を順に選択します。

「設定」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. サーバー当たりの表示時間フ ィールドに、 スキャン中の各サムネイルの表示時間を
10 ～ 60 秒の範囲で入力します。

3. サーバー間の時間フ ィールドに、 各ターゲッ ト ・ デバイス間でのスキャンの停止時
間を 5 ～ 60 秒の範囲で入力します。

4. OK をク リ ッ ク します。

サムネイル ・ サイズの変更は以下の手順で行います ：

1. サムネイル ・ ビューアー ・ メニューからオプシ ョ ン > サムネイル ・ サイズを順に選

択します。 

2. カスケード表示のメニューからサムネイル ・ サイズを選びます。
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スキャン・ シーケンスの管理

スキャン ・ シーケンスの一時停止／再開は以下の手順で行います ：

1. サムネイル ・ ビューアー ・ メニューからオプシ ョ ン > スキャン一時停止を順に選択

します。 

2. スキャン・ シーケンスは、 サムネイル・ ビューアーでスキャンが進行中の場合は現在
のサムネイルで一時停止し、 現在一時停止している場合にはスキャンを再開します。

スキャン ・ シーケンス内でターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを無効にするには以下の
手順で行います ：

• ターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを選択します。 サムネイル ・ ビューアー ・ メ
ニューからサムネイル > 「ターゲッ ト ・ デバイス名」 > 有効化を順に選択しま

す。 （「有効化」 のオプシ ョ ンは、 選択するたびに、 [ チェッ ク印付き - 有効化 ]
と [ チェッ ク印なし - 無効化 ] の間でステータスが切り替わり ます。）

• ターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ ・ メニューか
ら無効化を選択します。 サムネル画像は、 再び有効化されるまでは更新されなく
な り ます。

スキャン ・ シーケンス内でターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを有効にするには以下の
手順で行います ：

• ターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを選択します。 サムネイル ・ ビューアー ・ メ
ニューからサムネイル > 「ターゲッ ト ・ デバイス名」 > 無効化を順に選択しま

す。 （「有効化」 のオプシ ョ ンは、 選択するたびに、 [ チェッ ク印付き - 有効化 ]
と [ チェッ ク印なし - 無効化 ] の間でステータスが切り替わり ます。）

• ターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ ・ メニューか
ら有効化を選択します。 このサムネイル画像の更新が再開されます。

ユーザーがこのターゲッ ト ・ デバイスにアクセス中の場合、 スキャン有効化メニューは、
このターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルに対しては使用不可にな り ます。

サムネイル・ ビューアーの操作

サムネイル ・ ビューアーからターゲッ ト ・ デバイスへのセッシ ョ ンを起動するには、 以
下のいずれかの手順で行います ：

• ターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを選択します。 サムネイル ・ ビューアー ・ メ
ニューからサムネイル > 「ターゲッ ト ・ デバイス名」 > インターラ クティブ ・

セッシ ョ ンの表示を順に選択します。

• ターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを右ク リ ッ ク し、 サムネイル ・ ビューアー ・
メニューからインターラ クティブ ・ セッシ ョ ンの表示を選択します。

• ターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルをダブルク リ ッ ク します。

このターゲッ ト ・ デバイスのデスク ト ップがビデオ ・ ビューアー ・ ウ ィンド ウ内で開き
ます。
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サムネイル ・ ビューアーからターゲッ ト ・ デバイスのアカウン ト情報を設定するには以
下の手順で行います ：

1. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを選択します。 サムネイル ・ ビューアー ・ メ
ニューからサムネイル > 「ターゲッ ト ・ デバイス名」 > アカウン ト情報を順に選

択します。

• ターゲッ ト ・ デバイスのサムネイルを右ク リ ッ ク し、 ポップアップ ・ メニューか
らアカウン ト情報を選択します。 「ログイン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

• サムネイル ・ ウ ィンド ウをダブルク リ ッ ク します。

2. このターゲッ ト ・ デバイスのユーザー名とパスワードを入力します。

ウィンドウの機能

図 4.3 はビデオ ・ ビューアー ・ ウ ィンド ウの領域の画像、 そして表 4.3 は各領域の説明を

それぞれ示しています。 下記の図は、 ツールバーでのボタン類の配列の一例です。 ボタ
ンおよび表示位置はカスタマイズできます。

図 4.3: ビデオ ・ ビューアー ・ ウィ ン ドウ
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表示形態の調整

ビデオ ・ ビューアー ・ ウ ィ ンド ウ内のメニューやボタンでは以下が実行できます ：

• マウス ・ カーソルの位置を合わせる。

• 画面を更新する。

• 全画面モードをオン／オフにする。

• セッシ ョ ン画像の自動／手動のサイズ調整をオンにする。 自動サイズ調整では、 デ
スク ト ップ ・ ウ ィ ンド ウは固定され、 ターゲッ ト ・ デバイス画像はウ ィンド ウに合
わせてサイズ調整されます。 手動サイズ調整では、 ド ロ ップダウン ・ メニューにサ
ポート されている画像サイズ調整用の解像度が表示されます。

マウス ・ カーソルの位置調整をするには、 ビデオ ・ ビューアー ・ ツールバー内のローカ
ル ・ カーソルの位置合わせボタンをク リ ッ ク します。 ローカル ・ カーソルの位置がター
ゲッ ト ・ デバイス上のカーソルと揃います。

カーソルが調整した位置からずれた場合は、 ターゲッ ト ・ デバイスでのマウスの加速を
オフにして ください。

画面を更新するには以下のいずれかの手順で行います ： 

• ビデオ ・ ビューアー ・ ツールバー上の画像の更新ボタンをク リ ッ ク します。

• ビデオ ・ ビューアー ・ メニューから表示 > 更新を順に選択します。 画像のデジ

タル ・ イ メージが再生成されます。

表 4.3: ビデオ ・ ビューアー ・ ウィ ン ドウ領域

領域 説明

A メニューおよびツール ・ バー ： ここからビデオ ・ ビューアーの種々の機能にアクセスします。

B アクセス中のターゲッ ト ・ デバイスのデスク ト ップ ： このウィ ンドウを介してターゲッ ト ・ デバイ

スと相互交信します。

C
画鋲ボタン ： ツールバーの位置を指定します。 ロッ クすると、 ツールバーは画面上の一定位置に固

定されます。 ロッ クしていない場合、 ツールバーは、 ウィ ンドウ内でマウスを動かしているときの

みの表示になります。

D シングル ・ カーソル ・ モード ・ ボタン ： ローカル ・ カーソルを非表示にし、 ターゲッ ト ・ デバイス

のカーソルだけを表示します。

E 画面の更新ボタン ： ターゲッ ト ・ デバイス ・ デスク ト ップのデジタル化された画像イメージを再生

成します。

F ローカル ・ カーソルの位置合わせボタン ： ローカル ・ カーソル－ターゲッ ト ・ デバイス ・ カーソル

間の正確なト ラ ッキングを再確立します。

G ユーザー選択ボタン ： ツールバーには他のボタンやマクロ ・ コマンドを表示することもできます。

H
接続ステータス ・ インジケーター ： アイコンは KVM セッシ ョ ンのステータスを表します。 詳細に

ついては表 4.1 を参照して く ださい。
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全画面モードをオン／オフにするには以下の手順で行います ：

1. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• Windows 稼動の場合は、 ウ ィンド ウ右上の隅にある最大化ボタンをク リ ッ ク し

ます。

• ビデオ ・ ビューアー ・ メニューから表示 > 全画面を順に選択します。

デスク ト ップ ・ ウ ィ ンド ウは隠れた状態になり、 アクセス中のターゲッ ト ・ デバイ
スのデスク ト ップのみが表示されます。 画面のサイズは最高で 1024 x 768 の解像度

まで変更されます。 デスク ト ップの解像度がこれよ り高い場合は、 全画面の画像が
黒の背景で縁取られるこ とにな り ます。 浮動ツールバーが表示されます。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 全画面モードをオフにするには、 浮動ツールバー上の全画面モードボタンをク
リ ッ ク し、 デスク ト ップ ・ ウ ィ ンド ウに戻り ます。

• ビデオ ・ ビューアー ・ メニューから表示 > 全画面を順に選択します。

自動／手動スケールをオンにするには、 以下のいずれかの手順で行います ：

• 自動スケールをオンにするには、 ビデオ ・ ビューアー ・ メニューから表示 > ス

ケール > 自動スケールを順に選択します。 ターゲッ ト ・ デバイスの画像が自動

的にスケール調整されます。

• 手動スケールをオンにするには、 ビデオ ・ ビューアー ・ メニューから表示 > ス

ケールを順に選択し、 ウ ィ ンド ウのサイズを選択します。

図 4.4: ビューアーの手動スケール
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その他のビデオ調整

ビデオ ・ ビューアー自動調整機能を選択した場合には通常、 調整可能な範囲で最高のビ
デオ画像に最適化されます。 ただし、 テクニカル ・ サポートにご連絡いただく こ とによ
り さ らに微調整を加えるこ とができます。 ビデオ調整の設定は全体に影響し、 アクセス
する各ターゲッ ト ・ デバイスに適用されます。

NOTE: 以下のビデオ調整は、 テクニカル ・ サポートからの助言／ヘルプを得たうえでのみ行って く ださい。

ウ ィンド ウのビデオ画質を手動で調整するには ：

1. ビデオ ・ ビューアー ・ メニューからツール > 手動ビデオ調整を順に選択します。 手

動ビデオ調整ウ ィンド ウが開きます。図 4.5 を参照して ください。説明が図の後の表 
4.4 に記載されています。

2. 調整する機能に対応するアイコンをク リ ッ ク します。 

3. まずスライダーバーを移動し、 その後最小 （-） または最大 （+） ボタンをク リ ッ ク

して、 押されている各アイコンに対応するパラ メーターを微調整します。 調整は即
座にビデオ ・ ビューアー ・ ウ ィンド ウに表示されます。

4. 完了したら閉じるをク リ ッ ク し、 「手動ビデオ調整」 ウ ィ ンド ウを終了します。

図 4.5: 手動ビデオ調整ウィ ンドウ
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マウス ・ オプシ ョ ンの調整

ビデオ ・ ビューアーのマウス ・ オプシ ョ ンでは、 カーソル ・ タイプ、 サイズ調整、 位置
合わせ、 およびリセッ ト を調整できます。 マウス設定はデバイスごとになっています。
すなわち、 ターゲッ ト ・ デバイスごとに異なる設定ができます。

図 4.6: ビューアーでのマウスの 「セッシ ョ ン ・ オプシ ョ ン」 ウ ィ ン ドウ

表 4.4: 手動ビデオ調整ウィ ンドウ領域

領域 説明 Area 説明

A 画像キャプチャーの幅 I 自動ビデオ調整

B ピクセル ・ サンプリング微調整 J イ メージの更新

C 画像キャプチャーの水平位置 K 調整バー

D 画像キャプチャーの垂直位置 L ビデオ ・ テス ト ・ パターン

E コン ト ラス ト M 「ヘルプ」 ボタン

F 明るさ N パフォーマンス ・ モニター

G ノ イズしきい値 O 「閉じる」 ボタン

H 最優先しきい値
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カーソル・ タ イプ

ビデオ ・ ビューアーではローカル ・ マウスのカーソル用に 5 種類の表示オプシ ョ ンがあ

り ます。 また、 カーソル 「なし」 またはデフォルト設定にするこ と もできます。

マウス ・ カーソル設定の変更は以下の手順で行います ：

1. ビデオ・ ビューアー・ メ ニューから ツール > セッ ショ ン・ オプショ ンを順に選択し

ます。 「 セッ ショ ン・ オプショ ン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. マウスタブをク リ ッ ク します。

3. ローカル ・ カーソル領域内のマウス ・ カーソル ・ タイプを選択します。

4. OK をク リ ッ ク します。

スケール

マウス ・ スケールの既定オプシ ョ ン 3 種類から選ぶこ と も、 スケールをカスタマイズす

るこ と もできます。 既定の設定にはデフォルト （1:1）、 高 （2:1）、 または低 （1:2） があ

り、 以下のよ うになっています ：

• 1:1 のスケール率では、 デスク ト ップ ・ ウ ィ ンド ウでのマウスのすべての動きは、

実際の動き と等しい動き と してターゲッ ト ・ デバイスに送られます。 

• 2:1 のスケール率では、 同一のマウスの動きは 2 倍速の動き と して送られます。 

• 1 ： 2 のスケール率では、 この値は 2 分の 1 にな り ます。

マウスのスケールを設定するには以下の手順で行います ：

1. ビデオ・ ビューアー・ メ ニューから ツール > セッ ショ ン・ オプショ ンを順に選択し

ます。「 セッ ショ ン・ オプショ ン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. マウスタブをク リ ッ ク します。

3. 既定の設定から選ぶには、 マウスのスケール領域内の該当のラジオ ・ ボタンをク リ ッ

ク してチェ ッ ク印をつけます。

4. スケールをカスタマイズするには、 カスタムラジオ・ ボタンをク リ ッ ク します。 X
フィ ールド と Y フィ ールド が有効になり ます。 希望するマウスのスケール値を X、 Y
フィ ールド に入力します。 マウスの各入力に対し、 マウスの動きは、 X と Y それぞ

れのスケール係数を乗じた動きと なり ます。 有効な入力範囲は、 0.25 ～ 3.00 です。

シングル・ カーソル・ モード

シングル ・ カーソル ・ モードの場合、 ビデオ ・ ビューアーのタイ トルバーにはこのモー
ドの終了用のキース ト ロークが表示されています。
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シングル ・ カーソル ・ モード終了用のキース ト ロークを変更するには、 以下の手順で行
います ：

1. ビデオ ・ ビューアー ・ メニューからツール > セッシ ョ ン ・ オプシ ョ ンを順に選択し

ます。 「セッシ ョ ン ・ オプシ ョ ン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. マウスタブをク リ ッ ク します。

3. シングル ・ カーソル ・ モード領域内のド ロ ップダウン ・ リ ス ト から希望の終了用
キース ト ロークを選択します。

4. OK をク リ ッ ク します。

一般オプシ ョ ンの調整

セッシ ョ ン ・ オプシ ョ ン ・ ウ ィ ンド ウの 「一般」 タブでは、 非全画面モード時のキー
ボード ・ パススルーと メニュー起動用キース ト ロークの調整、 および背景の更新ができ
ます。

一般オプシ ョ ンの調整は以下の手順で行います ：

1. ビデオ・ ビューアー・ メ ニューから ツール > セッ ショ ン・ オプショ ンを順に選択し

ます。「 セッ ショ ン・ オプショ ン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. 一般タブをク リ ッ ク します。

3. キーボード ・ パススルーチェッ ク ・ ボッ クスを選択する とキーボード ・ パススルー
がオンに、 チェッ ク ・ ボッ クスの選択を解除する とキーボード ・ パススルーがオフ
になり ます。 キーボード ・ パススルーチェッ ク ・ ボッ クスのデフォルト設定はオフ
になっています。 キーボード ・ パススルーを選択する と、 「Control-Alt-Delete」 を除

くすべてのキース ト ロークは、 ク ライアン ト ・ コンピューターではなく ターゲッ ト ・
デバイスに直接送信されます。

4. メニュー起動用キース ト ローク領域のリ ス トから、 ビデオ ・ ビューアー ・ ツール
バーを起動させるためのキース ト ロークを選びます。

5. ターゲッ ト ・ デバイスからのビデオ ・ データをビデオ ・ ビューアーに連続的にス ト
リーム受信させたい場合には、 背景の更新チェッ ク ・ ボッ クスを選択します。 ター
ゲッ ト ・ デバイスで変化が生じた場合のみにデータをビデオ ・ ビューアーに受信さ
せたい場合には、 背景の更新チェッ ク ・ ボッ クスの選択を解除します。
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図 4.7: セッシ ョ ン ・ オプシ ョ ン - 一般タブ

ビデオ ・ ビューアー ・ ツールバーの調整

ツールバーには最大 10 個までのボタンを追加できます。 これらのボタンによ り、 既定の

機能やキーボード ・ マクロに容易にアクセスするこ とができます。 ローカル ・ カーソル
の位置合わせ、 イ メージの更新、 およびシングル ・ カーソル ・ モードの各ボタンはデ
フォルト設定でツールバーに表示されるよ うになっています。

ツールバーにボタンを追加するには以下の手順で行います ：

1. ビデオ ・ ビューアー ・ ツールバーからツール > セッシ ョ ン ・ オプシ ョ ンを順に選択

します。 「セッシ ョ ン ・ オプシ ョ ン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. ツールバータブをク リ ッ ク します。

3. ビデオ ・ ビューアー ・ ツールバーに追加したい項目を選びます。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK をク リ ッ ク して設定内容を保存し、 ビデオ ・ ビューアーのメ イン ・ ウ ィ ンド

ウに戻り ます。

• X またはキャンセルをク リ ッ ク し、 変更を加えずにビデオ ・ ビューアーのメ イ

ン ・ ウ ィ ンド ウに戻り ます。
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図 4.8: セッシ ョ ン ・ オプシ ョ ン ・ ウ ィ ン ドウ - ツールバー ・ タブ

ツールバー非表示の遅延時間設定

画鋲ボタンが選択されていない限り、 マウス ・ カーソルをツールバーの位置から動かす
とツールバーは表示されなくな り ます。 マウス ・ カーソルを動かした時点からツール
バーが表示されなくなるまでの時間は、 ツールバー非表示遅延時間と して設定するこ と
ができます。

ツールバー非表示遅延時間の変更は以下の手順で行います ：

1. ビデオ ・ ビューアー ・ ツールバーからツール > セッシ ョ ン ・ オプシ ョ ンを順に選択

します。 「セッシ ョ ン ・ オプシ ョ ン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. ツールバータブをク リ ッ ク します。

3. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ツールバー非表示の遅延フ ィールドに、 マウス ・ カーソル移動後にツールバーを
続けて表示させたい秒数を入力します。

• 増／減ボタンで、 マウス ・ カーソル移動後にツールバーを続けて表示させたい秒
数を増減させて調整します。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK をク リ ッ ク して設定内容を保存し、 ビデオ ・ ビューアーに戻り ます。

• X またはキャンセルをク リ ッ ク し、 変更を加えずにビデオ ・ ビューアーに戻り

ます。
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マクロの使用

ビデオ ・ ビューアーのマクロ機能では、 以下を実行できます ：

• 既定のマク ロ ・ グループから マク ロを送信する ： Windows および Sun でのマク ロ ・

グループは定義済みです。 利用可能なカテゴ リーやキース ト ロークから選択するこ
とで、 時間を省略し、 タイプ ミ スの可能性を回避するこ とができます。

• デフォルトで一覧されているマク ロ ・ グループを変更する ： これによ り、 特定グ
ループのマクロをビデオ ・ ビューアー ・ マクロ ・ メニューに加えるこ とができます。

マクロ ・ グループ設定はデバイスごとになっています。 すなわち、 ターゲッ ト ・ デバイ
スごとに異なる設定ができます。

図 4.9: ビデオ ・ ビューアーのマクロ ・ メニュー （拡張表示）

マクロの送信

マクロを送信するには、 ビデオ ・ ビューアー ・ メニューからマク ロを選択し、 リ ス トか
ら該当のマクロを選びます。

表示するマクロ・ グループの選択

ターゲッ ト ・ デバイスのオペレーティング ・ システムに適用できるマク ロ ・ グループを
選ぶこ とができます。

マクロ ・ メニューにマクロ ・ グループを表示するには、 以下の手順で行います ： 

1. ビデオ・ ビューアー・ メ ニューから マク ロ > メ ニューに表示を順に選択します。

2. ビデオ ・ ビューアーのマクロ ・ メニューにリ ス ト表示したいマクロ ・ グループを選
択します。

3. 選択したマクロ ・ グループは、 マク ロ ・ メニューを次回に開いた時点でビデオ ・
ビューアー ・ マクロ ・ メニューに表示されるよ うにな り ます。
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バーチャル ・ メディアの操作

バーチャル ・ メディアでは、 ローカル ・ ク ラ イアン ト ・ コンピューターの物理ド ライブ
を、 バーチャル ・ ド ライブと してターゲッ ト ・ デバイスでマップするこ とができます。
また、 ローカル ・ ク ライアン ト ・ コンピューターの ISO やディ スク ・ イ メージ ・ ファ イ

ルを、 バーチャル ・ ド ラ イブと してターゲッ ト ・ デバイスに追加／マップするこ と もで
きます。

CD ド ラ イブ （1 台） と大容量記憶装置 （1 台） は同時にマップできます。

• CD ド ラ イブ、 DVD ド ラ イブ、 ISO ディ スク ・ イ メージ ・ ファ イルはバーチャルの

CD ド ラ イブと してマップされます。

• ディ スク ド ラ イブ、 ディ スク イ メージ ・ ファ イル、 USB メモ リー ・デバイス、 その

他のメディア ・ タ イプはバーチャルの大容量記憶装置と してマップされます。

要件

バーチャル ・ メディアは GCM2 および GCM4 アプライアンスでサポート されています。

ターゲッ ト ・ デバイスは、 VCO ケーブルで GCM2 ／ GCM4 アプライアンスに接続され

ていなければなり ません。

バーチャルにマップしよ う と している USB2 対応メディアのタイプが、 ターゲッ ト ・ デ

バイスでサポート されている必要があ り ます。 すなわち、 ターゲッ ト ・ デバイスでポー
タブル USB メモ リー ・デバイスがサポート されていない場合には、 ローカル ・ デバイス

をバーチャル ・ メディア ・ ド ラ イブと してターゲッ ト ・ デバイスにマップするこ とはで
きません。

操作者 （あるいはこのユーザーが所属するユーザー ・ グループ） は、 バーチャル ・ メ
ディア ・ セッシ ョ ンまたはターゲッ ト ・ デバイスに対する専用バーチャル ・ メディア ・
セッシ ョ ンを確立する権限を持っていなければなり ません。

GCM2 は、 同時に 3 つまでのバーチャル・ メ ディ ア・ セッ ショ ン（ ローカル x1、 リ モー

ト x2） をサポート しています。 GCM4 は、 同時に 4 つまでのバーチャル・ メ ディ ア・

セッ ショ ン （ローカル、 リ モート を含む） をサポート しています。 ターゲッ ト ・ デバイス
に対するバーチャル・ メ ディ ア・ セッ ショ ンは、 一度に 1 セッ ショ ンのみ実行可能です。

共有およびプリエンプ トでの注意事項

KVM セッシ ョ ンとバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンは別個のものです。 従って、 共有

／専用／プリエンプ ト ・ セッシ ョ ンには多くのオプシ ョ ンがあ り ます。 

例えば、 KVM セッシ ョ ンとバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンは、 一緒にロ ッ クするこ

とが可能です。 このモードでは、 KVM セッシ ョ ンの接続が解除される と、 関連付けられ

ているバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンの接続も解除になり ます。 これらのセッシ ョ
ンが共にロ ッ ク されていない場合は、 KVM セッシ ョ ンは終了しますがバーチャル ・ メ

ディア ・ セッシ ョ ンはアクティブのままになり ます。 
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関連する KVM セッシ ョ ンなしにバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンがターゲッ ト ・ デ

バイスでアクティブになっている場合には、 オ リジナル ・ ユーザー （ユーザー A） によ

る再接続、 あるいは別のユーザー （ユーザー B） による このチャンネルへの接続が可能

です。 ユーザー A のみが KVM セッシ ョ ンに関連付けられたターゲッ ト ・ デバイスにア

クセスできるよ う設定するこ と もできます。 このオプシ ョ ン （予約） はバーチャル ・ メ
ディア ・ ウ ィ ンド ウ内にあ り ます。

ユーザー B がこの KVM セッシ ョ ンにアクセスしている場合 （「予約」 のオプシ ョ ンがオ

ンになっていない）、 このユーザーはバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンで使用されてい
る メディアを制御するこ とが可能です。 これは、 一部の環境においては望まし くない場
合があ り ます。

ティアド接続環境で 「予約」 オプシ ョ ンを使用する と、 ユーザー A のみが下層アプライ

アンスにアクセス可能で、 上層アプライアンス と下層アプライアンス間の KVM チャン

ネルがユーザー A 専用とな り ます。

プ リエンプ ト ・ レベルによ り、 この他にも設定に柔軟性を持たせるこ とができます。

バーチャル・ メ ディ ア・ ウィ ンド ウ

バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウでは、 バーチャル ・ メディアのマップ／アンマップ
を制御できます。 このウ ィ ンド ウには、 バーチャル ・ ド ラ イブと してマップできるク ラ
イアン ト ・ コンピューターの物理ド ライブすべてが表示されます （マップの場合、 非
UBS ハード ド ラ イブは利用できません）。 また、 ISO およびディ スク ・ イ メージ ・ ファ イ

ルを追加した後にバーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウでこれらをマップするこ と もでき
ます。

ターゲッ ト ・ デバイスをマップする と、 バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウの詳細表示
には、 転送データ量およびターゲッ ト ・ デバイスをマップしてからの経過時間が表示さ
れます。

バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンは予約済みと して指定するこ とができます。 セッ
シ ョ ンが予約済みに指定されており関連付けられている KVM セッシ ョ ンが終了する と、

他のユーザーがこのターゲッ ト ・ デバイスへの KVM セッシ ョ ンを開始するこ とはでき

ません。 セッシ ョ ンが予約済みになっていなければ、 KVM セッシ ョ ンを開始できます。

また、 重要な更新を実行する場合には、 他のユーザーによる KVM セッシ ョ ンのプ リエ

ンプ ト あるいはアクティブビティなしによるタイムアウ トで更新処理が中断されないよ
う、 セッシ ョ ンを予約に設定するこ とができます。

バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウから VCO ケーブルを リセッ トするこ と もできます。

これによ り ターゲッ ト ・ デバイス上のすべての USB メディアが リセッ ト されるため、 こ

の操作はど う しても必要な場合のみに限定してください （ターゲッ ト ・ デバイスが応答
しない場合のみ）。
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図 4.10: バーチャル ・ メディア ・ ウィ ン ドウ

バーチャル・ メ ディ ア・ セッ ショ ンの設定

バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンの設定には、 ロ ッ ク、 マップ対象ド ライブへのアク
セス ・ モード、 暗号化レベルが含まれます。 サポート されている GCM2 ／ GCM4 アプラ

イアンスでこれらの設定を行うには、 「グローバル ・ バーチャル ・ メディア設定」 （ペー
ジ 68） を参照して ください。

バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ン設定の一覧および説明は表 4.5 のとおりです。

表 4.5: バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンの設定

設定 説明

ロック状態

「ロッ ク状態」 の設定は、 バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンがターゲッ ト ・ デバイス上

の KVM セッシ ョ ンにロッ クされているかどうかを表示するものです。 ロックがオン

（デフォルト設定） になっていて KVM セッシ ョ ンが終了すると、 バーチャル ・ メディ

ア ・ セッシ ョ ンも終了します。 ロックがオフで KVM セッシ ョ ンが終了すると、 バーチャ

ル ・ メディア ・ セッシ ョ ンはアクテ ィブのままになります。

マップされたド

ライブへのアク

セス ・ モード

マップされたド ライブへのアクセス ・ モードは読み取り専用に設定できます。 アクセス ・

モードが読み取り専用の場合、 クライアン ト ・ コンピューター上のマップされたド ライ

ブにはデータの書き込みはできません。 アクセス ・ モードが読み取り専用になっていな

ければ、 マップされたド ライブに対する読み取り と書き込みが可能になります。

マップされるド ライブが設計上読み取り専用 （特定の CD ド ライブや DVD ド ライブ、

ISO イ メージなど） の場合には、 読み取り／書き込みの両方可能に設定してあっても無

視されます。

読み取り専用に設定してお く と、 大容量記憶装置や外付け USB メディアのような読み取

り／書き込み対応ド ライブをマップした後に誤って上書きされることを回避できます。 

暗号化レベル

バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンでは、 最大 3 つの暗号化レベルを設定できます。 ど

の組み合わせでも有効です。 オプシ ョ ンには、 DES、 3DES、 および 128 ビッ ト SSL が

あります。 設定されているうちの高位のレベルが使用されます。 デフォルト設定では暗

号化は設定されていません （暗号化レベルが選択されていない）。
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以下の手順は、 GCM2 ／ GCM4 アプライアンスが VCO ケーブルで接続されている場合

のみに有効とな り ます。

バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンを開始するには以下の手順で行います ：

1. ターゲッ ト ・ デバイスに対するビデオ ・ ビューアー ・ セッシ ョ ンを開始します。

2. ビデオ ・ ビューアー ・ ツールバーから、 ツール > バーチャル ・ メディアを順に選択

します。 バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウが開きます。

3. このセッシ ョ ンを予約に指定したい場合は、 バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウで
詳細をク リ ッ ク した後、 予約チェッ ク ・ ボッ クスをオンにします。

バーチャル・ メ ディ ア・ ド ライブのマッ プ

バーチャル ・ メディア ・ ド ライブをマップするには以下の手順で行います ：

1. ビデオ ・ ビューアー ・ ツールバーからツール > バーチャル ・ メディアを順に選択し、

バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンを開始します。

2. 物理ド ライブをバーチャル ・ メディア ・ ド ラ イブと してマップするには以下の手順
で行います ：

a. バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウで、 マップしたいド ライブの横のマッピング
済みチェッ ク ・ ボッ クスをオンにします。 

b. マップする ド ライブを読み取り専用アクセスに制限したい場合は、 ド ラ イブの
マッピングを開始する前に読み取り専用チェ ッ ク ・ ボッ クスを選択しておきま
す。 マップされたド ライブすべてが読み取り専用に既に設定されている場合は、
このチェッ ク ・ ボッ クスにはチェッ ク印がついており、 これを変更するこ とはで
きません。 

セッシ ョ ンが読み取り／書き込み可能に設定されていて、 特定のド ライブへのア
クセスを読み取り専用に制限したい場合には、 読み取り専用チェ ッ ク ・ ボッ クス
を選択して設定を変更するこ とができます。

3. ISO またはディ スク ・ イ メージをバーチャル ・ メディア ・ ド ラ イブと して追加／

マップするには、 以下の手順で行います ：

a. バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウで、 イ メージの追加をク リ ッ ク します。

b. 「共通ファ イル選択」 ウ ィンド ウが開き、 ディ スク ・ イ メージ ・ ファ イル （.iso
または .img の拡張子） を含むディレク ト リが表示されます。 ISO またはディ ス

ク ・ イ メージ ・ ファ イルを選び、 開く をク リ ッ ク します。

c. 確認のため、 ファ イル ・ヘッダにはチェッ ク印がつきます。 チェ ッ ク印がついて
いれば 「共通ファイル選択」 ウ ィ ンド ウは閉じられ、 選択したイ メージ ・ ファ イ
ルがバーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウ内に開きます。 マッピング済みチェッ
ク ・ ボッ クスを選択する と、 このウ ィンド ウからイ メージ ・ ファ イルをマップで
きます。
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d. 他にも ISO やディ スク ・ イ メ ージを追加したい場合は手順 a ～ c を繰り 返します。

イメ ージ・ ファ イルはいく つでも追加できますが（ メ モリ ーの容量範囲内で）、
バーチャルの CD または大容量記憶装置は同時に 1 つしかマッ プできません。 

多過ぎる数のド ライブ （CD ド ラ イブ 1 つと大容量記憶装置 1 つ）、 あるいは多過ぎ

る特定タイプ ・ ド ラ イブ （1 つの DC ド ラ イブまたは大容量記憶装置よ り多く） を

マップしよ う とする と、 メ ッセージが表示されます。 新しいド ラ イブをマップした
い場合には、 まず現在マップされている ド ラ イブをアンマップしてから別のド ライ
ブをマップして ください。

物理ド ライブまたはイ メージをマップする と、 ターゲッ ト ・ デバイスで使用できる
よ うにな り ます。

バーチャル ・ メディア ・ ド ライブをアンマップするには、 ターゲッ ト ・ デバイスから
マップしていたド ライブを取り出します。 マッピング済みチェッ ク ・ ボッ クスの選択を
解除します。

バーチャル・ メ ディ ア・ ド ライブの詳細表示

バーチャル ・ メディア ・ ド ライブの詳細を表示するには以下の手順で行います ：

1. バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウで、 詳細をク リ ッ ク します。 ウ ィンド ウが拡張
され、 「詳細」 の表が表示されます。 各行の情報は以下のとおりです ：

• ターゲッ ト ・ ド ラ イブ - マップされたド ラ イブ名 （バーチャル CD 1 またはバー

チャル CD 2 など）。

• マッピング先 - ク ラ イアン ト表示ド ライブ ・ コ ラム内に一覧されている ド ラ イブ

情報と同一情報。

• 読み取り／書き込みバイ ト数 - マップを行ってからの転送データ量。

• 継続時間 - ド ラ イブをマップしてからの経過時間。

2. 詳細表示を閉じるには、 詳細を再びク リ ッ ク します。

USB メ ディ ア・ デバイスのリ セッ ト

ターゲッ ト ・ デバイスの USB メディア ・ デバイスをすべて リセッ トするには、 以下の手

順で行います ：

重要事項 ： USB リ セッ ト機能によ り、 ターゲッ ト ・ デバイス上のすべての USB メディ

ア （マウスおよびキーボードを含む） が リセッ ト されます。 この操作を実行するのは
ターゲッ ト ・ デバイスが応答しない場合のみに限定してください。

1. バーチャル ・ メディア ・ ウ ィ ンド ウで、 詳細をク リ ッ ク します。

2. 詳細表示が表示されます。 USB のリセッ ト をク リ ッ ク します。

3. リ セッ ト した場合の影響を警告する メ ッセージが表示されます。 リセッ ト を確認す
るにははいを、 キャンセルするにはいいえをク リ ッ ク します。

4. 詳細表示を閉じるには、 詳細を再びク リ ッ ク します。
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バーチャル ・ メディア ・ ド ライブを終了するには以下の手順で行います ：

1. 終了または X をク リ ッ ク し、 ウ ィンド ウを閉じます。

2. マップしたド ライブがある場合は、 アンマップされる旨のメ ッセージが表示されま
す。 アンマップを確認するにははいをク リ ッ ク してウ ィンド ウを閉じ、 アンマップ
をキャンセルするにはいいえをク リ ッ ク してウ ィンド ウを閉じます。

ロ ッ ク されたバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンに関連づけられているアクティブな
KVM セッシ ョ ンを閉じよ う とする と、 バーチャル ・ メディアのマッピングが終了になる

こ とを告げる確認メ ッセージが表示されます。

バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンの終了に影響を及ぼす他の点については、 「共有およ
びプ リエンプ トでの注意事項」 （ページ 57） を参照して ください。
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章

5
 アプライアンス管理パネル
アプライアンス管理パネルについて

ソフト ウェアにアプライアンスを追加すると 、 ユニッ ト ・ パラ メ ーターの表示・ 設定、 ア
クティ ブ・ ビデオ・ セッ ショ ンの表示・ 制御、 その他さまざまな制御機能を実行できるよ
う になり ます。 これらの操作はアプライアンス管理パネル（ AMP） を介して行います。

AMP には設定項目、 状態、 ツールの 3 つのタブ付きパネルがあ り ます。 詳細は下記のと

おりです ：

• 設定項目タブの左側にはカテゴ リーが含まれています。 カテゴ リーの左横にプラス
記号 （+） がついている場合、 サブカテゴ リーがあ り ます。 このパネルの残りの部分

の内容は、 選択されたカテゴ リーまたはサブカテゴ リーによって変わり ます。

「設定項目」 カテゴ リーには、 一般アプライアンス情報、 ユーザー ・ アカウン ト、
SNMP、 その他のユニッ ト設定情報が含まれます。

• 状態タブには、 現在アクティブになっているビデオ ・ ビューアー ・ セッシ ョ ンと
バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンに関する情報が表示されます。 管理者は、 この
タブからセッシ ョ ンの接続を解除するこ とができます。

• ツールタブでは、 再起動、 データベースの保存や復元、 ファームウェアのアップグ
レードなどのアプライアンスに対する制御機能を実行できます。

AMP を介して実行する操作の一部では、 有効にするためには再起動が必要なこ とを告げ

る メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。 この場合、 再起動は即座に行っても後にで
もかまいません。

AMP では GCM4、 GCM、 および RCM アプライアンスを管理するこ とができます。 一部

の機能は GCM4 および GCM2 アプライアンスでのみ利用可能になっています。

NOTE: ローカル ・ ユーザーとは、 ローカル ・ ユーザー ・ ポートからアプライアンスに接続されている OSCAR
ユーザーを指します。

アプライアンスおよびその作動の詳細については、 「インス ト レーシ ョ ン／ユーザーガイ
ド」 を参照して ください。
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AMP へのアクセスは以下の手順で行います ：

1. Explorer でアプライアンスボタンをク リ ッ ク します。

2. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユニッ ト リ ス ト内のアプライアンスをダブルク リ ッ ク します。

• ユニッ ト ・ リ ス ト からアプライアンスを選択し、 アプライアンスの管理ボタンを
ク リ ッ ク します。

• ユニッ ト ・ リ ス ト内の GCM4、 GCM2、 または RCM アプライアンスを右ク リ ッ

ク します。 ポップアップ ・ メニューからアプライアンスの管理を選択します。

• ユニッ ト ・ リ ス ト からアプライアンスを選択し、 Enter キーを押します。 

3. VCS セッシ ョ ン起動後ユニッ トに初めてアクセスした場合には、 ユーザー名とパス

ワードを求めるプロンプ トが表示されます。

a. ユーザー名とパスワードを入力します。 [ アプライアンスの初期化／再初期化後

に初めてアクセスする場合のデフォルトのユーザー名は 「Admin」 （大文字と小

文字の区別あ り） になっています。 パスワードは設定されていません。 ]

b. ログインするには OK を、 ログインせずに終了するにはキャンセルをク リ ッ ク

します。

AMP が開きます。

AMP を終了するには以下のいずれかの手順で行います ：

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

グローバル設定の管理

グローバル ・ カテゴ リーには、 アプライアンスの製品タイプ、 シ リ アル番号、 アプライ
アンスで現在使用している言語が一覧されます。 グローバル ・ カテゴ リーからは、 ソフ
ト ウェアを稼動しているターゲッ ト ・ デバイスに対する多くのオプシ ョ ンを管理するこ
とができます。

グローバル・ ネッ ト ワークの設定項目

グローバル - ネッ ト ワークサブカテゴ リーには、 アプライアンスの IP アドレス、 サブ

ネッ ト ・ マスク、 ゲート ウエイ （DHCP が有効化されている場合はすべて読み取り専

用）、 MAC アドレス （読み取り専用）、 LAN インターフェイス速度、 DHCP 状態 （オン

／オフ） が表示されます。 またアプライアンス名も一覧されています。 このサブカテゴ
リーでは名前は読み取り専用になっています。 アプライアンス名の変更は SNMP カテゴ

リーから実行できます。
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グローバル ・ ネッ ト ワーク値の変更は以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. グローバル － ネッ ト ワークのサブカテゴ リーを選択します。

図 5.1: AMP グローバル ・ ネッ トワーク設定

3. IP アド レスフ ィールドにアプライアンス ・ アドレスを IP ド ッ ト表記法で入力しま

す。 ループバッ ク ・ アド レスあるいはゼロのみで構成される値はこの欄では使用で
きません。 このフ ィールドの変更は、 DCHP が無効になっている場合のみ可能です。

4. サブネッ ト ・ マスク フィ ールド にアプライアンスのサブネッ ト ・ マスク を IP アド レ

ス・ ド ッ ト 表記法で入力します。 ループバッ ク ・ アド レスあるいはゼロのみで構成さ
れる値はこの欄では使用できません。 このフィ ールド の変更は、 DCHP が無効になっ

ている場合のみ可能です。

5. ゲート ウエイフ ィールドにアプライアンスのゲート ウエイ ・ アド レスを IP アドレ

ス ・ ド ッ ト表記法で入力します。 ループバッ ク ・ アドレスはこの欄では使用できま
せん。 ゲート ウエイ ・ アドレスがない場合には 「0.0.0.0」 と入力して ください。

このフ ィールドの変更は、 DCHP が無効になっている場合のみ可能です。
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6. LAN 速度フ ィールドで、 プルダウン ・ メニューから値を選択します。

7. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• DCHP フ ィールドで、 プルダウン ・ メニューから無効または有効を選択します。

有効にする と、 アプライアンスは起動時に DCHP サーバーから IP アドレスを動

的に取得します。 このため、 IP アドレス、 サブネッ ト ・ マスク、 およびゲート ウ

エイフ ィールドは無効になっています。

• BootP がサポート されている場合 （RCM アプライアンスなど） は、 DCHP の代

わりに表示されます。 プルダウン ・ メニューから無効または有効を選択します。

8. アプライアンスで LDAP のライセンス認可を受けている場合には、 最大 3 台までの

DNS ターゲッ ト ・ デバイスに対する IP アドレスを入力できます。 RCM アプライア

ンスを使用している場合、 DNS ターゲッ ト ・ デバイスの有効化はアプライアンスの

シ リ アル ・ インターフェイスを介してのみ実行可能とな り ます。 詳細については、
GCM4、 GCM2、 または RCM の 「インス ト レーシ ョ ン／ユーザーガイ ド」 を参照し

て ください。

9. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

グローバル・ セッ ショ ンの設定項目

グローバル - セッシ ョ ンサブカテゴ リーでは、 アクティブビティなしによるタイムアウ

ト、 プ リエンプ ト ・ タイムアウ ト、 暗号化レベル、 接続共有などの設定を含むアプライ
アンスのビデオ ・ セッシ ョ ン設定を指定します。

グローバル ・ セッシ ョ ン値の変更は以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。
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2. グローバル － セッシ ョ ンのサブカテゴ リーを選択します。

図 5.2: AMP グローバル ・ セッシ ョ ン設定

3. ビデオ ・ セッシ ョ ン ・ タ イムアウ ト領域で、 有効化チェッ ク ・ ボッ クスを選択また
は選択解除します。 ビデオ ・ セッシ ョ ンのタイムアウ ト を有効にした場合は、 分リ
ス トでタイムアウ ト値を指定して ください。 この値はアプライアンスがアクティブ
ビティのないビデオ ・ セッシ ョ ンを終了するまでの待ち時間 （分） を表します。
リ ス トから値を選択するか、 1 ～ 60 分の範囲で入力してください。

4. ビデオ ・ セッシ ョ ンのプ リエンプシ ョ ン ・ タ イムアウ ト領域で、 有効化チェッ ク ・
ボッ クスを選択または選択解除します。 プ リエンプ ト警告を有効にした場合は、 秒
リ ス トでタイムアウ ト値を指定して ください。 この値は、 ユーザーがプリエンプ ト
警告に応答するまでアプライアンスが何秒間待機するかを表します。 リ ス トから値
を選択するか、 5 ～ 120 秒の範囲で入力してください。
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5. 暗号化レベル領域で、 ビデオ ・ セッシ ョ ン時にアプライアンスに送信されるキー
ボード／マウスのデータ符号化に使用する暗号化レベルを １つ以上選択します。 有
効化されているレベル中の最高位のレベルが使用されます。 ビデオの暗号化レベル
についても この手順を繰り返します。

ビデオの暗号化はオプシ ョ ンになっていますが、 キーボード／マウスの暗号化レベ
ルのう ち少なく と も １つを選択する必要があ り ます。

6. 接続の共有領域内の共有オプシ ョ ンを必要に応じて選択します。 共有モードの有効
化を選択する と、 ユーザーは同一のターゲッ ト ・ デバイスに対する KVM セッシ ョ

ンを共有できるよ うにな り ます。 共有の自動化選択する と、 セカンダ リ ・ ユーザー
は、 プライマ リ ・ ユーザーに許可を得る必要なしに KVM セッシ ョ ンを共有できる

よ うにな り ます。 エクスクルーシブ接続を選択する と、 プライマ リ ・ ユーザーは
KVM セッシ ョ ンをエクスクルーシブ （占有） に指定するこ とができます （エクスク

ルーシブ接続は共有できません）。 ステルス接続を選択する と、 管理者は感知される
こ とな く ターゲッ ト ・ デバイスをモニターできるよ うにな り ます。 また入力制御タ
イムアウ ト フ ィールドでは、 アクティブビティがない場合にキーボード とマウスの
制御権をプライマ リ ・ ユーザーからセカンダ リ ・ ユーザーに移すまでにアプライア
ンスが何秒間待機するかの値を指定するこ とができます。

7. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

グローバル・ バーチャル・ メ ディ ア設定

グローバル - バーチャル ・ メディアサブカテゴ リーでは、 バーチャル ・ メディア ・ セッ

シ ョ ンの設定を行う こ とができます。

グローバル ・ セッシ ョ ン値の変更は以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。
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2. グローバル － バーチャル ・ メディアのサブカテゴ リーを選択します。

図 5.3: AMP グローバルのバーチャル ・ メディア設定項目

3. セッシ ョ ン ・ コン ト ロール領域で、 チェッ ク ・ ボッ クスを必要に応じて選択／選択
解除します。 KVM セッシ ョ ンへのロ ッ クの選択を解除した場合、 バーチャル ・ メ

ディア ・ セッシ ョ ンを起動したビデオ ・ セッシ ョ ンが終了した後でもバーチャル ・
メディア ・ セッシ ョ ンはアクティブのまま残り ます。 予約セッシ ョ ンの有効化を選
択する と、 バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンの所有者は、 他のユーザーが同一
ターゲッ ト ・ デバイスに対する KVM セッシ ョ ンを確立できないよ う選択できるよ

うにな り ます。 また、 バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンが予約されている と、 対
応する KVM セッシ ョ ンはアクティブビティなしによるタイムアウ トやプリエンプ

トには影響されなくな り ます。 読み取り専用アクセスを選択する と、 バーチャル ・
メディア ・ セッシ ョ ンへの書き込みはできな くな り ます。

4. 暗号化レベル領域で、 ビデオ ・ セッシ ョ ン時にアプライアンスに送信されるバー
チャル ・ メディアのデータ符号化に使用する暗号化レベルを 0 またはそれ以上指定

します。 有効化されているレベル中の最高位のレベルが使用されます。
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5. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

グローバル認証の設定項目

ユーザー ・ アカウン トには、 内部と外部の 2 種類のタイプがあ り ます。 内部 （ローカル）

のユーザー ・ アカウン トはアプライアンス内に存在し、 外部ユーザー ・ アカウン トは外
部認証サーバーレベルで保存されています。 ユーザーカテゴ リーには、 内部ユーザー ・
アカウン ト を管理する方法が示されています。

グローバル － 認証のサブカテゴ リーには、 使用される認証方法すべてのタイプと順位が

示されています。 一つの方法が正し く機能しない、 または利用不可能な場合、 ソフ ト
ウェアはその次に有効な認証方法を使用します。 

ローカル認証はプライマ リ またはバッ クアップの認証方法と して常に利用可能です。
これらは無効にはできません。 

LDAP の有効化については、 「ラ イセンス ・ アプライアンスでのオプシ ョ ン」 （ペー

ジ 97） を参照して ください。 

認証設定の変更は以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。
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2. グローバル － 認証のサブカテゴ リーを選択します。

図 5.4: AMP グローバルの認証設定項目

3. 認証方法を指定するには、 認証設定項目領域内の希望の認証方法の横にあるチェッ
ク ・ ボッ クスを選択または選択解除します。

4. 1 つ以上の認証方法を指定してある場合、 リ スト 内で順番を並べ替えて試行順序を指

定するこ と ができます。 認証方法を選択し、 認証方法の選択順位変更ボタンのう ち
から該当するボタンをク リ ッ ク します。 選択した認証方法は、 上に移動ボタンで上
方向に、 下に移動ボタンで下方に移動できます。

5. ローカル・ ユーザー・ データベースで認証を行っている場合には、 LDAP は認証用の

み（ 承認用ではなく ） に指定できます。 認証のみに LDAP を使用の横のチェッ ク ・

ボッ ク スを必要に応じて選択／選択解除します。

6. ユーザーが LDAP 関連のフィ ールド に入力した値は、 検索パラ メ ーターまたはクエ

リ パラ メ ータータブで認証するよう 選択するこ と ができます。 LDAP シンタッ ク ス認

証の横のチェッ ク ・ ボッ ク スを必要に応じて選択／選択解除します。
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7. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

例えば、 LDAP がリ ス ト内で最初の認証方法になっており次位がローカル認証の場合、

以下の処理が行われます ：

• アプライアンスは、 LDAP 認証を実行するため、 LDAP パラ メーターフ ィールドで

指定されている LDAP パラ メーターを リ クエス トする クエ リ を管理情報ベース

（MIB） に送信します。 このパラ メーターは次に、 確認のため LDAP ディレク ト リ ・

サービスに送られます。

• LDAP 認証に失敗する と、 アプライアンスはローカル認証を試みます。

• もしローカル認証も得られなかった場合には、 試行された認証方法の中で最高位の
もの （この場合 LDAP 認証） に関するエラー ・ コードが返送されます。

LDAP の設定

LDAP はベンダー固有のプロ ト コル標準で、 TCP/IP を介したディ レク ト リへのアクセ

ス、 クエ リ、 更新に使用されるものです。 LDAP は X.500 Directory Services の様式に準拠

しており、 認証、 プライバシー、 完全性をはじめとする強固なセキュ リ ティ機能をサ
ポートする世界規模のディ レク ト リ構造です。

LDAP 認証設定のパラメ ーター

Active Directory のよ う な、 LDAP 認証が有効化されたディ レク ト リ ・ サービスに個々の

ユーザー ・ アカウン トが保存されている場合、 ディ レク ト リ ・ サービスによ りユーザー
認証を行う こ とができます。

LDAP 検索およびクエ リのパラ メーターに対するデフォルト値は、 Active Directory との

併用を前提に定義されています。

AMP 設定項目タブのグローバル - 認証サブカテゴ リーで行った設定によ り、 認証設定項

目パラ メーターを設定するこ とができます。 ソフ ト ウェアが VCS のユーザー名、 パス

ワード、 その他の情報をアプライアンスに送信する と、 この VCS ユーザーが AMP 内のア

プライアンスの設定項目パラ メーターを参照 ・ 変更する権限を持っているかど うかがアプ
ライアンスによ り判断されます。

重要事項 ： Active Directory が再設定されている場合を除き、 他に特に規定がなければ

LDAP のデフォルト値を使用して ください。 デフォルト値を変更する と、 LDAP 認証

サーバーの通信エラーとなるこ とがあ り ます。
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LDAP サーバーのパラメ ーター

サーバー ・ パラ メーターのタブをク リ ッ クする と、 LDAP サーバーの接続情報を定義す

るパラ メーターが表示されます。

図 5.5: サーバー ・ パラ メーター ・ タブ

IP アド レスフ ィールドでは、 プライマ リおよびセカンダ リ LDAP サーバーのホス ト名ま

たは IP アドレスを指定します。 ループバッ ク ・ アドレス、 あるいはゼロのみで構成され

る値は、 この欄では使用できません。

LDAP のセカンダ リ ・ サーバーは任意です。

ポート ID フ ィールドでは、 LDAP サーバーとの通信に使用するユーザー ・データグラ

ム ・ プロ ト コル （UDP） ポートの番号を指定します。 デフォルト値は、 非セキュアの

LDAP では 389、 セキュア LDAP では 636 となっています。 アクセスタイプが指定され

た時点で、 デフォルトのポート ID がソフ ト ウェアによ り自動的に入力されます。
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アクセス ・ タ イプラジオボタンでは、 各 LDAP ターゲッ ト ・ デバイスへのクエ リ送信方

法を指定します。 ク リ アテキス ト （非セキュア LDAP） と して送信する場合は LDAP を

ク リ ッ ク し、 セキュアソケッ ト レイヤー (SSL) （セキュア LDAP） を用いて送信する場

合は LDAPS をク リ ッ ク します。

NOTE: LDAP を使用している場合、 アプライアンスと LDAP サーバー間で交わされるユーザー名、 パスワー

ド、 その他の情報はすべて、 非セキュアのクリアテキス ト と して送られます。 アプライアンスと LDAP サー

バー間のセキュアな暗号化通信には LDAPS を使用して ください。

LDAP サーバーのパラメ ーター

検索パラ メーターのタブをク リ ッ クする と、 LDAP ディ レク ト リ ・ サービス ・ ユーザー

を検索する際のパラ メーターが表示されます。

図 5.6: 検索パラメーター ・ タブ
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検索 DN フ ィールドでは、 ディ レク ト リ ・ サービスにログインする際に GCM4、 GCM2、
RCM が使用する管理者レベルのユーザーを定義できます。 アプライアンスが認証される

と、 ディ レク ト リ ・ サービスによ りディ レク ト リへのアクセスが許可され、 クエ リ ・ パ
ラ メータータブで指定されたユーザー認証クエ リが実行されます。 デフォルト値は
cn=Administrator、 cn=Users、 dc=yourDomainName,、 および dc=com で、 変更が可能で

す。 例えば、 test.view.com での管理者の Distinguished Name （DN） を定義するには、

cn=Administrator, cn=Users, dc=test, dc=view, and dc=com を入力します。 ディ レク ト リ ・

サービスが匿名検索を許可するよ う設定されている場合を除き （デフォル トではそ う
なっていません） このフ ィールドは必須欄です。

検索 DN の各値は必ずコンマで区切って入力してく ださ い。 検索パスワード フィ ール

ド は、 検索 DN フィ ールド で指定した管理者あるいはユーザーの認証を行う 際に使用

します。

検索ベースフ ィールドでは、 LDAP 検索を開始する際の起点を定義します。 デフォルト

値は dc=yourDomainName、 dc=com で、 変更が可能です。 例えば、 test.com での検索ベー

スを定義するには、 dc=test, dc=com と入力します。 検索ベースの各値は必ずコンマで区

切って入力して ください。

UID マスクフ ィールドでは、 LDAP ターゲッ ト ・ デバイスでのユーザー ID 検索のための

検索基準を指定します。 <name>=<%1> の形式を使用して ください。 デフォルト値は

sAMAccountName=%1 です。 これは Active Directory と併用する場合の値となっています。

このフ ィールドは LDAP 検索では必須欄です。

LDAP クエリ ・ パラメ ーター

クエ リ ・ パラ メータータブをク リ ッ クする と、 ユーザー認証クエ リ を実行する際のパラ
メーターが表示されます。

RCM は 2 種の異なる クエ リ を実行します。 クエ リ ・ モード （アプライアンス） は、 管理

者がアプライアンスそのものにアクセスしよ う と している場合に、 その管理者の認証に
使用されます。 クエ リ ・ モード （デバイス） は、 ユーザーが接続されているターゲッ
ト ・ デバイスにアクセスしよ う と している場合に、 そのユーザーの認証に使用されます。
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さ らに、 各クエ リ ・ タイプには 3 つのモードがあ り ます。 これは、 アプライアンスや接続

されているターゲッ ト ・ デバイスにアクセスする権限が VCS ユーザーにあるかど うかを

判断する上での特定情報を得るためのものです。

図 5.7: クエリ ・ パラ メーター ・ タブ

クエ リ ・ パラ メータータブでは以下の設定ができます ：

• クエ リ ・ モード （アプライアンス） パラ メーターは、 VCS ユーザーがアプライアン

スへのアクセス権を有するかど うかを判断するものです。

• クエ リ ・ モード （デバイス） パラ メーターは、 VCS ユーザーがアプライアンスに接

続されているターゲッ ト ・ デバイスへのユーザー ・ アクセス権を有するかど うかを
判断するものです。 ユーザーにはアプライアンスへのアクセス権はあ り ません。

• グループ ・ コンテナ、 グループ ・ コンテナ ・ マスク、 、 およびターゲッ ト ・ マスク

フ ィールドは、 グループ クエ リ ・ モードでのみ使用されます。 これらはアプライア

ンスまたはデバイスのクエ リ実行中に必要とな り ます。
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• グループ ・ コンテナフ ィールドでは、 管理者が Active Directory 内にグループ ・ オブ

ジェク ト用位置と して作成した組織ユニッ ト （ou） を指定します。 グループ ・ オブ

ジェク ト とは Active Directory オブジェク トで、 ユーザー、 コンピューター、 連絡先、

他のグループなどが含まれます。 グループ ・ コンテナは、 クエ リ ・ モードがグルー
プに設定されている場合に使用します。 メ ンバーオブジェク ト （人、 アプライアン
ス、 およびターゲッ ト ・ デバイス） への特定アクセス ・ レベルで提携するためのメ
ンバーが、 個々のグループ ・ オブジェク トに順番に割り当てられます。 あるグルー
プと関連付けられているアクセス ・ レベルは、 グループ ・ オブジェク ト内の属性の
値を設定するこ とで指定されています。 例えば、 グループ ・ オブジェク ト内の注プ
ロパティを使用してアクセス制御属性を実行する場合、 クエ リ ・ パラ メータータブ
のアクセス制御属性フ ィールドは info と設定されているはずです。 注プロパティ を

KVM ユーザー管理者に設定した場合、 該当グループのメンバーには、 アプライアン

ス と ターゲッ ト ・ デバイス （このカテゴ リーも、 同一グループのメンバーとなって
いる） へのユーザー管理者アクセスが与えられます。

注プロパティはアクセス制御理属性を実行するために使用されます。 注プロパティ
の値は、 アクティブ ・ディ レク ト リ ・ ユーザーおよびコンピューター （ADUC） に

表示されるグループ／ユーザー ・ オブジェク ト内にあ り、 ディ レク ト リ内部に info
属性の値と して保存されています。 ADUC は、 Active Directory 設定用の Microsoft 
Management Console スナップインです。 起動するには、 スタート > プログラム > 管

理ツール >Active Directory ユーザーと コンピュータを順に選択します。 このツール

はユーザー、 コンピューター、 グループなどのオブジェク ト を作成、 設定、 削除す
る際に使用します。 詳細については図 5.8 （ページ 78） および図 5.9 （ページ 79） を

参照して ください。

• グループ ・ コンテナ ・ マスクフ ィールドでは、 グループ ・ コンテナのオブジェク ト
タイプを指定します。 通常、 グループ ・ コンテナとは組織ユニッ トのこ とです。 デ
フォルト値は 「ou=%1」 です。

• ターゲッ ト ・ マスクフ ィールドではターゲッ ト ・ デバイスの検索フ ィルタを定義し
ます。 デフォルト値は 「cn=%1」 です。

• アクセス制御属性フ ィールドでは、 クエ リ ・ モードが属性に設定されている場合に
使用する属性名を指定します。 デフォルト値は info です。

アプライアンスおよびターゲッ ト ・ デバイスのクエリ ・ モード

クエ リ ・ モード （アプライアンス） およびクエ リ ・ モード （デバイス ) には、 次の 3 種

のモードのいずれかを使用します ：

• 基本 - VCS ユーザーのユーザー名とパスワードに関するクエ リがディ レク ト リ ・

サービスに送信されます。 認証される と、 VCS ユーザーには、 アプライアンスおよ

びクエ リ ・ モード ( アプライアンス ) 用に接続されているターゲッ ト ・ デバイスのす

べて、 またはクエ リ ・ モード ( デバイス ) 用の特定ターゲッ ト ・ デバイスのすべてに

対する管理者アクセスが与えられます。
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• 属性 - アプライアンス・ ユーザーのユーザー名、 パスワード 、 アクセス制御属性に関

するクエリ がディ レク ト リ ・ サービスに送信されます。 アクセス制御属性は Active 
Directory 内のユーザー・ オブジェク ト （ ユーザー・ アカウント ） から読み込まれます。

「KVM Appliance Admin」 の値が検出される と、 VCS ユーザーには、 クエ リ ・ モード

( アプライアンス ) 用のアプライアンスおよび接続されているターゲッ ト ・ デバイス

のすべて、 またはクエ リ ・ モード ( デバイス ) 用の特定ターゲッ ト ・ デバイスのすべ

てに対するアプライアンス管理者アクセスが与えられます。 「KVM User Admin」 の

値が検出される と、 VCS ユーザーには、 クエ リ ・ モード ( アプライアンス ) 用のア

プライアンスおよび接続されているターゲッ ト ・ デバイスのすべて、 またはクエ リ ・
モード ( デバイス ) 用の特定ターゲッ ト ・ デバイスのすべてに対するユーザー管理者

アクセスが与えられます。

下記は、 ADUC 内に保存された 「John Smith」 とい う名前のユーザーに対し、 KVM 
Appliance Admin と KVM User Admin の属性モードが Active Directory 内でどのよ う

に定義づけられているかを示す例です。 ADUC にアクセスするには、 スタート > プ

ログラム > 管理ツール >Active Directory ユーザーと コンピュータを順に選択します。

図 5.8: Active Directory - KVM ユーザー
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図 5.9: Active Directory - KVM アプライアンス管理者

• グループ - ユーザー名、 パスワード、 グループ ・ クエ リは、 クエ リ ・ モード （アプラ

イアンス） 時はアプライアンス と接続のターゲッ ト ・ デバイスに関して、 クエ リ ・
モード （デバイス） 時には特定のターゲッ ト ・ デバイスに関してディ レク ト リ ・
サービスに送信されます。 クエ リ ・ モード  ( アプライアンス ) 時の場合、 該当ユー

ザーとアプライアンス名を含むグループが検索される と、 グループ ・ コンテンツの
内容に従って、 アプライアンスまたは接続されているターゲッ ト ・ デバイスへの
ユーザー ・ アクセスが VCS ユーザーに与えられます。 クエ リ ・ モード （デバイス）

の場合、 該当ユーザーと ターゲッ ト ・ デバイス ID を含むグループが検索される と、

アプライアンスに接続されている特定ターゲッ ト ・ デバイスへのユーザー ・ アクセ
スが VCS ユーザーに与えられます。

グループは、 最高 16 レベルの深さまで組み込むこ とができます。 組み込み （ネス

ティング） によ りグループを他のグループ内に作成するこ とができます。 例えば、
「Computers」 の名称の最高位レベル ・ グループに 「R&D」 の名称のメンバーが含ま

れていて、 この R&D もグループである と します。 この R&D グループには

「Domestic」 の名のメンバーが含まれており、 この Domestic もまたグループで、 さ ら

にまた続く、 といった具合です。

下記は、 Active Directory 内で定義されているグループ群の例です。
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図 5.10: Active Directory - 定義されたグループ群

クエリ 実行のための Active Directory の設定

ユニッ トにクエ リ ・ モードを使用する前に、 特定のクエ リ ・ モードが VCS ユーザーに対

する正しい承認レベルを割り当てられるよ う、 Active Directory に変更を加えなければな

り ません。

グループ ・ クエ リのセッ ト アップは以下の手順で行います ：

1. Windows に管理者と してログインします。

2. Active Directory ソフ ト ウェアを起動します。

3. グループ ・ コンテナと して使用する組織ユニッ ト を作成します。

4. アプライアンスのクエ リ用のスイ ッチング ・ システム名と同一名のオブジェク ト
（AMP の SNMP カテゴ リー内の名前フ ィールドに指定）、 あるいは、 ターゲッ ト ・ デ

バイスのクエ リ用の接続されているターゲッ ト ・ デバイス名と同一名のオブジェク
ト （AMP のデバイスカテゴ リー内に指定） を Active Directory 内に作成します。 入力

内容は、 大文字／小文字の区別も含めて完全に一致していなければなり ません。

グループ ・ クエ リ用のアプライアンス名と ターゲッ ト ・ デバイス名は、 アプライア
ンスに保存されています。 AMP の SNMP カテゴ リーとデバイスカテゴ リーで指定し

たアプライアンス名と ターゲッ ト ・ デバイス名は、 内のオブジェク ト名と完全に一
致していなければなり ません。 各アプライアンス名と ターゲッ ト ・ デバイス名は、
大文字、 小文字を含む全アルファベッ ト （A-Z、 a-z）、 数字 （0-9）、 ハイフン （-） を

自由に混ぜて構成するこ とができます。 スペース、 ピ リオド （.） は使用できません。
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また名前を数字のみで構成するこ とはできません。 上記が Active Directory での制限

事項です。 以前のバージ ョ ンでは工場設定された RCM 名にスペースが入っているた

め、 AMP の SNMP カテゴ リーでスペースを削除してスイ ッチング ・ システム名を編

集し直す必要があ り ます。

5. グループ ・ コンテナ組織ユニッ ト下にグループ （１つまたは複数） を作成します。

6. ユーザー名、 ターゲッ ト ・ デバイス、 アプライアンス ・ オブジェク ト を手順 5 で作

成したグループに加えます。

7. アクセス制御属性を実行する上で必要な各属性値を指定します。 例えば、 アクセス制
御属性フ ィールド内の info を属性と して使用し、 グループ ・ オブジェク ト内の注プ

ロパティを使用してアクセス制御属性を実行する場合、 Active Directory 内の注の属性

の値は、 グループ ・ オブジェク トに関してはアクセス ・ レベル 3 種 （KVM ユー

ザー、 KVM ユーザー管理者、 または KVM アプライアンス管理者） のうちのどれか

になり ます。 設定が行われる と、 グループのメンバーは指定されたアクセス ・ レベル
に従ってアプライアンスやターゲッ ト ・ デバイスにアクセスできるよ うにな り ます。

ローカル ・ ユーザー ・ アカウン トの管理

ユーザーカテゴ リーにはアプライアンス ・ ユーザー ・ データベース内のユーザー名とア
クセス ・ レベルが一覧されています。 このカテゴ リーから、 ユーザー ・ アカウン トの追
加、 変更、 削除を実行するこ とができます。 またセキュ リ ティ ・ ロ ッ クアウ ト機能も こ
のカテゴ リーから管理します。

このカテゴ リー内のフ ィールドは、 認証と承認の両方に LDAP を使用している場合には

無効になり ます。 LDAP を認証のみに使用している場合は、 このカテゴ リーでユーザー

の追加と変更ができますが、 ユーザーのアクセス制御リ ス ト を設定する場合のみに限ら
れます （このモードではパスワード欄は無効になっています）。

アクセス・ レベル

ユーザー ・ アクセス ・ レベルには、 ユーザー、 ユーザー管理者、 アプライアンス管理者
の 3 種があ り ます。 ユーザー ・ アクセス ・ レベルでは、 個々のターゲッ ト ・ デバイスへ

のアクセスをユーザーに割り当てるこ とができます。

これら 3 種のアクセス・ レベルで実行されるアプライアンス操作のタイプは表 5.1 のと お

り です。
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ユーザーの追加 ・変更は以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. ユーザーカテゴ リーを選択します。

図 5.11: AMP のユーザー設定項目

表 5.1: GCM4、 GCM2、 または RCM アプライアンスのアクセス ・ レベル

操作 アプライアンス管理者 ユーザー管理者 ユーザー

他のユーザーのプリエンプ ト すべて 同等またはそれ以下 不可

ネッ トワーク／グローバル値の設定 可 不可  不可

ファームウェアの再起動／アップグレード 可 不可  不可

ユーザー ・ アカウン トの管理 可 可  不可

ターゲッ ト ・ デバイス ・ 状態のモニター 可 可  不可

ターゲッ ト ・ デバイスへのアクセス 可 可  管理者が指定
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3. 下記のいずれかの手順に従ってく ださ い：

• 新規ユーザーを追加するには追加ボタンをク リ ッ ク します。 「ユーザーの追加」
ウ ィンド ウが開きます。

• ユーザーを変更するには、 ユーザー名を選択して変更ボタンをク リ ッ ク します。
「ユーザーの変更」 ウ ィ ンド ウが開きます。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ユーザーを追加するには、 該当のユーザー名とパスワードを入力した後、 確認の
ためパスワードの確認 フ ィールドにパスワードをも う一度入力します。

• ユーザーを変更する場合、 必要であればパスワード も変更します。

グローバル - 認証カテゴ リーで認証のみに LDAP を使用が選択されている場合、

パスワード欄は無効になっておりユーザーのアクセス権のみが使用されます。

5. このユーザーに対する必要なアクセス ・ レベルをプルダウン ・ メニューから選択し
ます。 ユーザーオプシ ョ ンを選択する と、 アクセス権ボタンが表示されます。 

a. 個々のターゲッ ト ・ デバイスに対するこのユーザーのアクセス権を選択するに
は、 アクセス権ボタンをク リ ッ ク します。 「ユーザー ・ アクセス権」 ウ ィンド ウ
が開きます。

b. ターゲッ ト ・ デバイスへのアク セス権を追加するには、 左（ アク セス不可） コ
ラ ムから ターゲッ ト ・ デバイスを１ つ以上選択します。 追加ボタンをク リ ッ ク
します。

c. ターゲッ ト ・ デバイスへのアクセスを削除するには、 右（ アク セス許可） コラム
からターゲッ ト ・ デバイスを１ つ以上選択します。削除ボタンをク リ ッ ク します。 

d. このユーザーのターゲッ ト ・ デバイスアクセス権が右 （アクセス許可） コ ラム内
で適切な状態になるまで手順 b と c を繰り返し、 設定が整ったら OK をク リ ッ ク

します。

6. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

ユーザーの削除は以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. ユーザーカテゴ リーを選択します。

3. 削除したいユーザーを選択します。

4. 削除ボタンをク リ ッ ク します。 削除の確認を求める メ ッセージが表示されます。 

5. はいをク リ ッ ク して削除を確認します。
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6. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

NOTE: ユーザーの追加、 変更、 削除の操作は、 すべて一緒に同時に保存することができます。 これを行うに

は、 変更がすべて終了した時点で AMP の適用ボタンまたは OK ボタンをク リ ッ クします。

ユーザー・ アカウント のロッ クとロッ ク解除

セキュ リ ティ ・ ロ ッ クアウ ト機能が有効になっていて、 無効なパスワードが 5 回続けて

入力された場合には、 このユーザー ・ アカウン トは一定の時間、 またはロ ッ ク解除やア
プライアンスの再起動が行われるまで使用不可能になり ます。 ロ ッ クアウ ト されたユー
ザーがロッ クアウ ト期間中にログインしよ う とする と、 エラー ・ メ ッセージが表示され
ます。 AMP ユーザーカテゴ リーのロ ッ クアウ ト されたユーザー名の横に、 閉じた状態の

ロッ クのアイコンが表示されます。 セキュ リ ティ ・ ロ ッ クアウ トは、 有効な場合はアプ
ライアンス上の全ローカル ・ ユーザー ・ アカウン トに適用されますが、 LDAP ユーザー

には適用されません。

ロ ッ クアウ ト期間はアプライアンス管理者によ り指定されます。 ユーザー管理者はユー
ザー ・ アカウン トのみをロ ッ ク解除でき、 アプライアンス管理者は全タイプのアカウン
ト をロ ッ ク解除できます。 

セキュ リ ティ ・ ロ ッ クアウ ト機能が無効になっている場合にはユーザーのロッ クアウ ト
は起こ り ません。 セキュ リ ティ ・ ロ ッ クアウ ト を無効にしても、 既にロ ッ クアウ ト され
ているユーザーに影響が及ぶこ とはあ り ません。

セキュ リ ティ ・ ロ ッ クアウ ト機能をオン／オフにするには以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. ユーザーカテゴ リーを選択します。

3. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• ロ ッ クアウ トの有効化チェッ ク ・ ボッ クスをク リ ッ ク します。 期間フ ィールドに
ロ ッ クアウ ト時間数 （1 ～ 99） を入力します。

• ロ ッ クアウ トの有効化チェッ ク ・ ボッ クスの選択を解除します。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。
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アカウン トのロ ッ クを解除するには以下の手順で行います。

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. ユーザーカテゴ リーを選択します。 

3. ロ ッ ク解除するユーザーを選択します。

4. ロ ッ ク解除ボタンをク リ ッ ク します。

5. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

アプライアンスを再起動した場合、 また既定のロッ クアウ ト期間が経過した場合は、
ロ ッ クアウ ト ・ ユーザーはロッ ク解除されます。

ユーザー ・ セッシ ョ ンの管理

状態タブには、 現在有効になっているビデオ ・ ビューアー ・ セッシ ョ ンとバーチャル ・
メディア ・ セッシ ョ ンに関する情報が表示されます。 セッシ ョ ン情報の各行には以下が
含まれます ：

• セッシ ョ ンの状態。 バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンにロ ッ ク されている KVM
セッシ ョ ンにはロ ッ ク ・ アイコンが表示され、 予約されているバーチャル ・ メディ
ア ・ セッシ ョ ンには予約アイコンが表示されます。

• セッシ ョ ンにログインしているユーザー名。

• このセッシ ョ ンが有効になってからの経過時間 （時 ： 分 ： 秒）。 セッシ ョ ンが 24 時

間以上有効になっている場合は、 日数が他の時間表示の前に表示されます。 例えば、
セッシ ョ ンが 2 日 3 時間 7 分 52 秒にわたって有効である場合、 「2d 3:07:52」 と表示

されます。

• セッ ショ ン・ タ イプ（ バーチャル・ メ ディ ア・ セッ ショ ンおよび KVM セッ ショ ン

の両方を含む）。 こ のセッ ショ ン状態には KVM（ ステルス ） などのビデオ・ セッ

ショ ン・ タ イプも 表示さ れます。 セッ ショ ン・ タ イプの詳細については表 4.1 を参

照してく ださ い。

• こ のセッ ショ ンが接続さ れているターゲッ ト ・ デバイス名。 セッ ショ ンの接続が
CO ケーブルで行われており データベースにターゲッ ト ・ デバイス名がない場合に

は、 CO ケーブルの eID が表示さ れます。 セッ ショ ンがカスケード ・ スイ ッチに接

続さ れている場合、 CO ケーブル eID、 アプラ イアンス名、 チャンネル番号が表示さ

れます。

• このセッシ ョ ンに接続されている リモート ・ ク ラ イアン トの IP アドレス。
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.

図 5.12: AMP の状態タブ

ユーザー ・ セッシ ョ ンの接続を解除するには、 以下の手順で行います ：

1. AMP の状態タブをク リ ッ ク します。

2. 接続を解除したいユーザー ・ セッシ ョ ン （１つあるいは複数） をク リ ッ ク します。
Shift キーまたは Ctrl キーを使用して複数のユーザー ・ セッシ ョ ンを選択します。

3. セッ ショ ンの接続解除ボタンをク リ ッ ク します。 接続解除コマンド の確認を求める
メ ッ セージが表示されます。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• はいをク リ ッ ク し、 ユーザーの接続を解除します。

• いいえをク リ ッ ク して削除をキャンセルします。
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コンバーシ ョ ン ・ オプシ ョ ン設定項目の表示および変更 

コンバーシ ョ ン ・ オプシ ョ ンカテゴ リーには、 入力ポート番号、 ID, タイプ、 言語、 状態

を含む各 CO ケーブルの情報が表示されます。 状態には以下の種類があ り ます ：

• 緑色の○ = CO ケーブルはオンラインです

• 黄色の○ = CO ケーブルはアップグレード中です

• 赤い× = CO ケーブルはオフラインです

CO ケーブルの情報を表示するには以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. コンバーシ ョ ン ・ オプシ ョ ンカテゴ リーを選択します。

図 5.13: AMP のコンバーシ ョ ン ・ オプシ ョ ン設定項目
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オフラインのコンバーシ ョ ン ・ オプシ ョ ンを リ ス トから削除するには、 以下の手順で行
います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. コンバーシ ョ ン ・ オプシ ョ ンカテゴ リーを選択します。

3. オフラインのク リ アをク リ ッ ク します。

USB CO ケーブルから送信される言語を変更するには、 以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. コンバーシ ョ ン ・ オプシ ョ ンカテゴ リーを選択します。

3. 言語をク リ ッ ク します。

4. 一覧からキーボード ・ レイアウ ト を選択します。

5. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK をク リ ッ ク し、 キーボード ・ レイアウ ト を選択します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 言語を変更せずに AMP に戻り ます。

6. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

すべてのコンバーシ ョ ン ・ オプシ ョ ンは新たな言語で報告されます。

SNMP の使用

SNMP カテゴ リーでは SNMP の一般設定情報を指定します。 SNMP - ト ラ ップサブカテ

ゴ リーには、 各ト ラ ップの状態 （有効／無効） が表示されます。

SNMP （シンプルネッ ト ワークマネージメン トプロ ト コル） は、 ネッ ト ワーク管理アプ

リ ケーシ ョ ンとアプライアンスの間で管理情報を通信するために使用されるプロ ト コル
です。 SNMP 管理アプリ ケーシ ョ ン （Tivoli および HP OpenView など） は、 MIB-II （マ

ネージメン ト ・ インフォーメーシ ョ ン ・ ベース） や企業 MIB の公共部分にアクセスする

こ とによ りアプライアンス との通信が可能になり ます。 MIB-II は、 SNMP 管理アプ リ

ケーシ ョ ンの多くがサポートする標準的な MIB です。 下記を実行するこ とができます ：

• SNMP 操作の有効化／無効化。

• スイ ッチング ・ システムの情報およびコ ミ ュニティ ・ ス ト リ ングの入力。 

• どのコンピューターでアプライアンスを管理するかの指定。 許可管理マネージャー
を １つ以上入力した場合は、 SNMP を使用しているアプライアンスをモニターでき

るのはこれらの IP アド レスのみとな り ます。 許可管理マネージャーを何も入力しな

いと、 SNMP 使用のアプライアンスはどの IP アドレスからでもモニターできます。
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• どのコンピューターでアプライアンスからの SNMP ト ラ ップを受信するかの指定。

ト ラ ップを受信するコンピューターを指定しないと ト ラ ップは送信されません。

SNMP を有効にする と、 ユニッ トは UDP （ユーザー ・データグラム ・ プロ ト コール = 
User Datagram Protocol） ポート 161 に対する SNMP 要求に応答します。 ポート 161 は、

SNMP メ ッセージの送受信に使用される標準 UDP ポートです。

AMP ではセキュアな （暗号化） ト ンネルの範囲で SNMP を使用してアプライアンスを

管理します。 このため、 UDP ポート 161 をファ イアウォール上で露出させる必要はあ り

ません。 サードパーティの SNMP ベース管理ソフ ト を使用しているアプライアンスをモ

ニターするには、 UDP ポート 161 を公開しておかなければな り ません。

SNMP の一般設定は以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. SNMP カテゴ リーを選択します。

図 5.14: AMP SNMP カテゴリー
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3. SNMP の有効化チェッ ク ・ ボッ クスを選択または選択解除します。

4. 名前フ ィールドに、 0 ～ 255 文字でアプライアンスの完全修飾ド メ イン名を入力しま

す。 連絡先フ ィールドに、 0 ～ 255 文字以内で連絡先情報を入力します。

5. コ ミ ュニティ名領域に 1 ～ 64 文字以内で読み取り、 書き込み、 およびト ラ ップ、 コ

ミ ュニティ名を入力します。 これらの名称は、 SNMP アクシ ョ ンで使用が必須と

なっているコ ミ ュニティー ・ ス ト リ ングを指定します。 読み取り と書き込みのス ト
リ ングは UDP ポート 161 に対する SNMP にのみ適用され、 アプライアンスへのアク

セスを保護するパスワードの役目を果たします。

6. 許可管理マネージャー領域に、 アプライアンスをモニターする SNMP 管理ソフ ト を

最大 4 種まで指定します。 あるいは、 この領域を空欄のままにして任意のコン

ピューターからアプライアンスをモニターできるよ うにしてもかまいません。

許可管理マネージャーを追加するには以下の手順で行います ：

a. 追加ボタンをク リ ッ ク します。 「許可管理マネージャー」 ウ ィンド ウが開きます。

b. 管理を実行するコンピューターの IP アドレスを入力します。

c. OK をク リ ッ ク し、 管理用コンピューターを追加します。

許可管理マネージャーを変更するには以下の手順で行います ：

a. 許可管理マネージャーリ ス トから項目を選択し、 変更ボタンをク リ ッ ク します。
「許可管理マネージャー」 ウ ィ ンド ウが開きます。

b. 必要に応じて入力内容を変更します。

c. OK をク リ ッ ク してこの変更を保存します。

許可管理マネージャーを削除するには以下の手順で行います ：

a. SNMP 管理ソフ ト リ ス トから ソフ ト を １つ以上選択し、 削除ボタンをク リ ッ ク

します。 削除の確認を求める メ ッセージが表示されます。

b. はいをク リ ッ ク して削除を承認します。

7. ト ラ ッ プ送信先領域に、 こ のアプラ イアンスのト ラ ッ プ送信先を最大 4 つまで指定

します。

ト ラ ップ送信先を追加するには以下の手順で行います ：

a. 追加ボタンをク リ ッ ク します。 「 ト ラ ップ送信先」 ウ ィンド ウが開きます。

b. ト ラ ップ送信先の IP アドレスを入力します。

c. OK をク リ ッ ク し、 ト ラ ップ先を追加します。

ト ラ ップ送信先を変更するには以下の手順で行います ：

a. ト ラ ップ送信先リ ス トから送信先を １つ以上選択し、 変更ボタンをク リ ッ ク しま
す。 「 ト ラ ップ送信先」 ウ ィンド ウが開きます。

b. 必要に応じて入力内容を変更します。

c. OK をク リ ッ ク してこの変更を保存します。

ト ラ ップ送信先を削除するには以下の手順で行います ：
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a. ト ラ ップ送信先リ ス トから送信先を選択し、 削除ボタンをク リ ッ ク します。 削除
の確認を求める メ ッセージが表示されます。

b. はいをク リ ッ ク して削除を承認します。

8. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

9. 適用または OK をク リ ッ クする と、 再起動のッ確認を求める メ ッセージが表示され

ます。 新しい設定は再起動するまで適用されません。 下記のいずれかの手順に従っ
てください ：

• はいをク リ ッ ク し、 アプライアンスを再起動します。 AMP には状態が表示され、

再起動の完了も表示されます。

• いいえを選択し、 後で再起動します。

SNMP ト ラッ プの管理

SNMP ト ラ ップはアプリ アンスが管理コンピューターに送信する通知で、 アプライアン

ス内でイベン トが発生し何らかの処置が必要となっているこ とを知らせるために発信さ
れます。 どの SNMP ト ラ ップを管理コンピューターに送信するかを指定するこ とができ

ます。 これには対応のチェッ ク ・ ボッ クスをク リ ッ ク します。 またはト ラ ップすべてを
有効／無効にするこ と もできます。 GCM4、 GCM2、 および RCM アプライアンスには企

業ト ラ ップがあ り ます。 これらの ト ラプを正し く理解するには IBM Web サイ トから対応

する ト ラ ップ MIB をダウンロード します。

SNMP ト ラ ップをオン／オフにするには以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. SNMP - ト ラ ップのサブカテゴ リーを選択します。 ト ラ ップの一覧が表示されます。

現在有効な ト ラ ップのみが選択可能です。 無効になっている ト ラ ップを選ぶこ とは
できません。
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図 5.15: AMP SNMP - ト ラ ップ ・ サブカテゴリー

3. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 各ト ラ ップ ・ チェ ッ ク ・ ボッ クスを選択または選択解除します。

• すべての ト ラ ップを有効にするにはすべて有効化ボタンをク リ ッ ク します。

• すべての ト ラ ップを無効にするにはすべて無効化ボタンをク リ ッ ク します。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。
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ターゲッ ト ・ デバイスの接続情報の表示

デバイスカテゴ リーには、 各ターゲッ ト ・ デバイスの接続情報が下記のよ うに表示され
ます ：

• CO - CO ケーブルの eID が表示されます。

• カスケード ・ スイ ッチ - アプライアンス とその全チャンネルが表示されます。

• デバイス接続なし  - 「なし」 が表示されます。

デバイスカテゴ リーをはじめて選択した場合は、 ソフ ト ウェア ・ データベースに存在す
るターゲッ ト ・ デバイスばかりでな く、 これらのターゲッ ト ・ デバイスがどのよ うに指
定のアプライアンスに接続されているかに関する情報も AMP によ り検索されます。 接

続コラムには現在のターゲッ ト ・ デバイス接続が表示されます。 これは、 CO ケーブル

またはカスケード ・ スイ ッチのいずれかへの接続になり ます。 CO ケーブルに接続され

ている場合、 CO ケーブル eID が接続コラムに表示されます。 カスケード ・ スイ ッチに

接続されている場合、 そのカスケード ・ スイ ッチと全チャンネルが表示されます。 現在
このパスに接続されているユニッ トがない場合には、 このフ ィールドには 「なし」 と表
示されます。 

ターゲッ ト ・ デバイスのハイパーリ ンクをク リ ッ クする とビデオ ・ ビューアーが開き
ます。

このカテゴリ ーでは、 コンピューターのデータベースをアプライアンスのデータベースと
再同期化するこ と ができます。 詳細については図 5.16（ ページ 94） を参照してく ださい。

ターゲッ ト ・ デバイス名の変更

デバイスカテゴ リーでは、 アプライアンス上と ク ラ イアン ト ・ データベース内双方の
ターゲッ ト ・ デバイス名を変更するこ とができます。

ターゲッ ト ・ デバイス名の変更は以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。
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2. デバイスカテゴ リーを選択します。

図 5.16: AMP 設定 - デバイス

3. リ ス トから変更したいターゲッ ト ・ デバイスを選択します。 ターゲッ ト ・ デバイス
は一度に一つずつしか変更できません。

4. 変更をク リ ッ ク します。

5. ポップアップ ・ ウ ィ ンド ウに、 ターゲッ ト ・ デバイスの現在名が、 アプライアンス
と ク ラ イアン ト ・ データベース両方で保存されている形で （同一名ではない場合が
あ り ます） 表示されます。

6. ターゲッ ト ・ デバイスの新しい名前を新しい名前フ ィールドに入力します。

7. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• OK をク リ ッ ク してターゲッ ト ・ デバイス名を変更します。

• キャンセルをク リ ッ ク して現在のターゲッ ト ・ デバイス名を維持します。

8. 変更したい各ターゲッ ト ・ デバイス名について手順 3 ～ 7 を繰り返します。
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9. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

ターゲッ ト ・ デバイス・ リ スト の再同期化

ローカル ・ ユーザーが OSCAR インターフェイスを介してアプライアンス上のターゲッ

ト ・ デバイス名を変更した場合や、 CO ケーブルを追加／削除した場合は、 ターゲッ ト ・

デバイス ・ リ ス ト を再同期化する必要が生じるこ とがあ り ます。 名前の詳細については、
「ターゲッ ト ・ デバイスの命名法」 （ページ 4） を参照して ください。

再同期化が開始される前に、 アプライアンスの現在の設定に一致させるためにデータ
ベースが更新される旨の警告メ ッ セージが表示されます。 この警告メ ッ セージ内には
チェッ ク ・ ボッ ク スがあり 、 こ こでオフラインの CO ケーブルも含めるかどう かを選択で

きます。 有効化されていれば、 CO ケーブルに関連するオフラインのターゲッ ト ・ デバイ

スも含まれます。 無効の場合にはオフラインの CO ケーブルは含まれず、 これらのケーブ

ルに関連するデータベース内の既存のターゲッ ト ・ デバイスはすべて削除されます。

この手順では VCS ク ライアン トのみが再同期化されます。 複数のコンピューターがソフ

ト ウェアを使用している場合に各データベースの同一化を図るには、 再同期化したロー
カル ・ データベースを保存して他のコンピューターに復元します。

ターゲッ ト ・ デバイス ・ リ ス ト を再同期化するには以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. デバイスカテゴ リーを選択します。

3. 再同期化ボタンをク リ ッ ク します。 再同期化ウ ィザードが開きます。 次へをク リ ッ
ク します。

4. アプライアンスの現在の設定に一致させるためにデータベースが更新される旨の警
告メ ッセージが表示されます。 オフラインのコンバーシ ョ ン ・ オプシ ョ ンを含みま
すチェッ ク ・ ボッ クスを選択または選択解除します。 次へをク リ ッ ク します。

5. 「アプライアンスのポーリ ング中」 のメ ッセージが現れ、 アプライアンス情報取得の
進行状態を示すバーが表示されます。

6. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• アプライアンス内で変更が検出されなかった場合は、 この旨を告げる完了メ ッ
セージが表示されます。 OK をク リ ッ ク します。

• ターゲッ ト ・ デバイスに変更が検出される と、 「変更が検出されました」 ウ ィ ン
ド ウが開きます。 次ヘ をク リ ッ ク してデータベースを更新します。
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• カスケード ・ スイ ッチが検出された場合は、 「カスケード ・ スイ ッチの情報を入
力する」 のウ ィンド ウが表示されます。 アプライアンスに接続されているカス
ケード ・ スイ ッチのタイプをプルダウン ・ メニューから選択します。 使用したい
種類がない場合は、 追加ボタンでその項目を追加できます。 詳細については、
「カスケード ・ スイ ッチ接続の設定」 （ページ 96） を参照して ください。 次へを

ク リ ッ ク します。 

7. 「完了」 ウ ィ ンド ウが開きます。 完了をク リ ッ ク して終了します。

カスケード ・ スイッチ接続の設定

カスケード ・ スイ ッチカテゴ リーには、 CO ケーブル eID、 カスケード ・ スイ ッチ ・ タ イ

プ、 および各スイ ッチの接続先ポート を含むティアド ・ カスケード ・ スイ ッチ情報が表
示されます。

カスケード ・ スイ ッチ接続の設定は以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。

2. カスケード ・ スイ ッチカテゴ リーを選択します。

図 5.17: AMP 設定 - カスケード ・ スイ ッチ
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3. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• カスケード ・ スイ ッチ横のプルダウン ・ リ ス ト をク リ ッ ク し、 割り当てるカス
ケード ・ スイ ッチタイプを選択します。

• プルダウン ・ リ ス トに該当のカスケード ・ スイ ッチタイプがない場合には、 追加
ボタンをク リ ッ ク してカスケード ・ スイ ッチを既存のカスケード ・ スイ ッチ リ ス
トに追加して ください。 「カスケード ・ スイ ッチの追加」 ウ ィンド ウが開きます。

カスケード ・ スイ ッチ名を入力し、 リ ス トからスイ ッチのタイプを選択します。

OK をク リ ッ ク し、 カスケード ・ スイ ッチを追加します。 これでこのカスケー

ド ・ スイ ッチは既存のカスケードスイ ッチリ ス トおよびカスケードスイ ッチプル
ダウン ・ リ ス トに加えられます。

4. 設定が必要な各カスケード ・ スイ ッチについて手順 3 を繰り返します。

5. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。

アプライアンスおよび CO ケーブル ・バージ ョ ン情報の表示

バージ ョ ンカテゴ リーにはファームウェアのバージ ョ ン番号が表示されます。

バージ ョ ン  - ハードウェアサブカテゴ リーにはユニッ トのハード ウェア ・ コンポーネン

トのバージ ョ ン番号が表示されます。

バージ ョ ン  - コンバーシ ョ ン ・ オプシ ョ ンサブカテゴ リーには CO ケーブルのバージ ョ

ン情報が表示されます。 このカテゴ リーでは CO ケーブルを個々に表示／アップグレー

ドするこ とができます。

ライセンス ・ アプライアンスでのオプシ ョ ン

AMP のライセンス ・ オプシ ョ ンカテゴ リー をク リ ッ クする と、 「ラ イセンス ・ オプシ ョ

ン」 ウ ィ ンド ウが開きます。 このウ ィンド ウでは、 GCM4、 GCM2、 または RCM ファー

ムウェアで利用可能オプシ ョ ンを設定します。 「ラ イセンス ・ オプシ ョ ン」 ウ ィンド ウに

は GCM4、 GCM2、 または RCM で利用可能なオプシ ョ ンの一覧、 また各オプシ ョ ンがラ

イセンスキーによ り有効化されているかど うかが示されます。

GCM4、 GCM2、 または RCM アプライアンスのライセンス許可を受けるには、 以下の手

順で行います ：

1. AMP 左コラム内のライセンス ・ オプシ ョ ンカテゴ リーをク リ ッ ク します。

2. ウ ィンド ウ右側の追加ボタンをク リ ッ ク し、 新たな GCM4、 GCM2、 または RCM オ

プシ ョ ンを追加します。 「キーの入力」 ウ ィンド ウが開きます。
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3. ライセンスキーの番号を入力します。 ラ イセンスキーは 20 文字の構成で、 大文字／

小文字の区別があ り ます。

4. OK をク リ ッ ク します。 ライセンス認可を受けよ う と しているオプシ ョ ンのキー番号

が有効であれば、 「オプシ ョ ン名」 の欄にライセンスの種類が、 そして該当のライセ
ンス ・ オプシ ョ ンの 「オプシ ョ ンの有効化」 の欄に 「はい」 が表示されます。

NOTE: 現在は LDAP 認証のオプシ ョ ンのみが使用可能となっています。

フ ァームウェアのアップグレード

GCM4、 GCM2、 RCM アプライアンス、 または CO ケーブル用のファームウェアはアッ

プグレードが可能です。

ファームウェ アの自動アッ プグレード

CO ケーブル ・ ファームウェアのアップグレードが自動的に行われるよ う AMP を設定す

るこ とができます。

CO ケーブル ・ ファームウェアの自動アップグレードをオンにするには、 以下の手順で

行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。
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2. バージ ョ ン  - コンバージ ョ ン ・ オプシ ョ ンサブカテゴ リーを選択します。

図 5.18: コンバージ ョ ン ・ オプシ ョ ンのアップグレード

3. 「すべてのコンバージ ョ ン ・ オプシ ョ ンに対して自動アップグレードを有効化」
の横のチェ ッ ク ・ ボッ クスにチェッ ク印をつけます。

4. 下記のいずれかの手順に従ってください ：

• 適用をク リ ッ ク し、 AMP を終了せずに変更内容をすべて保存します。

• OK をク リ ッ ク し、 変更内容をすべて保存して AMP を閉じます。

• キャンセル をク リ ッ ク し、 変更を保存せずに AMP を終了します。
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GCM4、 GCM2、 または RCM アプライアンス・ ファームウェアのアッ プグレード

アプライアンス ・ ファームウェアのアップグレードは以下の手順で行います ：

1. AMP でツールタブをク リ ッ ク します。 

2. アプライアンスのファームウェアのアップグレードボタンをク リ ッ ク します。

AMP の 「設定項目」 タブで変更を加えてあってもまだ適用していない場合は、 アッ

プグレードの承認を求める メ ッセージが表示されます。 ファームウェアのアップグ
レード後はアプライアンスの再起動が必要で、 この場合、 再起動前に保存していな
い変更はすべて無効とな り ます。

アップグレードの前に 「設定項目」 タブでの変更を適用するには、 以下の手順で行
います ：

a. いいえをク リ ッ ク してアプライアンス ・ ファームウェアのアップグレードをキャ
ンセルします。

b. 適用をク リ ッ ク します。

c. この処理の手順 2 に進むか、 またははいをク リ ッ ク して保留中 （適用前） の変更

を廃棄します。

3. 「ファームウェアのアップグレード」 ウ ィ ンド ウが開きます。 ファ イル転送には
TFTP または ASMP を指定できます。 RCM アプライアンスのアップグレードでは

TFTP オプシ ョ ンのみが利用可能です。

TFP を使用するには以下の手順で行います ：

a. TFTP サーバーラジオボタンを選択します。

b. TFTP サーバー IP アド レスフ ィールドに、 ファームウェアのインス トール先で

ある TFTP ターゲッ ト ・ デバイスの IP アドレスを入力します。 

c. ファームウェアのファイル名フ ィールドにファームウェア ・ ファ イル名を入力し
ます。

d. アップグレードボタンをク リ ッ ク します。 AMP は状態を ト ラ ッ ク して表示し

ます。

4. ASMP を使用するには以下の手順で行います ：

a. ファ イル ・ システムラジオボタンを選択します。

b. 参照を選択し、 ファームウェア ・ ファ イルの転送先を指定します。 

c. アップグレードボタンをク リ ッ ク します。 AMP は状態を ト ラ ッ ク して表示し

ます。
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5. アップグレードが完了する と、 再起動の確認を求める メ ッセージが表示されます。
下記のいずれかの手順に従ってください ：

• はいをク リ ッ ク し、 アプライアンスを再起動します。 再起動後、 AMP はアプラ

イアンス との間のセキュアな管理接続を再確立します。

• いいえを選択し、 後に再起動します。 新しいファームウェアを使用するには再起
動しなければなり ません。

6. 閉じるをク リ ッ ク し、 「ファームウェアのアップグレード」 ウ ィ ンド ウを終了します。

重要事項 ： GCM2 ／ GCM4 アプライアンスのアップグレード中はアプライアンスをオフ

にしないでください。

CO ケーブル・ ファームウェ アのアッ プグレード

CO ケーブルのアップグレードは、 個々に、 あるいは CO ケーブル ・ タイプ別にグループ

で同時に行う こ とができます。 アップグレードが始まる と、 現在の状態が表示されます。

特定タイプの CO ケーブルすべてのアップグレードを選択した場合には、 このタイプの

アップグレードを完了した後でなければ別タイプの CO ケーブル ・ アップグレードは開

始できません。 ただし、 個別の CO ケーブル ・ ファームウェア ・ アップグレードを複数

並行して行う こ とはできます。

複数の CO ケーブルのファームウェア ・ アップグレードを同時に行うには、 以下の手順

で行います ：

1. AMP でツールタブをク リ ッ ク します。 

2. コンバーショ ン・ オプショ ンのファームウェアのアッ プグレード ボタンをク リ ッ ク し
ます。「 コンバーショ ン・ オプショ ンのファームウェアのアッ プグレード 」 ウィ ンド
ウが開きます。

3. アップグレードする各 CO ケーブル ・ タイプの横にあるチェ ッ ク ・ ボッ クスを選択

します。 （CO ケーブル ・ タイプのチェッ ク ・ ボッ クスを選択できるのは、 該当の

ファームウェアに最新のバージ ョ ンがある場合のみです。 これは 「アップグレード
の必要があ り ます」 欄に表示されます。 特定タイプの CO ケーブル （１つ以上） で

アップグレードが必要な場合、 このタイプを選択してアップグレードを行います。
CO ケーブル ・ タイプに最新のファームウェアがない場合には、 このタイプに対応す

るチェッ ク ・ ボッ クスは選択できないよ うになっています。）

4. アップグレードをク リ ッ ク します。 各 CO ケーブル ・ アップグレードの状態に従っ

て、 状態欄には 「進行中」、 「成功しました」、 あるいは 「失敗しました （理由を含
む）」 が表示されます。 選択された CO ケーブル ・ タイプのすべてがアップグレード

されるまで、 「ファームウェアのアップグレードは現在進行中です」 のメ ッセージが

表示されます。 

5. 完了する と、 アップグレード完了の確認を求める メ ッセージが表示されます。 確認
が済むと、 アップグレードボタンは再び使用可能になり ます。 

6. 閉じるをク リ ッ ク し、 「CO ファームウェアのアップグレード」 ウ ィ ンド ウを終了し

ます。



102        Virtual Console Software インス ト レーシ ョ ン／ユーザーガイ ド
CO ケーブル ・ ファームウェアを個々にアップグレードするには以下の手順で行います ：

1. AMP で設定項目タブをク リ ッ ク します。 

2. バージ ョ ン  - コンバージ ョ ン ・ オプシ ョ ンサブカテゴ リーを選択します。

3. ファームウェア情報を参照するには、 eID プルダウン ・ メニュー ・ リ ス トから CO
ケーブルを選択します。 各表示は、 CO ケーブルがどこに接続されているかによ り、

ポート番号、 eID、 ターゲッ ト ・ デバイス名もし くはカスケード ・ スイ ッチ名の組み

合わせになっています。 CO ケーブルがどこにも接続されていない場合、 メニューに

はなしが表示されます。 CO ケーブルを選択する と、 ファームウェア情報が情報

フ ィールドに一覧表示されます。

4. 表示されたファームウェア情報を利用可能なファームウェアフ ィールド と比較し、
この CO ケーブルにファームウェア ・ アップグレードが存在するかど うかを参照し

ます。 （現在の使用バージ ョ ンと利用可能なバージ ョ ンが同じであっても、 ファーム
ウェアを読み込むこ とができます。 一部の場合には、 CO ケーブルのバージ ョ ンを互

換性のある以前のバージ ョ ンに戻すこ と もできます。） ファームウェアの読み込みボ
タンをク リ ッ ク します。

5. ファームウェアのアップグレードが始ま り ます。 アップグレード中は、 ファーム
ウェアのアップグレードフ ィールドの下に進行状態を示すメ ッセージが表示されま
す。 アップグレードが完了する と、 アップグレードの成功または失敗 （この場合に
は理由も含めて） を告げる メ ッセージが表示されます。

6. アップグレードする各 CO で、 3 ～ 5 の手順を繰り返します。

7. 完了したら OK をク リ ッ ク します。

アプライアンスの再起動

「アプライアンスの再起動」 ツールで、 アプライアンスの再起動が指示されます。 アプラ
イアンスは、 再起動前にク ライアン トの全接続に対して接続解除のメ ッセージをブロー
ドキャス ト します。

アプライアンスの再起動は以下の手順で行います ：

1. AMP でツールタブをク リ ッ ク します。 

2. アプライアンスの再起動ボタンをク リ ッ ク します。 再起動の確認を求める メ ッセー
ジが表示されます。 はいをク リ ッ ク して再起動を確認します。 アプライアンスは接
続中のク ライアン ト全員に警告を送信し、 再起動を行います。

3. AMP が閉じます。
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アプライアンス設定データベースの管理

アプライアンスの全設定はアプライアンス設定データベースに保存されています。（ ユー
ザー・ アカウント 情報はユーザー・ データベースに保存されています。 詳細については

「 アプライアンス・ ユーザー・ データベースの管理」（ ページ 105） を参照してく ださい。）

アプライアンスの設定データベースの保存

「アプライアンスの設定の保存」 ツールは、 アプライアンスの設定データを本ソフ ト ウェ
ア稼動コンピューター上のファイルに保存します。

ファ イルは保存処理中暗号化され、 データベースを保存する際にはパスワードを作成す
るよ う求められます。 ファ イルを復元するにはこのパスワードが必要になり ます。

設定内容をアプライアンスからファ イルに保存するには、 以下の手順で行います ：

1. AMP でツールタブをク リ ッ ク します。 

図 5.19: AMP ツール ・ タブ
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2. アプラ イアンスの設定の保存ボタンをク リ ッ ク し ます。「 アプラ イアンス設定の保
存」 ウィ ンド ウが開きます。

3. 参照をク リ ッ ク し、 設定ファイルを保存する場所を開きます。 保存場所は保存先
フ ィールドに表示されています。

4. 保存をク リ ッ ク します。 「パスワードの入力」 ウ ィ ンド ウが開きます。

5. パスワードフ ィールドにパスワードを入力し、 パスワードの確認フ ィールドにも う
一度入力します。 このパスワードは、 データベースをアプライアンスに復元する際
に必要とな り ます。 OK をク リ ッ ク します。

6. アプライアンス設定データベース ・ ファ イルがアプライアンスから読み込まれ、 指
定した場所に保存されます。 進行状態を示すメ ッセージが表示されます。 保存が完
了する と、 完了の確認を求める メ ッセージが表示されます。 OK をク リ ッ ク し、

「ツール」 タブに戻り ます。

アプライアンスの設定データベースの復元

「アプライアンス設定の復元」 ツールは、 本ソフ ト ウェア稼動コンピューター上のファ イ
ルに以前に書き込んである設定データベースを、 アプライアンスに復元します。 データ
ベース ・ ファ イルの復元は、 このデータベースの元のファイルを有する保存元のアプラ
イアンスにでも、 同一タイプの別のアプライアンスにでも行う こ とができます。 これに
よ り新規アプライアンスの設定を手動で行う手間が省けます。

設定ファイルをアプライアンスに復元するには、 以下の手順で行います ：

1. AMP でツールタブをク リ ッ ク します。 

2. アプライアンスの設定の復元ボタンをク リ ッ ク します。 「アプライアンス設定ファイ
ルの復元」 ウ ィンド ウが開きます。 

3. 参照をク リ ッ ク し、 保存した設定ファイルの保存場所を開きます。 ファ イル名と保
存場所はファイル名フ ィールドに表示されています。

4. 復元をク リ ッ ク します。 「パスワードの入力」 ウ ィ ンド ウが開きます。

5. この設定データベースを保存した際に作成したパスワードを入力します。 OK をク

リ ッ ク します。

6. 設定ファイルがアプライアンスに書き込まれます。 進行状態を示すメ ッセージが開
きます。 システムの再起動を確認する メ ッセージが表示されます。 復元された設定
ファイルは再起動するまでは使用できません。 下記のいずれかの手順に従ってくだ
さい ：

• はい をク リ ッ ク し、 アプライアンスを再起動します。 AMP には状態が表示さ

れ、 再起動の完了も表示されます。

• いいえを選択し、 後に再起動します。
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アプライアンス ・ ユーザー ・ データベースの管理

ユーザー・アカウン トおよびアクセス権情報はすべてデータベースに保存されています。 

ファ イルは保存処理中暗号化され、 データベースを保存する際にはパスワードを作成す
るよ う求められます。 ファ イルを復元するにはこのパスワードが必要になり ます。

アプライアンスのユーザー・ データベースの保存

「アプライアンスのユーザー ・ データベースの保存」 ツールは、 アプライアンスでのユー
ザー ・ データベースを本ソフ ト ウェア稼動コンピューター上のファイルに保存します。

ユーザー ・データベースをアプライアンスからファ イルに保存するには、 以下の手順で
行います ：

1. AMP でツールタブをク リ ッ ク します。

2. アプライアンスのユーザー ・データベースの保存ボタンをク リ ッ ク します。 「アプラ
イアンスのユーザー ・データベースの保存」 ウ ィンド ウが開きます。 

3. 参照をク リ ッ ク し、 ユーザー ・ データベース ・ ファ イルを保存する場所を指定しま
す。 保存場所は保存先フ ィールドに表示されています。

4. 保存をク リ ッ ク します。 「パスワードの入力」 ウ ィ ンド ウが開きます。

5. パスワードフ ィールドにパスワードを入力し、 パスワードの確認フ ィールドにも う
一度入力します。 このパスワードは、 データベースをアプライアンスに復元する際
に必要とな り ます。 OK をク リ ッ ク します。

6. ユーザー ・データベース ・ ファ イルがアプライアンスから読み込まれ、 保存されま
す。 進行状態を示すメ ッセージが開きます。 保存が完了する と、 完了の確認を求め
る メ ッセージが表示されます。 OK をク リ ッ ク し、 「ツール」 タブに戻り ます。

アプライアンスのユーザー・ データベースの復元

「アプライアンス ・ ユーザー ・ データベースの復元」 ツールは、 本ソフ ト ウェア稼動コン
ピューター上のファイルに以前に書き込んであるユーザー設定データベースを、 アプラ
イアンスに復元します。 データベース ・ ファ イルの復元は、 このデータベースの元の
ファイルを有する保存元のアプライアンスにでも、 同一タイプの別のアプライアンスに
でも行う こ とができます。 これによ り新規アプライアンスのユーザー設定を手動で行う
手間が省けます。

ユーザー ・データベース ・ ファ イルをアプライアンスに復元するには、 以下の手順で行
います ：

1. AMP でツールタブをク リ ッ ク します。

2. アプライアンスのユーザー ・データベースの復元ボタンをク リ ッ ク します。 「アプラ
イアンスのユーザー ・データベースの復元」 ウ ィンド ウが開きます。

3. 参照をク リ ッ ク し、 保存したユーザー ・ データベース ・ ファ イルの保存場所を開き
ます。 ファ イル名と保存場所はファイル名フ ィールドに表示されています。
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4. 復元をク リ ッ ク します。 「パスワードの入力」 ウ ィ ンド ウが開きます。

5. このユーザー ・データベースを保存した際に作成したパスワードを入力します。
OK をク リ ッ ク します。

6. ユーザー ・データベース ・ ファ イルがアプライアンスに書き込まれます。 進行状態
を示すメ ッセージが開きます。 終了する と、 新たなユーザー ・データベースは即座
に （システムの再起動なしで） 使えるよ うにな り ます。



107

付録
付録 A ： VCS の更新

スイ ッチ ・ システムでの最適な作動が確保されるよ う、 ご使用の VCS バージ ョ ンが最新

版であるかど うかを IBM のウェブサイ トからご確認ください。

VCS の更新は以下の手順で行ってください。

1. http://www.ibm.com/pc/support/ から更新ファ イルをダウンロード して ください。

2. インス トーラをダブルク リ ッ ク します。 システムに前のバージ ョ ンの VC ソフ ト

ウェアが存在するかど うかが、 インス トーラによ りチェッ ク されます。

3. 下記のいずれかの手順に従ってください。

• 以前のバージ ョ ンは検出されず、 アップグレードへの同意を求めるウ ィンド ウが
表示された場合には、 継続をク リ ッ ク します。

• 以前のバージ ョ ンが検出され、 この製品に新たなバージ ョ ンがあるこ とを告げる
ウ ィンド ウが表示された場合は、 上書きをク リ ッ ク して更新を確定します。

• キャンセルをク リ ッ ク し、 アップグレードせずに終了します。

4. インス トールが開始します。 プログラム ・ ファ イル、 シ ョート カッ ト 、 環境変数、
レジス ト リへの入力事項 （Windows オペレーティング ・ システムの場合） が新しい

ファイルと現行バージ ョ ンの設定で、 インス トールまたは上書きされます。
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付録 B ： バーチャル ・ メディア

バーチャル・ メ ディ アと USB 2.0 の制約

GCM2、 GCM4、 LCM2 アプライアンスのバーチャル ・ メディア機能によ り、 接続されて

いるコンピューターの USB ポートへの接続が可能になり ます。 この機能を使用するこ と

によ り、 アプライアンスの場所にいるまたはリモート ・ ソフ ト ウェアを使用している
ユーザーは、 接続されているコンピューターから USB の CD ド ラ イブ、 ディ スク ・ ド ラ

イブまたはフラ ッシュ ・ ド ライブなどのローカルの USB 記憶装置にアクセスするこ とが

できます。

バーチャル・ メ ディ ア・ コンバーショ ン・ オプショ ン（ VCO） ケーブルは、 キーボード 、

マウス、 CD ド ラ イブ、 大容量記憶装置の 4 つの機能にアド レスする複合デバイスです。

CD ド ラ イブと 大容量記憶装置が、 バーチャル・ メ ディ ア・ セッ ショ ンがマッ プされてい

るかどう かに関係なく 、 ターゲッ ト ・ デバイスに表示されます。 メ ディ ア・ デバイスが
マッ プされていない場合は、 メ ディ アなしの状態で表示されます。 バーチャル・ メ ディ
アがターゲッ ト ・ デバイスにマッ プされていると 、 ターゲッ ト ・ デバイスで、 メ ディ ア
が挿入されたこ と が通知されます。 メ ディ ア・ デバイスのマッ プが解除されると 、 ター
ゲッ ト ・ デバイスで、 メ ディ アが取り はずされたこ と が通知さ れます。 このため、 USB
バーチャル・ デバイスは、 ターゲッ ト ・ デバイスから接続解除にはなり ません。

VCO ケーブルは、 キーボード とマウスを複合 USB 2.0 デバイス と して表示します。 この
ため、 BIOS で複合 USB 2.0 ヒ ューマン ・ インターフェイス ・デバイス （HID） をサポー
ト している必要があ り ます。 接続されたコンピューターの BIOS がこの種のデバイスを
サポート しない場合は、 オペレーティング ・ システムに USB 2.0 デバイス ・ ド ライバー
を組み込むまで、 キーボード とマウスが作動しない可能性があ り ます。 この場合は、
USB2.0 接続キーボードおよびマウス用の BIOS サポート を提供する BIOS アップデート
がコンピューター ・ メーカーから提供されている可能性があ り ます。

バーチャル・ メ モリ ーを使用したコンピューターの起動

多くの場合、 このバーチャル ・ メディアの機能によって、 接続されているコンピュー
ターをアプライアンスの USB ポートに取り付けられているデバイスから起動するこ とが

できます。 USB ポート を有する大部分のコンピューターではバーチャル ・ メディアを使

用できますが、 USB メディア ・ デバイスおよびシステム BIOS の一部に見られる制限に

よ り、 GCM2、 GCM4、 または LCM2 アプライアンスに取り付けられている USB デバイ

スからコンピューターを起動するこ とができない場合があ り ます。

バーチャル USB デバイスからの起動は、 ターゲッ ト ・ デバイスが外付けの複合 USB デ

バイスからの起動をサポートするかど うかによって決ま り ます。 また、 外付け USB2.0
による起動をサポートするオペレーティング ・ システムの CD が必要にな り ます。 以下

は、 外付け USB2.0 デバイスによる起動をサポートするオペレーティング ・ システムの

一覧の一部です ：

• Windows Server 2003

• Windows XP

• Windows 2000 Server、 Server Service Pack （SP4） インス トールまたは以降
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使用コンピューターでバーチャル ・ メディアから起動ができるかど うかを判定するには、
以下の手順に従ってください。

1. 起動可能な状態になっているオペレーティング ・ システムのインス トール CD を入

れた USB CD ド ラ イブを GCM2、 GCM4、 または LCM2 アプライアンスに接続して、

それをターゲッ ト ・ デバイスにマップします。 ターゲッ ト ・ デバイスを再起動して、
取り付けた CD ド ラ イブから起動するかど うか判定します。 外付け USB デバイスか

ら起動するには BIOS を設定する必要がある場合があ り ます。

2. ターゲッ ト ・ デバイスが起動しない場合は、 ターゲッ ト ・ デバイスの USB ポートに

USB CD ド ラ イブを接続して、 ターゲッ ト ・ デバイスを再起動します。 ターゲッ ト ・

デバイスが CD ド ラ イブから正常に起動する場合は、 その BIOS は複合 USB 2.0 デバ

イスからの起動をサポート していません。 ターゲッ ト ・ デバイスのメーカーのサ
ポート Web サイ ト を閲覧して、 複合 USB 2.0 デバイスからの起動をサポートする最

新版の BIOS が利用できるかど うか判断して ください。 可能な場合は、 BIOS を更新

し、 手順をも う一度行ってください。

3. ターゲッ ト ・ デバイスが外付け USB 2.0 デバイスから起動できない場合は、 以下の

方法を使用してそのターゲッ ト ・ デバイスを リモートで起動してみてください。

• BIOS バージ ョ ンの一部では、 USB 速度を制限するオプシ ョ ンが提供されていま

す。 このオプシ ョ ンが利用可能な場合は、 USB ポートの設定を 「USB 1.1」 また

は 「Full Speed」 モードに変更しても う一度起動してみてください。

• USB 1.1 カードを挿入しても う一度起動してみてください。

• USB 1.1 ハブを VCO ケーブルと ターゲッ ト ・ デバイスの間に挿入しても う一度

起動してみてください。

• 複合 USB 2.0 デバイスからの起動をサポートする BIOS バージ ョ ンを現在利用で

きるかまたは更新の予定があるかど うかの情報をターゲッ ト ・ デバイスのメー
カーに問い合せてください。

バーチャル・ メ ディ アの制約について

次の一覧にバーチャル ・ メディアの使用に関する制約を明記してあ り ます。

• GCM2、 GCM4、 LCM2 バーチャル・ メ ディ ア・ アプラアンスでは、 USB 2.0 ディ ス

ク ・ ド ライブ、 フラ ッ シュ ・ ド ラ イブ、 CD ド ライブの接続のみがサポート されます。

• VCS が対応できるマッピングは、 ク ラ イアン ト ・ コンピューターに接続された USB 
2.0 および USB 1.1 ディ スク ・ ド ラ イブとフラ ッシュ ・ ド ラ イブのみです。
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付録 C ： キーボード とマウスのシ ョート カッ ト

この付録では Explorer で使用できるキーボード とマウスのシ ョート カッ ト を一覧します。

表 C.1: ディバイダー ・ ペインでのキーボード とマウスのシ ョート カッ ト

操作 説明

F6 キー
分割画面間での切り替えができ、 最後にフォーカスされていたアイテムへ

フォーカスを戻すこ とができる。

F8 キー ディバイダーにフォーカスする。

左向き ／上向き矢印キー フォーカスがディバイダーにある場合は、 ディバイダーを左に移動する。

右向き ／下向き矢印キー フォーカスがディバイダーにある場合は、 ディバイダーを右に移動する。

Home キ―
フォーカスがディバイダーにある場合は、 分割画面の右側ウィンドウが領域

全体に表示される （左側ウィンドウは隠れた状態）。

End キー
フォーカスがディバイダーにある場合は、 分割画面の左側ウィンドウが領域

全体に表示される （右側ウィンドウは隠れた状態）。

ク リ ッ ク＋マウス ・ ド ラ ッグ ディバイダーを右または左に移動する。

表 C.2: ツリー表示でのキーボード とマウスのシ ョート カ ッ ト

操作 説明

マウスのシングルクリ ック 既存の選択を解除し、 マウスポインターが位置しているノードを選択する。

マウスのダブルクリ ック

拡大可能なノード （サブレベルがあるノード） の拡大／縮小ステータスを ト

グルで切り替える。 リーフ ・ ノード （サブレベルがないノード） の場合、 何

も変化しない。

上向き矢印 既存の選択を解除し、 現在の選択項目のすぐ上のノードを選択する。 

下向き矢印 既存の選択を解除し、 現在の選択項目のすぐ下にある ノード を選択する。 

スペースバー 現在フォーカスのあるノードに対する選択／選択解除を交互に切り替える。

Enter キー
現在フォーカスのあるノードを交互に縮小／拡大する。 サブレベルを持つ

ノードにのみ適用。 サブレベルがないノードの場合、 何も変化しない。

Home キ― 既存の選択を解除し、 ルート ・ ノードを選択する。

End キー 既存の選択を解除し、 ツリー表示の最後のノードを選択する。



 付録       111
表 C.3: ユニッ ト ・ リス トでのキーボード とマウスの操作

操作 説明

Enter キー／ Return キー 選択されたユニッ トのデフォルト動作を起動する。 

上向き矢印 現在の選択を解除し、 一行上を選択する。

下向き矢印 現在の選択を解除し、 一行下を選択する。

Page Up キー
現在の選択を解除し 、 一ページ上へスクロールしてそのページの最初のアイ

テムを選択する。

Page Down キー
現在の選択を解除し、 一ページ下へスクロールしてそのページの最後のアイテ

ムを選択する。

Delete キー 削除機能を実行する。 編集 > 削除のメニュー機能と同じ働きをする。

Ctrl + Home キー 表の最初の行にフォーカスを移動し、 これを選択する。

Ctrl + End キー 表の最後の行にフォーカスを移動し、 これを選択する。

Shift + 上向き矢印キー 選択領域を一つ上の行まで拡張する。

Shift + 下向き矢印キー 選択領域を一つ下の行まで拡張する。

Shift + 上向き矢印キー 選択領域を 1 ページ上まで拡張する。 

Shift + 下向き矢印キー 選択領域を 1 ページ下まで拡張する。

Shift + マウス ・ ク リ ッ ク
マウスをク リ ッ クした時点で既存の選択をすべて解除し、 マウスのポインター

がある行と現在のフォーカス ・ ポイン トの間の範囲の行を選択する。 

Ctrl + マウス ・ ク リ ッ ク
マウス ・ ポインターが位置する行の選択状態を、 他の行の選択状態に影響を与

えることな く 、 トグルで切り替える。

マウスのダブルクリ ック 選択されたユニッ トのデフォルト動作を起動する。
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付録 D ： 本ソフ トウェアでの使用ポート

表 4 は、 このソフ ト ウェアが特定のアプライアンス と通信するために使用するポートの

各番号の一覧です。 VCS をネッ ト ワークで作動させるためにファイアウォールを設定す

る際はこの情報を参考にして ください。

表 D.4: VCS での使用ポート

ポート番号 アプライアンス 種類 目的

3211 GCM4、 GCM2、 または RCM TCP 専用の管理プロ ト コル

3211 GCM4、 GCM2、 または RCM UDP 専用のインス トール／管理プロ ト コル

2068 GCM4、 GCM2、 または RCM TCP 暗号化されたキーボード／マウス ・ データ

2068 GCM4 または GCM2 TCP デジタル化されたビデオ ・ データ

2068 GCM4 または GCM2 TCP バーチャル ・ メディア

8192 RCM TCP デジタル化されたビデオ ・ データ
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付録 E ： ヘルプや技術支援を得るには

ヘルプ、 サービスまたは技術支援、 あるいは IBM 製品についての詳細が必要な場合は、
お客様の役に立つ、 広範に利用可能な情報源を IBM で探すこと ができます。 この付録に
は、 IBM および IBM 製品に関する追加情報はどこで得られるか、 eServerTM、
IntelliStation® システムまたはオショ ン・ デバイスで問題が生じた場合の対処の仕方、 さ ら
に必要な場合にサービスを要請するための問い合せ先についての情報が含まれています。

電話でお問い合わせいただく 前に

電話でお問い合わせいただく前に、 問題をご自分で解決していただくための以下の手順
をすべて試したこ とを確認して ください。

• すべてのケーブルを点検して、 接続されているこ とを確認して ください。

• 電源スイ ッチを点検して、 システムとオプシ ョ ン ・ デバイスの電源がオンになって
いるこ とを確認して ください。

• 使用システムのマニュアルに記載されている ト ラブルシューティング情報を使用し、
さ らにシステムに付属の診断ツールを使用して ください。 診断ツールについての情
報は、 使用システムに付属の IBM ドキュ メンテーシ ョ ン CD 収録の 「ハード ウェ

ア ・ メ ンテナンス ・ マニュアル」 と 「 ト ラブルシューティング ・ ガイ ド」 または
「問題判定とサービス ・ ガイ ド」 に含まれています。

NOTE: IntelliStation の一部のモデルについては、 「ハードウェア ・ メンテナンス ・ マニュアル」 と 「 ト ラブル

シューテ ィ ング ・ ガイ ド」 は、 IBM サポート Web サイ トのみで利用できるようになっています。 

• IBM サポート Web サイ ト （http://www.ibm.com/pc/support/） を閲覧して技術情報、 ヒ

ン ト 、 特別情報、 新しいデバイス ・ ド ラ イバーをチェッ クするか、 情報のリ クエス
ト を提出して ください。

IBM がオンライン ・ヘルプまたは IBM 製品に付属のマニュアルで提供する ト ラブル

シューティングの手順に従っていただく こ とで、 外部の支援を求めるこ とな くお客様が
多くの問題を解決するこ とができます。 eServer および IntelliStation システムに付属のマ

ニュアルにも、 お客様が実行できる診断テス トについての説明が記載されています。
eServer と IntelliStation システム、 オペレーティング ・ システム、 プログラムの大部分に

は、 ト ラブルシューティングの手順とエラー ・ メ ッセージとエラー ・ コードの説明を含
むマニュアルが付属されています。 ソフ ト ウェアに問題がある思われる場合は、 オペ
レーティング ・ システムまたはプログラムのマニュアルを参照して ください。

本書の使用方法

IBM eServer または IntelliStation システムおよび前もってインス トールされる場合のソフ

ト ウェアまたはオプシ ョ ンのデバイスに関する情報は、 製品に付属の文書に記載されて
います。 その文書には、 印刷版のマニュアル、 オンライン ・ マニュアル、 Readme ファ イ

ル、 ヘルプ ・ ファ イルが含まれます。 診断プログラムを使用する際の手順説明について
は、 使用システムの文書に含まれる ト ラブルシューティング情報を参照して ください。
その ト ラブルシシューティング情報または診断プログラムによって、 デバイス ・ ド ラ イ
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バーの追加または更新、 あるいは他のソフ ト ウェアが必要である旨が知ら される場合が
あ り ます。 IBM では、 ユーザーが最新の技術情報が得られ、 デバイス ・ ド ラ イバーと

アップデート をダウンロードできるよ うに World Wide Web のページを維持しています。

これらのページにアクセスするには、 http://www.ibm.com/pc/support のサイ トに行き、 指

示に従ってください。 また、 一部のマニュアルは、 IBM Publications Ordering System
（http://www.elink.ibmlink.ibm.com/public/applications/publications/ cgibin/pbi.cgi） を通じて入

手可能とな り ます。

Web サイト からヘルプと情報を得る方法

World Wide Web 上の IBM Web サイ トには、 IBM eServer と IntelliStation システム、 オプ

シ ョ ン ・デバイス、 サービス、 サポートに関する最新の情報が掲載されています。
IBM xSeries および BladeCenter 情報のアドレスは、

http://www.ibm.com/eserver/xseries/ です。 IBM IntelliStation 情報のアドレスは、

http://www.ibm.com/pc/us/intellistation/ です。

IBM システムおよびオプシ ョ ン ・デバイスのサービス情報は、

http://www.ibm.com/pc/support/ で閲覧可能です。

ソフト ウェ ア・ サービスとサポート

IBM Support Line を通じて、 電話による支援を受けられます （有料）。 これには、 xSeries
シ リース、 BladeCenter 製品、 IntelliStation ワークステーシ ョ ン、 およびアプライアンス

についての使用、 設定、 ソフ ト ウェアの問題が含まれます。 ご使用の国、 地域で
Support Line を通じてのサポートが受けられる製品に関する情報については、

http://www.ibm.com/services/sl/products/ を閲覧して ください。

Support Line とその他の IBM 製品に関する詳細については、 http://www.ibm.com/services
を、 Support Line の電話番号については http://www.ibm.com/planetwide/ をそれぞれ参照し

てください。 米国およびカナダ国内の場合は、 1-800-IBM-SERV （1-800-426-7378） まで

お電話ください。

ハード ウェ ア・ サービスとサポート

IBM Services または、 最寄の IBM 再販業者が保証サービスの提供を認定されている場合

には、 当該再販業者を通じてハードウェアについてのサービスを受けるこ とができます。
サポートの電話番号については、 http://www.ibm.com/planetwide/ を参照して ください。 ま

たは、 米国およびカナダの国内の場合、 1-800-IBM-SERV （1-800-426-7378） までお電話

ください。

米国およびカナダの国内では、 ハード ウェアのサービス とサポートは、 週 7 日 24 時間体

制でご利用いただけます。 英国では、 このサービスは、 月曜～金曜、 午前 9 時から午後

6 時の間でご利用いただけます。
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付録 F ： 注記

この情報は、 米国内で提供される製品とサービスを対象と して作成されたものです。
IBM 社は、 本マニュアルに記載の製品、 サービス、 機能を米国以外の諸国では提供しな
い場合があ り ます。 お住まいの国、 地域で現在利用可能な製品やサービスについては、
お近くの IBM 代理店までお問い合わせください。 IBM 社の製品、 プログラム、 または
サービスについて述べた記載事項はすべて、 必ずし もその言及する IBM 製品、 プログラ
ムやサービスのみが使用可能である と言明するものではなく、 また含蓄するものでもあ
り ません。 機能的に同等な製品、 プログラム、 サービスで IBM の知的所有権を侵害しな
いものを代わりに使用するこ とは可能です。 ただし、 非 IBM 製品、 プログラム、 サービ
スの作動を評価、 確認するこ とはユーザーの責任とな り ます。

IBM は、 本マニュアルの記載事項に関する特許取得済みあるいは特許申請中のアプリ
ケーシ ョ ンを所持している場合があ り ます。 当社が本マニュアルを提供するこ とは、 そ
れらの特許の使用許諾を与えるこ とにとって代わるものではあ り ません。 使用許諾につ
いてのお問い合わせは、 以下まで書面にてお寄せください ：

IBM Director of Licensing
IBM Corporation
North Castle Drive
Armonk, NY 10504-1785
U.S.A.

INTERNATIONAL BUSINESS MACHINES CORPORATION （IBM） 社は、 非違反性、 市場
性、 特定用途への適合性に関する黙示保証を含め （ただし必ずしも これらに限定されず
に）、 明示または黙示のいずれかを問わず、 全ての保証なしで 「現状のまま」 と して本出
版物を提供しています。 国によっては、 特定の取引における明示または黙示の保証の拒
否が認められない場合があ り ます。 このため、 この声明は適用されないこ とがあ り ます。

本情報には、 技術的に不正確な記述または印刷上の間違いが含まれている可能性があ り
ます。 こ こに記載の情報には定期的に変更が加えられます。 それらの変更は、 本出版物
の新版に組み込まれるこ とになっています。 本出版物に記載の製品やプログラムには、
IBM によ り予告なしに改良や変更が加えられる可能性が常にあ り ます。

本情報における IBM 以外のウェブサイ トに関する言及は、 便宜目的のみで行う もので、
いかなる点においても これらのウェブサイ トへの賛同 ・支持を表明するものではあ り ま
せん。 これらのウェブサイ トの資料は本 IBM 製品の資料の一部をなすものではなく、 こ
れらのウェブサイ トの使用に伴う リ スクの責任はユーザー自身が負う ものと します。

IBM は、 ユーザーから提供された情報を、 提供者へのいかなる責務も負う こ とな く、
適切と信じる任意の方法によ り使用または配布するこ とができます。

版記

© Copyright International Business Machines Corporation 2005. All rights reserved.

U.S. Government Users Restricted Rights - Use, duplication, or disclosure restricted by GSA ADP 
Schedule Contract with IBM Corp.
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商標

以下の語句は、 International Business Machines Corporation 社の、 米国、 それ以外の国ある
いは両方での商標です。

IBM NetBAY

IBM （ロゴ） PS/2

ServerProven eServer

IntelliStation

Intel、 MMX、 および Pentium は、 Intel Corporation 社の、 米国、 それ以外の国あるいは両
方での商標です。

Microsoft、 Windows および Windows NT は、 Microsoft Corporation 社の、 米国、 それ以外
の国あるいは両方での商標です。

UNIX は、 The Open Group 社の米国およびその他諸外国における登録商標です。

Java および Java ベースの商標およびロゴは、 Sun Microsystems, Inc. 社の、 米国、 それ以
外の国あるいは両方での商標です。

Adaptec および HostRAID は、 Adaptec, Inc. 社の、 米国、 それ以外の国あるいは両方での
商標です。

Linux は、 Linus Torvalds 社の米国、 それ以外の国あるいは両方での商標です。

Red Hat、 Red Hat の 「Shadow Man」 ロゴ、 および Red Hat ベースの商標およびロゴは、
Red Hat, Inc. 社の、 米国およびそれ以外の国の商標または登録商標です。

これ以外の会社、 製品、 またはサービス名は、 上記以外の会社の商標またはサービス
マークである可能性があ り ます。

重要事項

IBM 社は、 ServerProven であるが IBM 社のものではない製品、 サービスに関しては、 そ
の代理または保証を行わないものと します。 これには、 特定目的を対象とする市場性お
よび適合性に関するいかなる暗示の保証を含むが、 これらに限定されるものではあ り ま
せん。 これらの製品はサード ・ パーティーによってのみ提供、 保証されるものです。

IBM は、 非 IBM 製品に関しては、 代理および保証をいたしません。 非 IBM 製品に対す
るサポート （利用できる場合） は、 サードパーティーから提供されるもので、 IBM 社か
らではあ り ません。 

一部のソフ ト ウェアは、 小売版製品 （市販されている場合） と異な り、 ユーザーマニュ
アルまたはプログラムの全機能が含まれていない場合があ り ます。
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